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（
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
間
題
（
二
）

関

根

政

美

六五四三＝一
は
じ
め
に
ー
本
研
究
の
目
的

模
索
期
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
植
民
地
（
一
七
八
八
年
ー
一
八
三
〇
年
代
Y
・

発
展
期
の
植
民
地
（
一
八
三
〇
年
代
r
一
八
九
〇
年
代
）

保
護
・
防
衛
期
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
一
八
九
〇
年
代
ー
一
九
六
〇
年
代
）

新
た
な
る
模
索
期
（
一
九
六
〇
年
代
1
）

あ
と
が
ぎ
ー
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
課
題
・
…
・

…
・
以
上
第
一
回
（
第
五
五
巻
第
こ
号
）

：
以
上
第
二
回
（
本
号
）

：
以
上
第
三
回

三
　
発
展
期
の
植
民
地
（
一
八
三
〇
年
代
ー
一
八
九
〇
年
代
）

　
　
　
　
0
　
ス
ク
ウ
ォ
ッ
タ
ー
の
時
代

　
第
二
期
は
発
展
期
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
前
節
（
本
誌
第
五
五
巻
第
一
一
号
）

様
な
植
民
地
の
商
業
・
産
業
活
動
の
発
展
ぶ
り
を
概
観
し
た
。
当
期
で
は
、

に
お
い
て
は
、
囚
人
植
民
地
か
ら
一
般
植
民
地
へ
と
変
化
を
促
す
様

基
幹
産
業
と
な
つ
た
羊
毛
輸
出
産
業
の
確
立
・
発
展
過
程
及
び
一
八



五
一
年
か
ら
の
ゴ
ー
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
産
業
・
社
会
構
造
の
変
化
・
成
長
過
程
を
み
て
行
き
た
い
と
思
う
。

　
一
八
三
〇
年
代
後
期
よ
り
羊
毛
産
業
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
植
民
地
の
基
幹
産
業
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
つ
つ
あ
つ
た
。
一
八
二
九
年
の
一
九

郡
制
限
地
区
条
例
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
牧
草
地
を
求
め
て
の
植
民
活
動
の
拡
大
に
つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
た
。
こ
れ
は
更
に
、
一
八
三
一
年
、
王

国
領
土
（
跨
。
9
・
壽
卜
m
民
）
売
却
・
移
民
援
助
制
度
の
導
入
に
よ
つ
て
拍
車
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
。
す
で
に
、
一
八
二
〇
年
代
、
英
国

政
府
の
肝
入
り
に
よ
つ
て
中
流
階
級
の
移
民
が
押
し
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
資
本
家
階
層
の
増
大
に
対
し
て
囚
人
労
働
力
の
供
給
が
追
い
つ

か
ず
、
植
民
地
は
深
刻
な
労
働
力
不
足
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
。
囚
人
流
刑
は
一
八
二
〇
年
代
、
三
〇
年
代
と
増
大
し
た
が
、
女
囚
、
病

人
、
老
人
も
多
く
羊
牧
業
等
の
厳
し
い
労
働
に
耐
え
ら
れ
る
者
は
多
く
は
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
（
望
翁
〔
ご
。
。
。
〕
署
鍍
ー
影
）
。
こ
う
し
た
時
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

英
国
政
府
は
土
地
売
却
と
そ
の
売
上
げ
で
移
民
を
援
助
す
る
と
い
う
方
法
を
導
入
し
た
。
こ
の
制
度
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
従
来
、
た
だ
同
然
で
下
付
さ
れ
て
い
た
土
地
を
一
エ
ー
カ
ー
当
り
最
低
五
シ
リ
ン
グ
で
売
却
す
る
。
た
だ
し
最
低
一
マ
イ
ル
平
方
か
、
あ
る
い

は
六
四
〇
エ
ー
カ
ー
を
一
単
位
と
し
て
購
入
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
売
却
は
競
売
と
し
最
高
価
格
で
入
札
し
た
者
の
所
有
と
な
る
と
い
う
も
の
で
あ

つ
た
。
そ
の
売
却
代
金
は
英
国
政
府
の
歳
入
と
す
る
。
そ
の
中
か
ら
労
働
力
と
し
て
適
わ
し
い
者
に
援
助
を
与
え
て
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー

ル
ズ
及
び
ヴ
ァ
ン
・
デ
ィ
ー
メ
ン
ズ
・
ラ
ソ
ド
植
民
地
に
入
植
さ
せ
る
、
と
い
う
植
民
計
画
で
あ
つ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
つ
て
植
民
地
の
労
働
力

不
足
を
解
消
し
、
他
方
、
英
国
に
と
つ
て
は
、
と
も
す
れ
ば
犯
罪
者
と
な
り
が
ち
な
都
市
貧
民
あ
る
い
は
失
業
労
働
者
を
国
外
へ
送
り
出
す
こ
と

に
よ
つ
て
社
会
秩
序
が
維
持
で
き
る
。
ま
た
、
移
民
者
に
と
つ
て
も
英
国
の
都
市
の
抑
圧
さ
れ
た
社
会
的
雰
囲
気
か
ら
逃
れ
、
新
鮮
な
空
気
と
広

大
な
大
地
の
中
で
健
康
的
な
生
活
が
営
め
、
ま
じ
め
に
働
け
ば
何
年
か
の
後
に
蓄
え
も
出
来
、
そ
し
て
土
地
所
有
者
と
し
て
独
立
出
来
る
可
能
性

－
そ
れ
は
英
国
で
は
不
可
能
と
な
つ
た
も
の
ー
も
あ
る
の
だ
し
、
う
ま
く
す
れ
ぽ
牧
業
者
と
し
て
大
成
す
る
こ
と
さ
え
可
能
で
あ
つ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
土
地
所
有
者
が
増
え
れ
ば
、
土
地
売
却
収
入
が
増
加
し
、
移
民
援
助
が
再
び
可
能
と
な
り
、
新
し
い
資
本
家
に
労
働
力
が

供
給
さ
れ
、
同
じ
こ
と
が
く
り
返
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
植
民
地
は
、
好
ま
し
く
な
い
社
会
的
影
響
を
持
つ
囚
人
労
働
力
に
頼
る
こ
と
な
く
健
全
な

　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
問
題
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
　
　
（
一
四
八
五
）
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
間
題
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
　
　
（
一
四
八
六
）

市
民
社
会
を
形
成
し
得
る
こ
と
に
な
る
。
大
変
都
合
よ
く
出
来
た
制
度
で
あ
つ
た
。

　
し
か
し
、
一
見
理
想
的
に
み
え
る
こ
の
シ
ス
テ
ム
も
欠
陥
を
持
つ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
移
民
援
助
に
際
し
て
英
国
が
、
自
国
の
利
益
を
優
先
し

た
た
め
に
、
植
民
地
が
望
む
優
良
な
農
業
労
働
者
、
熟
練
工
よ
り
は
、
不
熟
練
で
か
つ
労
働
意
欲
の
低
い
都
市
貧
困
階
層
や
犯
罪
予
備
軍
を
送
り

出
す
と
い
う
結
果
と
な
つ
た
。
と
く
に
、
一
八
三
一
年
よ
り
女
性
を
中
心
に
移
民
援
助
を
開
始
し
た
時
、
そ
れ
は
、
男
性
の
圧
倒
的
に
多
い
社
会

の
持
つ
反
道
徳
的
行
為
の
発
生
傾
向
を
防
ぐ
た
め
男
女
の
人
口
比
率
を
是
正
し
、
健
全
な
社
会
を
つ
く
る
と
い
う
目
的
を
め
ざ
し
て
い
た
が
、
優

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

良
な
女
性
を
待
ち
望
ん
で
い
た
植
民
地
へ
送
ら
れ
て
き
た
の
は
売
春
婦
ば
か
り
だ
つ
た
。
こ
う
し
た
事
実
か
ら
、
英
国
政
府
に
ま
か
せ
き
り
の
移

民
援
助
計
画
は
不
十
分
な
成
果
し
か
上
げ
ら
れ
ぬ
と
理
解
し
た
植
民
地
政
府
は
、
新
た
に
独
自
の
移
民
助
成
制
度
（
量
守
臣
ぐ
の
巌
§
）
を
総

督
バ
ー
ク
（
oっ
㌶
零
9
且
ω
2
慶
一
。
。
鍵
1
一
G。
ω
。

。
）
の
主
導
の
も
と
、
　
一
八
三
六
年
に
導
入
し
た
。
こ
れ
は
英
国
で
移
民
を
選
択
す
る
の
で
は
な
く

シ
ド
ニ
ー
に
到
着
し
た
移
民
の
う
ち
優
秀
な
労
働
力
と
な
り
う
る
と
認
定
さ
れ
た
者
に
の
み
援
助
を
与
え
る
も
の
で
あ
つ
た
。
移
民
を
送
り
出
す

方
と
し
て
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
植
民
地
側
に
は
好
ま
し
い
結
果
を
も
た
ら
し
た
。
も
つ
と
も
こ
の
制
度
に
も
欠
点
が
あ
つ
た
。
そ
れ

は
、
移
民
へ
の
援
助
金
は
そ
の
ま
ま
渡
航
費
用
に
あ
て
ら
れ
る
こ
と
と
が
多
く
、
輸
送
船
の
船
長
が
そ
れ
を
目
当
て
に
投
機
的
な
移
民
輸
送
を
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

な
つ
た
り
、
移
民
の
健
康
、
人
物
に
つ
い
て
の
報
告
を
詐
称
す
る
こ
と
も
後
に
増
加
し
始
め
、
こ
の
制
度
は
長
続
き
し
な
か
つ
た
。
し
か
し
、
い

ず
れ
に
せ
よ
、
英
国
政
府
に
よ
る
援
助
で
あ
れ
、
植
民
地
政
府
の
助
成
で
あ
れ
、
こ
う
し
た
移
民
補
助
制
度
が
呼
び
水
と
な
り
、
自
由
移
民
渡
航

者
も
増
大
し
、
一
八
三
〇
年
代
後
期
よ
り
急
速
に
移
民
者
の
数
が
増
大
し
、
労
働
力
も
人
口
裕
順
調
に
増
え
て
い
つ
た
（
第
3
1
1
図
）
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
土
地
売
却
制
度
に
対
し
て
も
何
も
問
題
が
な
い
、
と
い
う
わ
け
に
い
か
な
か
つ
た
。
土
地
売
却
制
度
の
基
本
的
原
理
と
当

時
の
羊
牧
業
の
性
格
と
の
間
の
対
立
で
あ
つ
た
。
土
地
の
下
付
に
せ
よ
売
却
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
が
な
さ
れ
る
前
に
測
量
調
査
官
（
チ
。
8
量
2
曾

σQ

雪
R
・
一
）
に
よ
つ
て
土
地
の
広
さ
、
地
質
が
測
量
さ
れ
る
必
要
が
あ
つ
た
が
、
植
民
地
政
府
の
人
材
不
足
の
お
か
げ
で
、
こ
う
し
た
調
査
が
進
め

ら
れ
る
前
に
人
々
は
勝
手
に
土
地
を
占
有
し
て
い
く
こ
と
と
な
つ
た
。
元
来
、
王
国
領
土
に
限
ら
ず
他
人
の
土
地
を
勝
手
に
占
有
、
あ
る
い
は
使

38
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1830

オ
，
ス
ト
ヲ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
間
題
（
二
）

用
す
る
者
を
、
無
断
占
有
者
、
不
法
侵
入
者
、
す
な
わ
ち
ス
ク
ウ
ォ
ッ
タ
ー
（
9
巨
醇
ω
）

と
呼
び
、
一
般
的
に
は
無
法
者
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
も
一
八

二
〇
年
代
あ
る
い
は
三
〇
年
代
の
初
期
、
逃
亡
囚
人
を
中
心
と
し
て
他
人
の
土
地
に
無
断

で
入
り
込
み
、
住
み
つ
ぎ
、
羊
・
牛
を
盗
ん
で
は
他
人
の
土
地
で
飼
育
す
る
な
ど
と
い
つ

た
こ
と
を
平
然
と
行
な
う
無
法
者
達
を
ス
ク
ウ
ォ
ッ
タ
ー
と
呼
び
軽
蔑
の
対
象
と
し
て
い

た
。
し
か
し
、
無
断
占
有
者
で
は
あ
る
が
、
ま
じ
め
に
牧
畜
業
を
営
む
者
が
増
え
、
社
会

的
評
価
も
高
く
な
る
と
、
彼
ら
を
ス
ク
ウ
ォ
ッ
タ
ー
と
呼
ん
で
も
そ
こ
に
み
ら
れ
た
無
法

者
と
い
う
意
味
合
い
は
消
え
去
り
、
牧
畜
業
者
一
般
を
さ
す
言
葉
と
し
て
流
布
す
る
よ
う

に
な
つ
た
。
こ
の
ス
ク
ウ
ォ
ッ
タ
ー
達
が
一
八
三
〇
年
代
、
今
日
メ
ル
ポ
ル
ン
の
あ
る
ポ

ー
ト
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
地
区
に
到
着
す
る
頃
は
、
植
民
地
で
の
政
治
的
勢
力
も
大
き
く
な
つ

　
　
（
4
）

て
い
た
。

　
こ
う
し
た
ス
ク
ウ
ォ
ッ
タ
ー
に
よ
る
羊
牧
業
の
当
時
の
特
色
と
し
て
は
、
一
定
の
土
地

に
長
期
間
定
着
す
る
よ
り
は
、
広
い
牧
草
地
を
求
め
て
広
く
移
動
す
る
方
が
能
率
が
よ
か

つ
た
。
そ
れ
故
、
広
大
な
土
地
を
必
要
と
し
た
が
、
そ
の
土
地
を
所
有
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
よ
ほ
ど
の
資
本
を
所
有
し
て
い
な
い
限
り
難
か
し
い
こ
と
で
あ
つ
た
。
ま
た
、
そ
の

当
時
の
ス
ク
ウ
ォ
ッ
タ
ー
の
生
活
は
多
く
の
困
難
を
伴
つ
て
い
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
と
呼
ば
れ

る
山
野
を
切
り
拓
く
重
労
働
は
も
と
よ
り
、
蚊
や
ハ
エ
に
よ
る
伝
染
病
、
そ
し
て
ブ
ッ
シ

ュ
・
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
呼
ば
れ
る
逃
亡
囚
人
を
中
心
と
し
た
山
賊
・
盗
賊
あ
る
い
は
ア
ボ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
　
　
（
一
四
八
七
）
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
聞
題
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
　
　
（
一
四
八
八
）

ジ
昌
1
に
よ
る
襲
撃
、
ブ
ッ
シ
ュ
・
フ
ァ
イ
ヤ
ー
（
山
火
事
）
、
旱
魅
、
洪
水
な
ど
の
天
災
、
　
一
時
に
数
百
頭
の
被
害
を
受
け
る
家
畜
の
病
気

（9苺浮

）
、
人
里
離
れ
文
明
と
の
交
流
の
少
な
い
弧
独
な
ブ
ッ
シ
ュ
の
生
活
、
と
い
つ
た
様
々
な
災
難
を
乗
り
越
え
ね
ば
と
て
も
や
つ
て
い
け

る
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
こ
の
よ
う
な
困
難
を
覚
悟
の
上
で
の
事
業
は
、
利
用
し
得
る
土
地
が
低
廉
に
獲
得
し
得
ぬ
限
り
大
き
な
魅
力
と
な
つ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

人
々
を
引
き
つ
け
る
こ
と
は
出
来
ぬ
も
の
だ
つ
た
。
土
地
が
安
く
利
用
し
え
る
か
ら
こ
そ
発
展
し
た
事
業
と
い
え
た
。
こ
う
し
た
ス
ク
ウ
ォ
ッ
タ

ー
達
に
よ
る
羊
牧
業
の
行
動
パ
タ
ー
ン
は
、
政
府
の
土
地
売
却
制
度
の
目
的
と
し
た
と
こ
ろ
と
合
致
し
な
か
つ
た
。

　
土
地
売
却
制
度
の
基
本
的
ア
イ
デ
ア
は
、
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
（
臣
奉
乱
9
ま
8
ミ
貯
幕
δ
に
よ
る
「
組
織
的
植
民
（
幕
ω
遺
§
讐
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

9
一
鼠
疑
冨
）
」
よ
り
派
生
し
た
も
の
で
あ
つ
た
。
づ
ま
り
、
牧
畜
業
に
よ
る
土
地
の
無
駄
な
利
用
と
囚
人
労
働
の
使
用
は
、
人
々
を
こ
と
さ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

文
明
か
ら
遠
ざ
け
る
こ
と
と
な
り
、
男
性
中
心
の
社
会
は
道
徳
の
頽
廃
を
も
た
ら
す
と
信
じ
た
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
健
全
な
夫
婦
の
植
民

家
族
を
中
心
に
農
業
を
核
と
し
た
有
効
な
土
地
利
用
を
行
な
い
、
市
民
社
会
を
形
成
す
る
の
が
最
も
よ
い
と
考
え
た
。
そ
し
て
土
地
の
売
却
を
制

度
の
中
心
と
し
た
の
は
、
資
本
を
十
分
持
た
ぬ
者
に
は
土
地
が
た
や
す
く
入
手
出
来
ぬ
よ
う
に
し
、
資
本
家
の
も
と
で
賃
金
労
働
者
と
し
て
一
定

期
間
働
く
こ
と
を
必
然
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
植
民
地
が
政
府
の
管
理
の
及
ば
ぬ
範
囲
ま
で
拡
散
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
つ
た
。
英
国
政

府
は
、
植
民
地
が
統
制
の
及
ば
ぬ
地
域
に
ま
で
拡
大
し
、
道
徳
的
な
側
面
で
の
好
ま
し
く
な
い
動
き
が
発
生
す
る
の
を
阻
止
す
る
と
い
う
「
集
中

化
政
策
（
箒
0
8
8
艮
毘
8
汐
一
冨
）
」
を
現
実
化
す
る
上
で
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
の
考
え
方
を
利
用
し
、
そ
れ
を
土
地
法
に
も
り
込
ん
だ
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
英
国
政
府
と
し
て
は
、
植
民
地
の
利
用
価
値
は
あ
く
ま
で
も
羊
毛
輸
出
産
業
に
あ
つ
た
た
め
、
土
地
購
入
費
用
は
ウ
ェ
イ
ク

フ
ィ
ー
ル
ド
の
提
案
（
ニ
ポ
ソ
ド
）
よ
り
は
る
か
に
低
く
、
ま
た
土
地
一
単
位
の
広
さ
も
広
く
、
か
つ
競
売
と
し
た
た
め
に
、
よ
い
土
地
が
高
く

な
り
が
ち
で
、
小
資
本
家
に
は
手
に
入
り
に
く
い
と
い
う
こ
と
と
な
り
、
牧
畜
業
者
ス
ク
ウ
ォ
ッ
タ
ー
に
有
利
な
も
の
と
な
つ
て
い
た
。
し
か
し
、

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
土
地
の
購
入
は
ス
ク
ウ
ォ
ッ
タ
ー
に
と
つ
て
魅
力
あ
る
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
彼
ら
は
、
賃
貸
を
好
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
だ
が
賃
貸
制
度
に
も
問
題
が
あ
つ
た
◎
一
八
三
一
年
の
土
地
法
に
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
で
み
た
場
合
、
一
年
間
、
一
マ
イ
ル
平
方
か
六
四
〇
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エ
ー
カ
ー
の
土
地
を
最
低
十
ニ
シ
リ
ソ
グ
で
賃
貸
出
来
る
も
の
で
あ
つ
た
の
で
、
金
銭
的
に
は
大
変
有
利
で
あ
つ
た
。
し
か
し
、
占
有
保
証
期
間

が
一
年
し
か
な
く
、
購
入
希
望
者
が
現
わ
れ
れ
ば
競
売
に
付
さ
れ
る
と
い
う
、
大
変
不
安
定
な
契
約
で
あ
つ
た
。
こ
れ
は
一
八
四
〇
年
ま
で
変
化

な
く
続
い
た
た
め
、
ス
ク
ウ
ォ
ッ
タ
ー
達
は
、
い
つ
他
人
の
手
に
渡
る
か
わ
か
ら
ぬ
土
地
に
対
し
て
資
本
投
資
を
十
分
行
な
つ
て
改
良
す
る
と
い

つ
た
意
欲
を
失
う
よ
う
に
な
つ
た
。
し
か
も
拡
大
す
る
植
民
地
の
統
制
能
力
を
憂
慮
し
た
植
民
地
政
府
は
土
地
購
入
費
を
一
八
三
八
年
に
一
工
1

ヵ
ー
当
り
一
ニ
シ
リ
ン
グ
と
し
、
更
に
一
八
四
二
年
に
は
一
ポ
ン
ド
に
値
上
げ
し
た
。
他
方
、
一
八
四
〇
年
、
土
地
賃
貸
料
を
値
上
げ
（
制
限
地

区
内
年
五
ポ
ソ
ド
、
制
限
地
区
外
年
一
〇
ポ
ン
ド
）
し
た
上
で
、
保
証
期
間
を
従
来
通
り
一
年
と
し
た
た
め
に
、
ス
ク
ウ
ォ
ッ
タ
ー
達
は
土
地
購
入
・

土
地
改
良
に
対
し
て
更
に
意
欲
を
失
な
う
よ
う
に
な
り
、
羊
牧
業
の
将
来
に
不
安
を
与
え
る
よ
う
に
な
つ
た
。
し
か
も
、
一
八
四
一
年
よ
り
始
つ

た
不
況
は
、
植
民
地
の
羊
毛
産
業
に
被
害
を
も
た
ら
し
問
題
は
更
に
大
き
く
な
つ
た
の
で
あ
る
（
oo
げ
睾
〔
ご
o。
。
〕
睾
島
i
輿
）
。

　
そ
こ
で
、
政
府
は
一
八
四
四
年
に
、
制
限
地
区
内
の
ス
ク
ウ
ォ
ッ
タ
ー
達
に
対
し
て
は
、
土
地
購
入
上
の
優
遇
措
置
と
、
八
年
間
の
占
有
保
証

期
間
を
与
え
土
地
改
良
へ
の
刺
激
を
与
え
た
Q
し
か
し
、
制
限
地
区
外
の
者
に
は
、
各
ス
ク
ウ
ォ
ッ
タ
ー
が
占
有
す
る
各
々
の
牧
草
地
（
・
壺
）

一
放
牧
地
は
四
千
頭
あ
る
い
は
八
百
頭
の
牛
を
養
え
る
も
の
と
規
定
ー
に
対
し
年
十
ポ
ン
ド
の
賃
貸
免
許
料
を
課
す
と
し
更
に
負
担
を
増
加
さ

せ
た
。
こ
れ
は
当
時
の
総
督
ジ
ッ
ブ
ス
（
ω
冒
0
8
茜
。
9
署
。・
一
。
。
G。
。。
1
一
。

。
＆
）
が
、
羊
牧
業
の
発
展
よ
り
も
「
集
中
化
政
策
」
及
び
政
府
財
政
収

入
増
加
に
注
意
を
む
け
、
か
つ
ス
ク
ウ
ォ
ッ
タ
ー
達
が
不
当
に
利
益
を
上
げ
て
い
る
と
考
え
た
結
果
で
あ
つ
た
（
寄
ぼ
器
〔
お
器
〕
3
9
）
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
ス
ク
ウ
ォ
ッ
タ
ー
達
の
羊
牧
業
は
法
律
上
大
変
不
安
定
な
地
位
に
あ
つ
た
の
で
あ
る
が
、
一
八
四
四
年
の
総
督
ジ
ッ
プ
ス
の
政

策
に
至
り
、
つ
い
に
彼
ら
は
政
治
的
に
反
対
運
動
を
開
始
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。
一
八
四
四
年
、
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
牧
畜
協
会
（
箒
》
巨
邑
善

勺
鐘
o
邑
曽
ω
＆
呂
9
）
」
を
設
立
し
、
植
民
地
及
び
英
国
政
府
へ
の
陳
情
を
く
り
返
し
た
。
そ
の
成
果
が
一
八
四
七
年
に
実
り
、
「
緊
急
勅
令

（
跨
。
○
巳
霧
冒
9
毒
色
）
」
が
下
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
。
こ
の
勅
令
に
よ
つ
て
、
制
限
地
区
外
の
ス
ク
ウ
ォ
ッ
タ
ー
に
も
一
四
年
の
賃
貸
保
証

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奴

期
間
が
与
え
ら
れ
、
し
か
も
土
地
購
入
に
お
け
る
先
買
権
も
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
措
置
に
よ
り
、
ス
ク
ウ
ォ
ッ
タ
ー
は
、
自
ら
の
占
有

　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
問
題
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
　
　
（
一
四
八
九
）



　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
聞
題
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
　
　
（
一
四
九
〇
）

地
に
対
し
改
良
を
加
え
る
と
と
も
に
、
臨
時
的
な
ハ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
ボ
ロ
小
屋
を
破
棄
し
木
造
あ
る
い
は
レ
ソ
ガ
造
り
の
立
派
な
邸
宅
を
建
築

し
始
め
、
恒
常
的
な
牧
畜
業
運
営
を
可
能
と
さ
せ
た
。
こ
こ
に
至
つ
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
植
民
地
は
、
羊
の
背
に
ど
つ
か
り
と
乗
り
始
め
た
の

で
あ
る
。
ま
た
植
民
地
産
の
羊
毛
が
英
国
市
場
に
占
め
る
割
合
も
一
八
三
〇
年
の
八
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
一
八
五
〇
年
に
は
四
七
・
○
パ
ー
セ

ン
ト
ヘ
と
急
速
に
拡
大
し
て
い
つ
た
の
で
あ
る
（
前
節
第
2
－
3
表
）
。
し
か
し
、
、
こ
の
こ
と
は
、
農
業
を
中
心
と
し
た
独
立
自
営
農
に
よ
る
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

を
夢
み
た
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
及
び
そ
の
支
持
者
達
の
夢
を
打
ち
砕
く
も
の
で
も
あ
つ
た
。
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⇔
　
ゴ
ー
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
と
経
済
発
展

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
一
八
三
〇
年
代
、
四
〇
年
代
と
羊
牧
業
を
発
展
さ
せ
て
い
つ
た
が
、
一
八
五
一
年
に
な
る
と
全
く
新
し
い
経
済
・
社
会

発
展
へ
の
起
動
力
を
与
え
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
バ
サ
ー
ス
ト
付
近
及
び
、
同
州
よ
り
独
立
し
た
ば
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ァ
州
バ
ラ
ラ
ッ
ト
、
ベ
ソ
デ
ィ
ゴ
付
近
で
の
金
鉱
発
見
の
ニ
ュ
！
ス
で
あ
つ
た
。
こ
の
金
鉱
発
見
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
た
ち
ま
ち
の

う
ち
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
全
土
に
ひ
ろ
が
る
と
と
も
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
や
英
国
に
ま
で
も
伝
わ
つ
て
い
つ
た
。
ま
ず
、
一
獲
千
金
の
夢
を
抱

い
た
植
民
地
内
の
多
く
の
人
々
が
シ
ャ
ベ
ル
と
テ
ン
ト
を
か
つ
い
で
シ
ド
ニ
ー
や
メ
ル
ボ
ル
ン
の
都
市
か
ら
流
出
し
て
行
つ
た
。
次
に
、
特
に
鉱

床
の
大
ぎ
か
つ
た
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ァ
植
民
地
金
鉱
を
め
ざ
し
て
メ
ル
ボ
ル
ソ
港
に
続
々
と
世
界
中
か
ら
人
々
が
押
し
寄
せ
て
来
た
。
そ
の
数
は
著
し

い
も
の
で
あ
つ
た
Q
す
な
わ
ち
、
一
八
五
〇
年
か
ら
一
八
六
〇
年
に
か
け
て
人
口
が
七
四
万
人
（
ニ
ュ
ー
・
サ
ゥ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
一
八
万
七

千
人
か
ら
三
五
万
人
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
植
民
地
七
万
七
千
人
か
ら
五
四
万
人
）
も
増
加
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
全
体
で
百
万
人
を
超
え
る
ほ
ど
に
な
つ
た
の

で
あ
る
（
第
3
1
4
表
）
。

　
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
を
中
心
と
し
た
ゴ
ー
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
そ
の
も
の
は
短
期
間
で
終
了
し
て
し
ま
つ
た
（
第
3
－
2
図
）
が
、
こ
れ
を
契
機
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
工
業
的
発
展
の
火
ぶ
た
が
き
ら
れ
た
。



　
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
図
式
的
に
示
す
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
移
民
人
口
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
工
業
製
品
の
需
要
が
高
ま
る
が
、
植
民

地
内
の
工
業
が
未
発
達
な
た
め
に
輸
入
品
へ
の
需
要
が
高
ま
る
。
本
来
な
ら
ば
植
民
地
工
業
が
こ
の
時
点
で
発
生
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、
ゴ
ー
ル

ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
の
た
め
に
労
働
者
が
都
市
か
ら
消
え
て
い
る
。
そ
れ
故
に
都
市
労
働
者
の
賃
金
が
上
昇
す
る
の
で
植
民
地
工
業
発
展
へ
の
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ヴ
は
少
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
こ
れ
が
一
八
六
〇
年
以
前
の
状
況
で
あ
つ
た
。
し
か
し
な
が
ら
ゴ
ー
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
が
一
段
落
し
て
み
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

と
手
に
大
金
を
持
て
ぬ
ま
ま
に
多
く
の
金
鉱
堀
り
は
興
奮
か
ら
さ
め
、
金
鉱
を
あ
と
に
し
て
都
市
へ
と
も
ど
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
一
八
六
〇

年
ご
ろ
に
は
都
市
に
は
失
業
者
が
増
加
し
、
労
働
賃
金
が
急
速
に
下
降
す
る
（
第
3
－
－
表
）
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
つ
て
や
つ
と
、
依
然
と
し

て
需
要
の
高
い
工
業
製
品
の
製
造
に
手
を
出
す
資
本
家
も
増
え
て
来
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
輸
入
品
代
替
工
業
が
発
展
し
て
行
く
。
メ
ル

ボ
ル
ン
に
し
ろ
、
シ
ド
ニ
ー
に
し
ろ
、
人
々
が
ブ
ッ
シ
ュ
か
ら
帰
つ
て
来
る
と
都
市
人
口
が
急
速
に
増
え
る
（
第
3
1
2
表
）
。
人
口
が
増
大
す
れ

ば
当
然
の
こ
と
な
が
ら
恒
久
的
家
屋
の
必
要
性
が
高
ま
る
。
従
来
は
テ
ソ
ト
や
ボ
ロ
小
屋
に
住
ん
で
い
た
者
達
も
、
工
業
の
発
展
と
と
も
に
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に
永
住
す
る
こ
と
を
決
意
す
る
と
恒
久
的
家
屋
に
住
む
必
要
が
生
ま
れ
て
く
る
。
ゴ
ー
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
移
民
者
は
単
身
男

性
が
多
く
、
結
婚
相
手
を
必
要
と
す
る
た
め
に
女
性
独
身
者
の
移
民
を
必
要
と
す
る
。
女
性
が
増
え
れ
ば
、
結
婚
・
出
産
の
人
口
再
生
産
過
程
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

経
て
家
族
構
成
も
拡
大
し
、
家
の
拡
大
を
必
然
化
さ
せ
る
。
更
な
る
需
要
を
生
み
出
し
て
行
く
。
か
く
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
ゴ
ー
ル
ド
・

ラ
ッ
シ
ュ
に
よ
つ
て
、
輸
入
代
替
工
業
が
進
展
し
、
建
築
ブ
ー
ム
の
波
に
乗
つ
て
建
築
産
業
・
材
料
工
業
が
急
速
な
発
展
を
み
せ
て
い
つ
た
。

　
こ
の
工
業
・
建
築
ブ
ー
ム
に
よ
つ
て
多
く
の
雇
用
者
が
必
要
と
な
り
、
そ
れ
が
英
国
か
ら
の
移
民
者
を
魅
了
す
る
引
き
金
と
な
り
、
彼
ら
を
シ

ド
ニ
ー
、
メ
ル
ボ
ル
ン
ヘ
と
引
き
寄
せ
る
。
彼
ら
も
永
久
的
住
居
を
必
要
と
す
る
た
め
に
建
築
ブ
ー
ム
は
更
に
上
昇
の
一
途
を
た
ど
る
。
ま
た
、

そ
の
一
方
で
、
一
八
六
〇
年
前
後
の
ゴ
ー
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
直
後
の
ベ
ビ
ー
・
ブ
ー
ム
期
に
生
ま
れ
た
者
が
一
八
八
○
年
前
後
に
は
青
年
期
に
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

し
、
独
立
・
結
婚
・
新
居
捜
し
に
乗
り
出
す
た
め
に
建
築
ブ
ー
ム
は
再
び
活
性
化
す
る
。
こ
の
パ
タ
ー
ン
の
繰
り
返
し
に
よ
つ
て
メ
ル
ボ
ル
ン
お

よ
び
シ
ド
ニ
ー
の
人
口
は
更
に
拡
大
し
、
そ
れ
に
伴
つ
て
植
民
地
工
業
も
一
層
の
発
展
を
辿
つ
て
行
つ
た
（
第
3
1
3
表
）
。
　
メ
ル
ボ
ル
ン
の
人
ロ

　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
問
題
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
　
　
（
一
四
九
一
）
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　　　第3－2図　ピクトリア蝿における金採取量と雇用者薮

　3。0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雪50

　　　　　　　　①

零臥5　　　　②　　書25窪
採　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用

登乞・　　　　　　　　　　重。・叢
箪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軍
聾1．5　　　　　　　　　　　　　　　　75曾
百　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　千
万　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入
オ
ン1．0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50

5
　0．5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25

　　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0

　　1851　　　　　　　　　　　55　　　　　　　　　　　　　　　　60　　　　　　　　　　　　　　　！865

　　　　　　　　資料出所：S…nclair〔1976〕p。81

　　　第3－1表　職人の賃金・支出の変化（1850一一1863）

1863

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
賭
問
題
（
二
）

1850 1854

金
出
剰

賃
支
余

0
7

4
8

¶
⊥
ー

ワ
鰯
－

£

0
8

0
7

1

7
6

£

0
6

9
6

「
⊥
1

1
¶
よ

£

0　2　6　　1　2　4 15　5

資料出所：Melboume1躯8”s，80ctober1863
弓［用はCo且nel＆Ir▽ing〔1980〕PP。163－165。

第3－2表　大都市人ロ（1851－1911）

メノレボルン シドニー アデレード ブリスベン ノ鴫　P　　ス ホバート

1851

1861

1871

1881

1891

1901

1911

I　I
29　－
12515．7

191　4．3

268　3．4

473　5．8

478　0．1

593　2．2

I　I
38　54

23　96
26　138

31225
41400
40496
45648

1

5．9

3．7

5．0

5．9

2．2

2。7

I　I
28　18

27　35

27　51

30　92

35　117

37141
47　169

1

6．9

3．9

6．1

2。4

1．9

1．8

I　I　I
28　　3　－

28　　6　7．2

27　15　9．6

33　31　7．6

37　　94　11．7

39　119　　2．4

41　141　　1．7

1
一
2
0
1
3
1
4
匁
餌
2
3

I　I

　5　－

　9　2，8

16　5．9

6114，3

1（｝7　5．8

1
』
2
5
％
貯
3
3
35
4
0

1
一
舘
『
3
0
32
3
3
3
8

1

0．4

0．4

2．0

0．6

1．3

資料出所3McCaどty〔1974〕p．21＆p．23．

　　　　　　　1　人口（単位千人）

　　　　　　　1　人口増加率（各10年毎の平均：％）

　　　　　　　皿　各植民地における首都人口集中率（％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　44
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ー
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リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
間
題
（
二
）

第3－3表　産業別国内総生産（G　D　P）比率（1861－19㏄1構成比＝％）

1861一一65　　　　1875一占77　　　　1886－90　　　　1900

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ
　
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
　
イ
　
　
　
　
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　
ヴ
　
　
　
　
収

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

p
　
　
　
　
屋

業
業
業
農
業
計
業
造
設
計
業
他
通
サ
融
道
道
計
家

産
畜
　
　
　
　
産
　
　
　
産
の
　
共
　
　
　
　
貸

次
牧
農
酪
鉱
合
次
製
建
合
次
そ
流
公
金
水
鉄
合
賃

一
　
　
　
　
　
二
　
　
　
三

第
　
　
　
　
　
第
　
　
　
第

8．5

5．4

4．1

13．8

31。8

5．3

10．8

16．1

15．7

12．2

8．1

5．3

1．O

O．3

42．6

9．5

14．1

5．9

3．4

6．3

29．7

11．0

14．1

25．1

11．0

13．7

5．6

4．9

1．0

0．7

36．9

8．3

12．8

5．8

3．5

4．2

26．3

11．8

16．5

28．3

11．3

13．3

4．6

4．5

1。1

1，9

36．7

8．7

7．7

8．1

5．5

97
31．0

12．6

6．7

19．3

14．9

13．4

4．8

1．9

1．5

3．3

39．8

9．7

総　計 100．0 100．0 100。0　　　100．0

資料出所＝Buthn〔1976〕p．22，

第3－4表オーストラリア植民地人ロ（1851－1goo）

N．S．W．　VictOria Qld． S．A．　　W．A． Tas．　　Australia

四
五

（
一
四
九
三
）

1851

1861

1871

1881

1891

19㏄1

　197，265

　357，362

　516，704

　777，025

1，153，170

1，360，305

　97，489

　539，764

　746，450

　873，965

1，158，372

1，196，213

34，367

121，743

221，849

400，395

493，847

663538

130，812

188，644

285，971

324，721

357，250

　7，186

15，936

25，447

30，156

533177

179，967

69，187

89，908

101，900

117，770

151，150

172，900

　437，665

1，168，149

1，700，888

2，306，736

3，240，985

3，765，339

資料出所：Claτk〔1955〕pp，664r665．

45



　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
間
題
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
　
　
（
一
四
九
四
）

は
、
一
八
六
一
年
に
は
一
二
万
五
千
人
で
あ
つ
た
も
の
が
、
一
八
八
一
年
に
は
二
六
万
八
千
人
へ
と
増
加
し
、
シ
ド
ニ
ー
の
人
口
も
九
万
六
千
人

か
ら
二
二
万
五
千
人
に
な
つ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
全
体
で
は
、
一
八
五
〇
年
に
は
四
〇
万
五
千
人
程
度
で
あ
つ
た
も
の
が
一
八
八
○
年
に
は
二

二
三
万
人
に
ま
で
急
増
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
第
3
1
4
表
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
ゴ
ー
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
後
の
こ
の
人
口
急
増
は
農
業
の
拡
大
を
必
然
化
さ
せ
、
そ
の
需
要
に
応
じ
た
農
業
技
術
の
発
展
が
促
さ
れ
た
。
そ
の
い

く
つ
か
の
例
を
示
す
と
、
O
耕
作
方
法
に
関
し
て
は
、
休
閑
地
耕
作
の
方
法
を
応
用
し
た
乾
地
耕
作
法
（
畠
蔓
醇
昌
潟
）
を
応
用
す
る
こ
と
に
よ

つ
て
地
味
を
維
持
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
つ
た
。
⇔
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ユ
ー
カ
リ
の
ブ
ッ
シ
ュ
開
拓
に
適
し
、
し
か
も
農
業
労
働
者
の
稀
少
性

を
補
い
大
農
経
営
に
適
し
た
農
業
機
具
の
発
明
・
改
良
が
進
展
す
る
（
一
八
四
三
年
、
リ
ド
リ
ー
甘
言
勾
些
¢
の
自
動
刈
込
機
、
一
八
七
六
年
、
ス
、
ミ
ス

震
。
富
乱
ω
φ
巨
浮
の
土
地
耕
作
機
ω
ε
暑
盲
ξ
筈
茜
げ
）
。
㊧
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
い
て
、
農
業
学
校
（
寄
の
睾
鼠
ξ
雰
ユ
巳
ε
邑
9
一
凝
ρ

一
。
。
§
が
設
立
さ
れ
、
地
質
の
改
良
方
法
が
改
善
さ
れ
る
。
㈲
一
八
八
六
年
よ
り
フ
ァ
ー
ラ
ー
亀
旨
彗
評
旨
ε
は
小
麦
の
品
種
改
良
の
実
験

を
始
め
る
。
㈲
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ァ
植
民
地
を
中
心
に
一
八
八
○
年
代
に
は
灌
瀧
設
備
の
発
展
に
力
を
入
れ
る
、
な
ど
。
こ
う
し
た
技
術
的
改
良
に
よ

つ
て
、
一
八
六
〇
年
か
ら
一
八
九
〇
年
に
か
け
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
全
体
の
農
業
用
地
は
五
四
三
万
工
1
ヵ
1
に
ま
で
拡
大
し
た
。
こ
れ
は
一

八
六
〇
年
時
の
一
一
七
万
四
千
工
1
ヵ
1
の
数
倍
の
広
さ
で
あ
る
（
第
3
1
5
表
）
Q
さ
ら
に
、
一
八
七
〇
年
代
に
な
る
と
、
モ
ー
ト
と
ハ
リ
ソ
ソ

（
θ
ψ
ζ
鼠
俸
一
評
三
・
8
）
に
よ
つ
て
冷
蔵
技
術
が
開
発
さ
れ
、
一
八
七
九
年
に
は
、
英
国
へ
の
最
初
の
冷
凍
肉
の
輸
出
実
験
が
成
功
し
た
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

め
に
、
一
八
八
○
年
代
か
ら
冷
凍
肉
お
よ
び
酪
農
製
品
の
輸
出
も
可
能
に
な
つ
た
。
か
く
し
て
、
都
市
人
口
の
増
大
に
よ
る
食
料
需
要
の
拡
大
に

対
応
し
て
、
農
業
・
酪
農
が
発
達
し
、
さ
ら
に
輸
出
産
業
と
し
て
も
確
立
さ
れ
て
行
つ
た
（
第
3
1
6
表
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
ゴ
ー
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
に
よ
つ
て
影
響
さ
れ
た
の
は
都
市
化
・
工
業
化
、
な
い
し
は
農
業
や
酪
農
だ
け
で
は
な
か
つ
た
Q
羊
牧
業

も
そ
の
影
響
下
に
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
発
展
を
一
瞥
し
て
み
よ
う
。

　
羊
牧
業
は
、
一
八
四
〇
年
代
に
長
期
的
な
土
地
賃
借
権
を
確
立
し
て
か
ら
更
に
発
達
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
ゴ
ー
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
の
発
生
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第3－5表農地面積の拡大（1861－1890）

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
間
題
（
二
）

年　　度

186〔｝一1

1864－5

1870－1

1875一｛3

1880－1

1885－6

189（〉・一1

N．S．W．

246，143

3（14，582

385，151

399，066

606，277

737，701

852，704

vic．

　387，283

　416，149

　692，840

　736，520

1，548，809

1，867，496

2，031，955

Qld．

　3，353

12，006

52，210

77，347

113，978

198，334

224，993

S．A。

　359，284

　492，157

　801，571

1，111，882

2・087・237＊

2，298，412

2，093，515

W．A．

24，705

35，884

54，527

47，571

63，902

60，058

69，678

Tas．

152，860

158，452

157，410

142，547

140，788

144，761

157，376

Australia

1，173，628

1，419，230

2，143，709

2，514，933

4，560，991

5，306，762

5，430，221

資料出所：Clark〔1955〕p．155．

＊この数字は推測である。

第3－6表　輸出品の多様化（構成比＝％）

　
　
．
粉

ω
麦
麦

　
小
底

　
陶

匂
タ

　
．
、

　
ノ

⑧
肉

（4）　　　（5）　　　（6）

果物　　　新輸出品　　　羊毛
　　〔（1）＋（2）＋（3）＋（4）〕

）
物

σ
鉱

1881－1890　　　　　5．3

1891－1900　　　　　2．9

1901－1913　　　 9．7

1920／21－28／29　20．5

O．1

2．4

4．1

5．6

1．2

4．1

5．1

4。6

O．2

0．3

0．5

2．2

6．8

9．7

19．4

32．9

54．1

43．5

34．3

42．9

27。2

33．1

35．4

8．8

資料出所：Sinclair〔1974〕p．166．

第3－7表英国海外投資（P・r仕f・lid臨vedmen董）の動向

外曹英 英連邦内　合計
　（3）　　（C）

アリヲトス
㈲

戸オ対
　　　　　　　1）
対オーストヲリア
　投資率D／B

の
ア

　
リ

　
ラ
C

　
　
／

　
ト
D

　
ス
率

　
P
資

　
オ
投

　
対

四
七

（
一
四
九
五
）

　　　　　£M
1868－72　　209．3

1873－79　　180。1

188（〉一82　114．3

1883－87　　166．8

1888－91　279．4

£M

46．9

119。4

66．3

159。1

127。1

M
2
3
3
つ
つ

£
蹴
㎜
㈱
謝
螂

£M

11．9

39．5

24．2

83，8

67．2

（％）

25．0

33．0

36．5

52．6

52．8

（％）

4．6

13．2

13．4

25，7

16．5

1）英連邦内投資合計に占めるオーストヲリアヘの投資比率

2）イギリス全体の投資合計に占めるオーストラリアヘの投資比率

資料出所3Cochrane〔1980〕p．23．
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
間
題
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
　
　
（
一
四
九
六
）

に
よ
り
打
撃
を
受
け
た
。
ま
ず
労
働
力
不
足
の
間
題
に
直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
一
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。
も
と
も
と
一
定
の
土
地
を

長
く
占
有
す
る
た
め
に
土
地
を
改
良
し
、
そ
の
周
囲
に
フ
ェ
ン
ス
を
張
り
め
ぐ
ら
す
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
よ
つ
て
牧
童
（
ω
σ

葛
邑
の
労
働
力
を
極
端
に
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
さ
ら
に
、
病
気
の
羊
と
健
康
な
羊
と
を
分
け
て
お
く
こ
と
も
で
き
る
。
こ
う
し
た

フ
ェ
ン
ス
を
張
る
こ
と
に
よ
つ
て
経
営
が
効
果
的
に
な
る
こ
と
は
一
八
五
〇
年
代
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
植
民
地
を
中
心
に
判
り
始
め
て
き
た
の
だ
が
、

労
働
力
そ
の
も
の
が
ゴ
ー
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
に
と
ら
れ
て
し
ま
つ
て
い
る
の
で
、
そ
の
作
業
が
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
バ
サ
ー
ス
ト
、
パ

ラ
ラ
ッ
ト
等
の
金
鉱
発
見
の
後
、
こ
の
フ
ェ
ン
ス
作
り
は
別
の
ル
ー
ト
か
ら
可
能
に
な
つ
た
。
す
な
わ
ち
、
更
に
他
の
土
地
に
あ
る
か
も
し
れ
な

い
金
を
求
め
て
多
く
の
人
々
が
ブ
ッ
シ
ュ
の
中
を
さ
ま
よ
い
歩
く
よ
う
に
な
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
羊
飼
い
と
し
て
牧
場
で
働
く
こ
と
は
で

き
な
く
と
も
短
期
的
に
フ
ェ
ン
ス
作
り
の
仕
事
を
ひ
き
う
け
る
こ
と
は
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
か
く
し
て
安
い
労
働
力
を
用
い
る
こ
と
に
よ
つ
て

安
い
フ
ェ
γ
ス
を
作
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
が
羊
牧
業
の
生
産
性
を
著
し
く
高
め
る
よ
う
に
な
り
、
ひ
い
て
は
品
質
の
向
上
に
貢
献
し
た
の
で
あ

（
1
8
）る

。
ま
た
、
も
う
一
つ
見
逃
が
し
て
な
ら
な
い
重
要
な
技
術
革
新
に
、
貯
水
施
設
・
貯
水
池
の
開
発
・
改
良
が
あ
る
。
従
来
は
、
河
川
、
湖
沼
か

ら
遠
く
離
れ
た
地
点
に
放
牧
地
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
が
、
貯
水
施
設
の
開
発
に
よ
つ
て
不
可
能
と
思
わ
れ
て
い
た
土
地
へ
と
進
出
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
羊
牧
業
が
更
に
拡
大
し
て
い
く
可
能
性
が
高
ま
つ
た
の
で
あ
る
。

　
先
述
の
如
く
、
ゴ
ー
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
に
よ
つ
て
農
業
が
発
展
し
て
い
つ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
逆
に
言
え
ば
、
羊
牧
地
と
し
て
開
発
さ
れ

て
い
た
土
地
が
農
業
の
進
出
に
よ
つ
て
侵
食
さ
れ
て
い
く
過
程
で
も
あ
つ
た
。
本
来
、
羊
牧
業
は
広
大
な
土
地
を
必
要
と
す
る
た
め
に
農
業
を
支

持
す
る
者
に
は
ず
い
分
と
ぜ
い
た
く
な
土
地
利
用
に
思
わ
れ
て
い
た
。
ゴ
ー
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
終
了
後
に
は
失
業
し
た
者
の
な
か
に
は
都
市
に
帰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

ら
ず
に
、
そ
の
ま
ま
カ
ン
ト
リ
ー
・
サ
イ
ド
に
残
り
、
農
業
を
志
す
者
も
少
な
く
な
か
つ
た
。
失
業
し
た
と
は
い
え
、
い
く
ら
か
の
小
金
を
持
ち

あ
わ
せ
て
い
た
者
も
多
く
彼
ら
は
土
地
購
入
へ
と
向
か
つ
た
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
農
業
希
望
者
は
、
伝
統
的
な
独
立
小
農
中
心
社
会
を
最
上
と

考
え
る
者
、
あ
る
い
は
、
ス
ク
ウ
ォ
ッ
タ
ー
の
政
治
的
影
響
力
を
削
減
し
た
い
と
望
む
都
市
中
産
階
級
の
支
持
を
得
て
、
ス
ク
ウ
ォ
ッ
タ
ー
の
土
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地
使
用
権
を
明
確
に
し
た
土
地
法
（
島
。
巨
壽
芭
を
修
正
す
る
よ
う
に
国
会
に
圧
力
を
か
け
る
政
治
的
圧
力
集
団
へ
と
育
つ
て
行
つ
た
。
ま

た
、
当
時
、
政
府
歳
入
増
加
を
望
ん
で
い
た
各
植
民
地
政
府
は
、
広
大
な
土
地
を
安
い
免
許
料
で
ス
ク
ウ
ォ
ッ
タ
ー
達
に
貸
す
よ
り
も
、
土
地
を

売
つ
た
方
が
収
入
増
に
つ
な
が
る
こ
と
、
ま
た
、
人
口
増
に
よ
つ
て
農
業
生
産
へ
の
需
要
が
高
ま
つ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
広
大
な
土
地
に
稀
少
人

口
が
拡
散
す
る
と
道
徳
お
よ
び
教
育
の
レ
ベ
ル
を
低
下
さ
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
道
徳
的
危
惧
な
ど
を
考
え
に
入
れ
て
、
農
業
奨
励
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

の
土
地
法
改
正
を
行
つ
た
。
一
八
五
七
年
に
タ
ス
マ
ニ
ア
（
旧
ヴ
ァ
ソ
．
デ
ィ
ー
メ
ン
ズ
．
ラ
ン
ド
）
に
お
い
て
土
地
法
が
制
定
さ
れ
た
の
に
端
を
発

し
て
全
植
民
地
で
制
定
さ
れ
、
一
八
七
二
年
に
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
制
定
に
よ
つ
て
完
成
し
た
。
各
州
の
土
地
法
（
夢
の
ω
巴
①
島
8
》
9
．
）
の

細
則
は
異
る
が
、
基
本
的
な
内
容
は
、
土
地
購
入
希
望
者
に
対
し
て
は
、
植
民
地
政
府
の
指
定
す
る
地
域
の
う
ち
四
〇
エ
ー
カ
ー
か
ら
六
四
〇
エ

ー
カ
ー
の
範
囲
内
の
土
地
を
一
工
ー
カ
ー
当
り
一
ポ
ン
ド
で
農
業
専
用
地
と
し
て
売
却
す
る
こ
と
と
な
つ
て
い
た
。
し
か
し
結
局
の
と
こ
ろ
、
0

ス
ク
ウ
ォ
ッ
タ
ー
の
勢
力
が
依
然
と
し
て
強
か
つ
た
こ
と
、
⇔
元
金
鉱
掘
人
（
臨
認
霧
）
は
、
た
と
え
土
地
を
手
に
入
れ
て
も
、
農
業
の
経
験
が

な
い
た
め
に
失
敗
す
る
運
命
に
あ
つ
た
こ
と
、
㊧
資
本
の
少
な
い
農
民
志
望
者
に
対
し
て
は
、
利
益
率
の
低
い
農
業
に
融
資
し
よ
う
と
す
る
金
融

機
関
が
少
な
く
、
た
と
え
そ
の
よ
う
な
金
融
機
関
が
あ
つ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
差
別
的
高
金
利
で
あ
つ
た
こ
と
、
㊨
輸
送
コ
ス
ト
に
お
い
て
羊

毛
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
不
利
で
あ
つ
た
農
業
は
、
一
八
五
〇
年
代
か
ら
の
鉄
道
建
設
が
始
ま
つ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
運
送
能
力
の
恩
恵
を

こ
う
む
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
と
い
う
悪
条
件
下
に
あ
つ
た
た
め
、
彼
ら
の
希
望
は
十
分
か
な
え
ら
れ
な
か
つ
た
。
こ
の
セ
レ
ク
タ
ー
（
ω
①
一
＄

§
ω
）
、
す
な
わ
ち
、
農
民
志
望
者
と
し
て
土
地
を
選
択
す
る
人
々
と
ス
ク
ウ
ォ
ッ
タ
ー
と
の
間
に
生
じ
た
戦
い
は
、
一
八
六
〇
年
か
ら
一
八
八
○

年
代
に
か
け
て
、
土
地
法
改
正
、
土
地
売
買
競
争
な
ど
を
中
心
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
、
当
時
の
植
民
地
政
治
を
色
ど
つ
た
の
で
あ
つ
た
。

　
こ
の
土
地
争
奪
戦
は
、
全
体
と
し
て
は
、
ス
ク
ウ
ォ
ッ
タ
ー
の
勝
利
に
終
つ
た
の
で
あ
る
が
、
と
は
言
え
、
農
業
は
、
先
の
数
字
に
よ
つ
て
示

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
発
展
し
て
行
つ
た
の
で
あ
る
。
農
業
の
発
展
は
、
か
く
し
て
、
羊
牧
業
を
し
て
、
セ
レ
ク
タ
ー
達
の
進
出
に
悩
ま
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
地
域
へ
と
向
か
わ
せ
た
。
特
に
ニ
ュ
i
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
は
、
東
部
か
ら
中
部
・
北
部
・
西
部
の
内
陸
部
へ
と
転
出
せ
ざ

　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
間
題
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
　
　
（
一
四
九
七
）
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
問
題
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
　
　
（
一
四
九
八
）

る
を
得
な
く
な
つ
た
（
窪
二
営
〔
お
ま
〕
署
8
1
8
・
〕
。
し
か
し
、
幸
い
な
こ
と
に
、
八
○
年
代
前
半
ま
で
は
、
輸
送
コ
ス
ト
が
加
算
さ
れ
た
が
、

羊
毛
の
輸
出
値
そ
の
も
の
が
高
い
た
め
に
、
そ
れ
は
内
陸
へ
の
進
出
を
妨
げ
る
程
の
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
ま
た
、
こ
の
リ
ス
ク
は
、
ス
ェ
ン
ス

の
利
用
、
羊
や
牛
の
飲
料
水
の
た
め
の
貯
水
池
設
置
技
術
の
進
歩
な
ど
に
よ
つ
て
十
分
に
カ
バ
ー
さ
れ
た
。
さ
ら
に
鉄
道
に
よ
る
輸
送
コ
ス
ト
の

引
き
下
げ
も
羊
牧
業
の
発
展
に
拍
車
を
か
け
た
。
し
か
し
な
ん
と
言
つ
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
工
業
化
の
進
展
に
よ
る
需
要
増
と
ロ
ン
ド
ン
の
投
資
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

達
の
強
い
支
持
の
も
と
に
順
調
に
調
達
さ
れ
た
資
金
が
な
に
よ
り
も
大
き
な
強
み
と
な
つ
て
い
た
（
第
3
1
7
表
）
。

50

㊧
　
一
九
世
紀
中
・
後
期
の
政
治
的
発
展

　
一
八
六
〇
年
か
ら
一
八
九
〇
年
頃
に
か
け
て
、
ゴ
ー
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
を
契
機
と
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
経
済
の
発
展
は
、
輸
入
品
代
替
工

業
、
建
築
ブ
ー
ム
、
鉄
道
ブ
ー
ム
、
農
業
ブ
ー
ム
を
導
き
、
他
方
で
羊
牧
業
に
お
け
る
フ
エ
ン
ス
・
ブ
ー
ム
を
生
来
さ
せ
、
長
期
に
わ
た
る
各
分

野
で
の
ブ
ー
ム
を
実
現
さ
せ
た
。
農
業
は
当
初
、
鉄
道
の
未
発
達
の
た
め
に
発
展
が
妨
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
農
業

技
術
の
改
善
、
品
種
改
良
、
な
い
し
は
肥
料
の
開
発
な
ど
の
技
術
革
新
に
よ
つ
て
、
少
な
い
労
働
力
の
も
と
で
高
い
生
産
性
を
示
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
つ
た
。
ま
た
羊
牧
業
に
お
い
て
は
、
フ
ェ
ン
ス
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
労
働
力
が
更
に
減
少
し
、
そ
の
た
め
に
生
産
性
も
向

上
す
る
。
輸
入
代
替
工
業
に
関
し
て
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
植
民
地
に
お
い
て
は
、
保
護
関
税
（
↓
畳
3
に
よ
つ
て
保
護
・
助
成
さ
れ
て
は
い
た

が
、
英
国
と
の
絶
対
的
距
離
が
輸
入
品
の
価
格
を
十
分
に
上
昇
さ
せ
て
い
た
た
め
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
工
業
は
十
分
に
発
展
す
る
機
会
を
与

　
　
（
2
3
）

え
ら
れ
た
（
第
3
－
8
表
に
お
い
て
各
産
業
の
発
展
状
況
を
示
す
）
。
建
築
ブ
ー
ム
も
ま
た
、
移
民
の
増
加
と
と
も
に
継
続
し
た
。
こ
う
し
た
諸
条
件
が

重
な
つ
て
、
当
時
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ァ
は
、
ま
れ
に
み
る
豊
か
な
国
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
あ
る
推
定
に
よ
れ
ぽ
、
す
で
に
一
八
七
〇
年
に
お
い

て
、
当
時
の
先
進
国
の
中
で
も
ト
ッ
プ
に
位
置
し
て
お
り
、
他
の
国
を
大
き
く
引
き
離
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
第
3
1
9
表
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

　
次
に
政
治
的
発
展
に
つ
い
て
み
る
と
、
一
八
二
三
年
お
よ
び
一
八
二
八
年
（
改
正
版
）
に
本
国
よ
り
与
え
ら
れ
た
初
期
憲
法
に
お
い
て
は
依
然
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2
　
α

　
　
　
　
　
ス
　
　
）

　
入
　
　
　
　
イ
　
年

道
収
融
農
の
ス
ヴ
業
89

　
屋
　
他
イ
【
　
ト

　
家
　
　
　
ヴ
サ
　
6

　
貸
　
　
9
共
　
1
8

水
賃
金
酪
そ
サ
公
鉱
（

乳
＆
9
。
α
1
。
　
Z
3

　
　
　
1
　
1
　
　
　
1
　

1

オ
ー
π
ト
ヲ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
問
題
（
二
）

資料出所；Butlh1〔1976〕　p．16，p．19．

第3－9表　先進諸国における所得増加（国民1人当り）（GDP÷国民総人口）

成長率（％P・a・）1870　　　　1976
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％
8
6
4
8
1
1
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2
4
2
2
0
5
8
5
8
9

4
1
0
2
5
5
8
0
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L　1．

1．

1．

2
　
2
．
1
．
Z
　
a
　
1
．
L
　
2
．
1
。
L
　
1
．

　786　　　　　5，454

　629　　　　　　　4，908

　675　　　　　　　4，775

　968　　　　　　　4，608

　497　　　　　　　4，524

　533　　　　　　　4，436

　972　　　　　　　4，341

　430　　　　　　　4，325

　283　　　　　　　4，226

　791　　　　　　　4，173

　538　　　　　　　4，141

　410　　　　　　　3，705

　979　　　　3，634

　　547　　　　2，883

1，394　　　　　　　4，236

国
ダ
ス
一
p
ツ
ダ
ン
本
ス
ク
ア
ス
ァ
ァ

衆
　
　

エ
　
デ
　
　
【
リ
　
　
リ

合
　
ン
ギ
　
　
ン
［
　
　
　
ト
リ
リ
ラ

カ
ナ
　
　

ウ
イ
　
　
　

イ
マ
　
　
　
　
ト

リ
　
ラ
ル
レ
　
ラ
ェ
　
ン
ス
ギ
タ
ス

メ
　
　
　
　

ノ
　
　
　
ウ
　
　
　
　
　
P
　
　
　
【

ア
カ
フ
ペ
ノ
ド
オ
ス
日
ス
デ
オ
イ
イ
オ

1．82677　　　4，259平　　　 均

単位：U．S．ドル（1970年価格）

資料出所：Kaspe1〔1978〕p．10．

五
一
　
　
（
｝
四
九
九
）
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
聞
題
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
　
　
（
一
五
〇
〇
）

と
し
て
人
口
の
大
半
を
占
め
て
い
た
囚
人
人
口
が
考
慮
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
植
民
地
政
府
の
立
法
活
動
領
域
は
大
変
狭
く
、
ま
た
、
総
督
の
権

限
が
強
か
つ
た
が
、
一
八
三
〇
年
代
中
期
か
ら
の
自
由
民
の
増
大
と
と
も
に
、
一
八
三
〇
年
代
後
半
に
は
、
憲
法
の
改
正
を
め
ぐ
つ
て
議
論
が
沸

騰
し
、
一
八
四
二
年
に
、
従
来
の
上
院
議
員
の
数
が
三
六
名
（
二
八
年
に
は
最
高
一
五
名
と
規
定
さ
れ
て
い
た
）
に
増
大
、
二
四
名
が
制
限
付
き
で
は

あ
る
が
選
挙
選
出
へ
の
方
向
に
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
自
治
的
性
格
が
強
ま
つ
た
。
一
八
四
〇
年
代
の
後
半
に
な
る
と
、
さ
ら
に
自
由
民
も

増
え
、
自
治
政
府
の
要
求
も
大
き
く
な
つ
た
。
一
八
五
〇
年
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
植
民
地
政
府
法
（
跨
①
ぎ
ω
冨
一
雪
9
一
・
島
帥
一
〇
。
＜
R
p
§
日

》

3
に
よ
つ
て
ポ
ー
ト
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
地
区
が
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ァ
植
民
地
と
し
て
独
立
し
、
ヴ
ァ
ン
・
デ
ィ
ー
メ
ン
ズ
・
ラ
ン
ド
と
と
も
に
、
　
一

八
四
二
年
の
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
政
府
と
同
じ
性
格
を
持
つ
政
府
を
与
え
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
点
で
、
英
国
政
府
の

統
制
が
強
い
た
め
に
更
な
る
自
治
政
府
へ
の
要
求
が
高
ま
つ
て
行
つ
た
。
一
八
五
一
年
の
ゴ
ー
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
後
、
英
国
政
府
は
急
速
に
増
大

す
る
自
由
民
を
考
慮
に
入
れ
、
一
八
五
二
年
に
、
各
植
民
地
に
対
し
て
憲
法
の
制
定
と
自
治
政
府
の
設
定
を
認
め
、
憲
法
制
定
を
促
し
た
。
そ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
一
八
五
〇
年
代
の
中
項
に
、
植
民
地
憲
法
草
案
は
英
国
政
府
に
よ
つ
て
承
認
さ
れ
た
。
か
く
し
て
、
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地

憲
法
は
一
八
五
三
年
、
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
植
民
地
憲
法
と
タ
ス
マ
ニ
ア
植
民
地
憲
法
は
一
八
五
六
年
、
ク
ィ
ー
ソ
ズ
ラ
ン
ド
植
民
地
憲
法
は
一

八
五
九
年
に
英
国
国
会
で
承
認
さ
れ
、
各
植
民
地
は
そ
れ
ぞ
れ
、
二
院
制
議
会
制
度
、
制
限
選
挙
に
よ
る
議
員
選
出
等
の
近
代
的
議
会
制
度
を
と

り
入
れ
た
。
そ
の
後
、
経
済
成
長
と
と
も
に
政
治
的
発
展
も
進
ん
で
い
つ
た
。
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
一
八
五
六
年
に
男
子
普
通
選
挙
、
お

よ
び
一
人
一
票
制
が
採
用
さ
れ
、
同
じ
一
八
五
六
年
に
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
と
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
秘
密
投
票
制
度
が
、
ま
た
、
一
八
七
〇
年
に
は
、

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
で
議
員
報
酬
制
度
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
各
々
の
植
民
地
に
よ
つ
て
、
そ
の
時
期
や
順
序
は
異
る
が
、
い
く
つ
か
の
実

験
的
な
政
治
制
度
が
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
完
全
に
囚
人
植
民
地
時
代
の
残
津
は
払
拭
さ
れ
て
い
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
政
治
的
発
展

の
過
程
に
お
い
て
、
一
八
八
八
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
め
で
た
く
百
周
年
記
念
を
迎
え
、
当
時
の
英
国
女
王
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
の
銅
像
が
シ
ド
ニ

　
　
　
　
　
（
2
5
）

1
で
披
露
さ
れ
た
。
そ
し
系
こ
の
銅
像
は
、
英
国
文
化
移
植
が
成
功
し
た
こ
と
を
示
す
記
念
碑
の
ひ
と
つ
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
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（
1
）
　
一
八
三
一
年
の
土
地
売
却
法
は
政
令
と
し
て
、
当
時
の
植
民
地
相
ゴ
ダ
ー
リ
ヅ
ク
（
い
o
置
O
＆
o
匡
＆
）
に
よ
っ
て
発
布
さ
れ
た
。
土
地
売
却
の
ア
イ
デ
ア
ば
一
八
二
四
年
、

　
当
時
の
総
督
ブ
リ
ス
ベ
ン
に
よ
つ
て
一
工
ー
カ
ー
、
五
シ
リ
ン
グ
と
い
う
形
で
実
施
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
時
は
、
土
地
の
下
付
へ
の
補
助
手
段
で
あ
つ
た
が
、
一
八
三
一
年
の
政
令

　
の
場
合
、
移
民
援
助
制
度
と
結
び
つ
い
た
点
に
目
新
し
さ
が
あ
る
。
こ
の
時
、
土
地
の
下
付
は
廃
止
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
の
法
規
は
リ
ポ
ン
規
則
（
9
Φ
即
な
目
閃
紹
巳
魯
一
8
）

　
と
よ
く
呼
称
さ
れ
る
が
、
こ
の
規
則
の
基
本
的
ア
イ
デ
ア
は
、
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
の
組
織
的
植
民
の
計
画
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
い
る
。
し
か
し
、
多
く
の
点
で
異
な
る
の
で
注

意
し
た
い
（
本
文
参
照
）
。
な
お
、
こ
の
法
規
の
条
文
に
つ
い
て
は
、
O
一
”
旨
〔
這
8
〕
噂
P
8
c
。
1
8
9
を
参
照
。
法
規
と
組
織
的
植
民
計
画
と
の
差
異
に
つ
い
て
は
、
O
旨
妻
一
2

　
〔
一
り
o
。
O
（
四
）
〕
℃
P
8
ア
良
ド
を
参
照
。

（
2
）
　
こ
の
制
度
の
間
題
点
、
お
よ
び
女
性
移
民
に
つ
い
て
は
ω
富
名
〔
一
〇
G
。
O
〕
箸
る
？
1
ω
N
参
照
。
な
お
、
女
性
移
民
援
助
の
基
本
内
容
は
、
未
婚
の
女
性
（
一
五
才
か
ら
三
〇

　
才
ま
で
）
で
移
民
を
希
望
す
る
者
に
対
し
て
旅
費
の
半
額
（
八
ポ
ン
ド
）
を
援
助
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
つ
た
。
ま
た
同
時
に
、
男
の
職
人
に
対
し
て
は
二
〇
ポ
ン
ド
を
貸
し
付
け

　
る
と
い
う
も
の
で
あ
つ
た
。
女
性
移
民
の
質
に
つ
い
て
の
植
民
地
の
議
論
内
容
は
O
富
祷
口
8
0
。
〕
P
ご
ρ
℃
』
一
“
塁
α
℃
』
謡
・
を
参
照
。

（
3
）
　
こ
の
制
度
の
内
容
と
欠
点
に
つ
い
て
は
、
ω
鼠
毛
〔
一
り
o
。
O
〕
℃
P
鴇
1
ω
9
参
照
。
こ
の
制
度
で
は
、
資
格
有
り
と
認
め
ら
れ
た
夫
婦
に
対
し
て
三
〇
ポ
ン
ド
の
助
成
金
が
渡
さ

　
れ
た
。
一
八
三
九
年
ま
で
に
一
六
五
〇
名
の
大
人
と
七
〇
〇
名
の
子
供
が
、
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
移
民
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）
　
ス
ク
ウ
ォ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
国
o
び
o
≦
呂
〔
6
3
〕
℃
P
“
工
o
o
●
参
照
。
　
一
八
三
五
年
六
月
、
『
シ
ド
ニ
ー
・
ガ
ゼ
ッ
ト
』
が
「
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
．
ス
ク
ウ
ォ
ッ
タ

　
ー
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
て
お
り
、
三
〇
年
代
後
半
よ
り
肯
定
的
な
意
味
が
明
確
に
な
つ
て
い
る
。
ス
ク
ウ
ォ
ッ
タ
ー
の
中
に
は
、
英
国
よ
り
渡
来
し
た
良
家
の
若
者
、
海
軍
．

　
陸
軍
の
士
官
、
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
や
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
卒
業
生
も
少
な
く
な
か
つ
た
、
と
も
報
告
さ
れ
て
い
る
（
幻
o
げ
9
3
〔
ご
雛
〕
P
雪
■
）
。
な
お
、
ス
ク
ウ
ォ
ッ
タ

　
ー
の
活
動
と
そ
の
範
囲
に
つ
い
て
の
研
究
は
勾
o
σ
醇
房
〔
ご
錺
〕
の
他
に
、
と
く
に
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
植
民
地
の
状
況
に
つ
い
て
扱
つ
た
勺
o
名
①
＝
〔
ご
8
〕
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
5
）
　
ス
ク
ウ
ォ
ッ
タ
ー
の
生
活
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
を
参
照
し
た
。
一
ε
8
〔
這
爵
〕
お
よ
び
巧
舞
住
き
島
国
◎
σ
醇
畠
o
昌
〔
一
8
り
〕
づ
℃
」
o
。
ω
i
曽
ρ
勾
o
げ
醇
鍍
〔
一
8
包

　
署
品
お
ー
隙
9
0
匿
祷
口
8
0
。
い
ご
o
。
O
〕
℃
P
8
ー
霧
■
（
邦
訳
〔
一
九
七
八
〕
｝
〇
三
ー
一
〇
八
頁
）
。

（
6
）
　
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
の
提
案
と
間
題
お
よ
び
研
究
に
つ
い
て
は
、
寓
き
且
黄
〔
憲
謹
〕
及
び
霞
ぎ
a
・
口
8
己
署
6
＄
ー
困
O
．
を
参
照
。
な
お
O
一
”
罠
〔
お
お
〕

　
昌
ω
・
N
l
q
は
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
の
提
案
を
め
ぐ
つ
て
の
英
国
、
植
民
地
の
反
応
を
広
範
に
扱
つ
て
お
り
、
彼
の
影
響
力
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
女
比
　
　
　
　
　
性
6
1
3
1
9
0
8
8
4
4
3
0
0
8
6

0
0
1
6

4
4
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
2
1
1
2
3
3
2
2
1
1

（
7
）
　
一
七
九
六
年
よ
り
一
八
五
〇
年
頃
ま
で
の
男
女
比
率
は
下
表
に
示
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

　
は
、
初
期
植
民
地
時
代
に
お
い
て
は
男
子
囚
人
・
植
民
地
軍
が
圧
倒
的
に
多
く
、
男
子
中
心
の
構
成
を
と
つ

　
て
い
た
こ
と
に
よ
つ
て
変
則
的
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。

（
8
）
　
一
八
一
三
年
か
ら
四
四
年
ま
で
の
賃
貸
に
関
す
る
法
規
の
変
遷
と
人
々
の
反
応
に
つ
い
て
は
、
O
冨
罠

　
〔
一
〇
お
〕
o
び
ω
ρ
目
1
一
P
及
び
〔
一
〇
8
〕
℃
P
認
o
o
I
謡
P
を
参
照
。

（
9
）
　
こ
の
勅
令
の
基
本
的
内
容
は
以
下
の
通
り
。
こ
の
勅
令
に
よ
る
と
、
植
民
地
は
以
下
の
三
つ
の
地
域
に

　
区
分
さ
れ
る
。

　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
間
題
（
二
）

　　　　　植民地の男女比
　　　　　　　　　（17961－1850）

　　　　　　　　　女性　　　男

　　　1796－1800　　　　100　　　　2

　　　1801一一〇5　　　　　　100　　　　2

　　　1806－10　　　　　　100　　　　1

　　　1811－15　　　　　100　　　1

　　　1816一一20　　　　　　100　　　　2
五
三三　　　1821－25　　　　　　100　　　　3

　　　1826－30　　　　　　100　　　　3

（　　1831－35　　　　　100　　　　2

　　　1836－40　　　　　　100　　　　2
五
〇1841－45　－100　1
　　　1846一一一50　　　　　　100　　　　1

）
　　　　資料出所＝Bereso血＆
　　　　Rosenblat，　　1”σ”f謬ツ

　　　　11鋸5’〆σ」ゴσ，　1979，p．46．
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
間
題
（
二
）

五
四
　
　
（
一
五
〇
二
）

　
　
e
植
民
完
了
地
域
（
昌
①
ω
9
菖
区
島
雲
ユ
9
ω
）
。
一
年
以
内
の
賃
貸
契
約
を
牧
畜
業
者
に
対
し
認
め
、
当
地
域
内
で
の
無
料
放
牧
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。

　
　
⇔
　
植
民
進
行
地
域
（
9
①
一
暮
醇
ヨ
Φ
島
暮
①
島
の
マ
8
一
ω
）
。
八
年
以
内
の
期
限
に
限
り
、
ス
ク
ウ
ォ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
た
め
の
賃
貸
を
認
め
る
。
し
か
し
、
当
地
域
内
に
お
い

　
て
は
、
毎
年
、
総
督
は
六
〇
日
の
公
示
期
間
を
明
示
し
売
却
に
付
す
権
利
を
所
有
す
る
。

　
　
㊧
植
民
未
了
地
域
（
9
0
琶
ω
①
9
一
＆
島
馨
ユ
9
ω
）
。
最
高
一
四
年
の
賃
貸
権
利
が
与
え
ら
れ
る
。
賃
貸
料
は
、
羊
、
牛
の
頭
数
、
牧
草
地
（
四
千
頭
の
羊
あ
る
い
は
同
等

　
の
牛
の
頭
数
を
養
え
る
広
さ
）
の
数
量
に
従
う
が
、
賃
貸
料
は
年
額
一
〇
ポ
ン
ド
以
下
で
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
占
有
期
間
中
の
場
合
、
土
地
は
占
有
者
に
対
し
て
の
み
売

　
買
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
な
お
、
賃
貸
期
限
終
了
時
、
土
地
の
改
良
等
の
実
績
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
占
有
者
は
優
先
的
に
土
地
を
一
工
ー
カ
ー
当
り
一
ポ
ン
ド
に
て
購
入
し
得
る
。

　
　
本
勅
令
に
つ
い
て
は
、
O
一
p
罠
〔
一
〇
8
〕
署
る
総
ー
N
8
・
お
よ
び
〔
一
〇
お
〕
思
・
鴇
？
ω
ミ
・
を
参
照
。
な
お
、
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
牧
畜
協
会
」
に
つ
い
て
は
O
一
醇
貫
ご
お
〕
竈
・

　
8
N
ー
ω
8
畳
を
参
照
。

（
1
0
）
　
一
八
四
七
年
の
勅
令
に
対
し
、
植
民
地
議
会
議
員
ロ
ー
ウ
ィ
（
閃
o
σ
o
旨
ぴ
o
ミ
o
）
は
、
二
部
の
牧
羊
業
者
等
の
利
益
の
た
め
に
与
え
ら
れ
た
政
令
で
あ
つ
て
、
文
明
の
健
全

　
な
る
発
展
と
農
業
を
犠
牲
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
植
民
地
議
会
で
発
言
し
た
が
、
ス
ク
ウ
ォ
ッ
タ
ー
達
は
植
民
地
の
各
地
で
祝
杯
を
あ
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
O
宣
罠
〔
這
零
〕

　
℃
P
ω
刈
①
ー
ω
『
N

（
n
）
　
ゴ
ー
ル
ド
・
ヲ
ッ
シ
ュ
の
研
究
も
多
い
が
、
本
稿
は
、
ω
魯
ざ
〔
お
謡
〕
o
訂
」
ー
ω
に
多
く
を
負
う
。
ま
た
O
『
祷
〔
這
お
〕
畠
．
一
は
、
ゴ
ー
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
に
沸
く

　
人
々
の
状
況
を
生
き
生
き
と
描
い
て
い
る
。
な
お
、
　
ニ
ュ
ー
・
サ
ゥ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
て
最
初
の
金
鉱
を
あ
て
た
の
は
、
ハ
ー
グ
リ
馨
プ
ス
（
閏
画
署
貰
匙
＝
●
＝
貸
鷺
＄
奉
ω
）

　
で
あ
る
。
彼
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
ゴ
ー
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
を
目
当
て
に
ア
メ
リ
カ
ヘ
渡
り
、
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
バ
サ
ー
ス
ト
付
近
の
地
形
と
よ
く
似
て
い
る

　
点
に
注
目
し
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
の
経
験
と
金
鉱
掘
り
道
具
一
式
を
持
つ
て
金
捜
し
を
行
な
つ
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
つ
と
も
、
こ
れ
以
前
に
も
、
囚
人
や
探
険
家
、
調
査
官
に

　
よ
つ
て
金
鉱
の
発
見
の
ニ
ュ
ー
ス
は
あ
つ
た
が
、
全
て
総
督
に
よ
つ
て
秘
密
に
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
は
、
金
鉱
発
見
の
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
る
囚
人
へ
の
悪
影
響
を
お
そ
れ
た
こ
と
、
ま

　
た
金
鉱
の
規
模
が
小
さ
く
見
積
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
な
お
、
｝
八
五
一
年
の
時
、
ニ
ュ
ー
ス
が
公
に
さ
れ
た
の
は
、
す
で
に
囚
人
流
刑
は
中
止
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
、
カ
リ
フ
ォ

　
ル
ニ
ア
ヘ
金
鉱
掘
り
に
植
民
地
を
離
れ
る
も
の
が
多
く
、
そ
れ
を
引
ぎ
と
め
る
た
め
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
切
一
”
ぎ
薯
口
8
呂
o
買
一
お
よ
び
〔
お
曾
〕
を
参
照
。

（
1
2
）
　
以
下
の
議
論
は
、
ω
『
o
『
岸
〔
這
蕊
〕
魯
。
“
，
お
よ
び
、
切
5
罵
器
〔
6
胡
〕
に
多
く
を
負
う
。

（
1
3
）
　
金
鉱
掘
人
の
生
活
は
、
例
外
は
あ
つ
た
と
し
て
も
手
堅
い
も
の
と
は
い
え
な
か
つ
た
。
大
金
を
持
て
ば
一
晩
で
使
い
果
た
す
と
い
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
つ
た
。
ま
た
、
意

　
外
に
早
い
時
期
か
ら
金
鉱
は
地
中
深
く
掘
ら
な
い
と
よ
い
も
の
が
み
つ
か
ら
ぬ
と
い
う
状
態
が
生
じ
、
個
人
や
二
～
三
人
の
グ
ル
ー
プ
で
は
手
に
負
え
ぬ
場
合
が
多
か
つ
た
。
そ
れ

　
故
に
、
一
八
五
〇
年
代
の
後
半
に
は
、
鉱
山
会
社
が
組
織
的
な
金
採
掘
を
開
始
す
る
こ
と
と
な
り
、
賃
金
労
働
者
と
し
て
働
く
者
も
増
大
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
多
く
の
金
鉱
掘
人

　
に
と
つ
て
苦
労
の
割
に
は
利
益
は
少
な
か
つ
た
。
と
く
に
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
で
は
、
金
鉱
採
取
に
関
し
て
ラ
イ
セ
ン
ス
料
を
課
す
と
と
も
に
、
取
り
立
て
を
厳
し
く
し
た
た
め
、

　
そ
れ
を
一
つ
の
原
因
と
し
て
「
ユ
ー
リ
カ
砦
の
反
乱
」
　
（
一
八
五
四
年
）
が
生
じ
て
い
る
。
四
分
の
三
か
ら
、
三
分
の
二
は
赤
字
で
あ
つ
た
と
い
う
。
一
八
六
五
年
、
六
〇
パ
ー
セ

　
ン
ト
の
金
鉱
掘
人
は
賃
金
労
働
者
で
あ
つ
た
（
ω
プ
”
ミ
〔
一
〇
〇
〇
〇
〕
P
O
ざ
ω
冨
冒
3
口
8
ω
〕
o
F
ρ
O
冨
宅
♂
往
P
零
P
“
け
ダ
o
阜
〕
℃
℃
」
吊
δ
o
o
・
）
。
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（
1
4
）
　
オ
ー
ス
ト
ヲ
リ
ア
の
男
女
比
率
の
均
衡
は
一
九
工
ハ
年
ま
で
達
成
さ
れ
な
か
つ
た
。
一
八
六
〇
年
前
後

　
か
ら
七
五
年
に
か
け
て
急
速
に
男
女
比
は
縮
少
し
て
い
る
（
下
表
参
照
）
。

（
1
5
）
　
『
九
世
紀
後
半
の
建
築
プ
ー
ム
の
一
端
を
知
る
に
は
、
Oo
鐙
ざ
口
零
ご
9
幹
ン
ρ
o
。
印
O
を
参
照
さ

　
れ
た
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
建
築
プ
τ
ム
は
、
都
市
の
衛
生
施
設
（
上
下
水
道
な
ど
）
な
ど
の
間
題
を
引

　
ぎ
お
こ
す
。
一
八
八
○
年
代
後
期
メ
ル
ボ
ル
ン
（
竃
①
一
げ
o
ξ
器
）
は
、
下
水
設
備
の
ひ
ど
さ
か
ら
悪
臭
が

　
漂
い
始
め
、
、
竃
母
奉
＝
0
5
ω
目
9
げ
o
ロ
旨
o
、
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
（
0
8
ミ
一
薯
〔
お
o。
O
（
o
）
〕
℃
切
b
刈
O

　
ー
曽
一
）
。
な
お
、
都
市
化
の
悪
影
響
に
つ
い
て
は
切
o
＃
9
〔
這
o
。
昌
＆
。
9
を
参
照
。

（
1
6
）
　
農
業
に
お
け
る
技
術
革
新
、
品
種
改
良
に
つ
い
て
は
、
0
3
薯
8
三
〔
一
零
9

　
農
業
全
般
に
つ
い
て
は
O
訂
祷
〔
6
蜜
〕
ε
。
嶺
？
嵩
群
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
1
7
）
　
冷
蔵
技
術
の
発
展
に
つ
い
て
は
冨
畦
卑
口
綿
O
）
昌
」
9
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
1
8
）
　
羊
牧
業
に
お
け
る
フ
ェ
ン
ス
の
利
用
と
そ
の
発
展
に
つ
い
て
の
説
明
は
、
ω
冒
9
轡
マ
〔
這
8
〕
魯
」

　
ル
ド
・
ヲ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
労
働
力
不
足
を
原
因
と
し
て
、

　
労
働
集
約
的
作
業
で
あ
り
、
労
働
力
不
足
の
状
態
で
ど
う
し
て
そ
の
作
業
が
可
能
と
な
る
の
か
、

　
〔
一
〇
蕊
〕
P
一
8
■
を
参
照
し
た
。

（
1
9
）
　
貯
水
池
の
発
展
に
つ
い
て
考
察
し
、
そ
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
の
も
客
P
ω
5
一
ぼ
P
8
凸
暑
．

　
陸
へ
の
進
出
は
、
唱
八
六
〇
年
ま
で
に
か
な
り
顕
菩
な
も
の
と
な
つ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
2
0
）
　
ゴ
ー
ル
ド
・
ヲ
ッ
シ
ュ
終
了
後
、
金
鉱
掘
に
参
加
し
た
人
々
の
動
向
は
四
つ
に
類
別
さ
れ
る
。
第
一
は
、

　
て
都
市
労
働
者
と
な
る
人
々
、
第
三
は
、
農
業
を
志
し
セ
レ
ク
タ
ー
と
な
つ
て
地
方
に
残
る
人
々
、

　
ク
ィ
ー
ン
ズ
ヲ
ン
ド
、
西
オ
ー
ス
ト
ラ
ツ
ア
ヘ
と
放
浪
す
る
人
々
。
第
四
の
類
型
に
属
す
る
人
々
は
、

　
に
か
け
て
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ク
ル
ガ
ー
デ
ィ
、
カ
ル
グ
｝
リ
ー
に
大
金
鉱
を
発
見
す
る
。
こ
の
こ
と
が
、

　
た
の
で
あ
る
。
第
四
の
類
型
の
人
々
に
つ
い
て
は
里
p
ぎ
2
P
3
呂
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
な
お
、
セ
レ
ク
タ
ー
と
ス
ク
ウ
ォ
ッ
タ
ー
と
の
土
地
争
奪
戦
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
に
多
く
を
負
う
。

　
よ
び
℃
o
毛
o
＝
〔
δ
δ
〕
鵠
客
ω
N
ー
ω
。
ま
た
都
市
ブ
ル
ジ
R
ワ
階
級
と
セ
レ
ク
タ
ー
・

　
（
げ
矯
ヨ
甲
一
艶
ぎ
㈹
）
お
よ
び
O
o
昌
口
①
一
や
騨
く
ぎ
の
〔
お
Q
o
O
〕
o
劉
鉾
を
参
照
。

（
21
）
　
一
九
世
紀
中
期
の
土
地
法
制
定
に
つ
い
て
は
、
O
冨
祷
〔
δ
留
〕
℃
P
O
窄
嶺
直
・

　
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
「
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
土
地
法
」
に
つ
い
て
は
切
舞
醇
但
8
出
を
参
照
。
こ
の
法
は
、

　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
間
題
（
二
）

　　植民地の男女比
　　　　　　（1851－1915）

　　　　　　　女性　男性

1851－55　　　　　100　　　145

1856一｛30　　　　　　100　　　　143

1861一一65　　　　　100　　　128

1866－70　　　　　100　　　　122

1871－75　　　　　100　　　118

1876－80　　　　　100　　　117

1881－85　　　　　100　　　116

1886一一90　　　　　100　　　116

1891－95　　　　　100　　　　114

1896－1900　　　　100　　　　113

1901－05　　　　　100　　　　110

1906－10　　　100　　108

1911－15　　　　　100　　　　106

　資料出所3Beτeson　＆
　Rosenblat，　1π‘2駕∫■y

　！1謬5〃・¢」ゴσ，1979，p．49．

“
爵
a
●
〕
竈
，
二
？
＝
9
お
よ
び
℃
o
旨
〔
お
蕊
〕
畠
ω
σ
斜
♪
①
ゆ
昌
儀
り
を
参
照
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
よ
び
ω
5
一
ぎ
〔
ご
総
〕
暑
，
8
－
3
に
負
う
。
こ
の
説
明
は
ゴ
ー

労
働
力
不
足
対
策
と
し
て
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
が
進
め
ら
れ
た
、
と
す
る
通
説
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
フ
ェ
ン
ス
作
り
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
い
う
の
が
新
説
の
論
拠
と
な
つ
て
い
る
。
通
説
に
対
す
る
批
判
は
ω
ぢ
9
巴
『

①
工
q
●
で
あ
る
。
貯
水
池
・
貯
水
タ
ン
ク
利
用
に
よ
る
牧
羊
業
の
内

　
　
　
故
国
に
帰
る
人
々
、
第
二
は
、
シ
ド
．
二
1
、
メ
ル
ポ
ル
ン
に
移
住
し

そ
し
て
第
四
は
、
新
し
い
金
鉱
を
求
め
て
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、

　
順
次
に
大
ぎ
な
金
鉱
を
発
見
す
る
こ
と
と
な
り
、
一
八
九
二
年
か
ら
九
三
年

　
　
　
後
述
す
る
一
八
九
〇
年
代
の
大
不
況
に
対
す
る
一
つ
の
救
い
と
な
つ

　
　
　
　
　
竃
o
Z
窪
の
算
き
〔
一
〇
謹
〕
ロ
P
一
一
甲
占
8
一
ω
ゲ
”
≦
〔
一
〇
〇〇
〇
〕
o
一
一
．

ス
ク
ウ
ォ
ッ
タ
ー
間
闘
争
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
　
0
3
毛
一
2
〔
ぢ
置
〕
畠
．

O
お

“

が
歴
史
的
な
流
れ
を
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
に
よ
つ
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・

　
　
　
　
　
タ
ス
マ
ニ
ア
の
そ
れ
よ
り
も
遅
れ
て
い
る
が
（
『
八
六
『
年
）
土
地
法
の
基
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
　
　
（
一
五
〇
三
）
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
問
題
（
二
）

　
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
2
2
）
　
イ
ギ
リ
ス
投
資
家
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
切
暮
一
ぎ
〔
お
お
〕
の
他
に
0
8
年
窪
①
〔
δ
Q
o
8
0
戸
P
を
参
照
。
　
イ
ギ
リ
ス
の
投
資

　
家
に
と
つ
て
当
時
、
魅
力
あ
る
投
資
先
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
お
よ
び
南
ア
メ
リ
カ
諸
国
で
あ
り
、
オ
ー
ス
ト
ヲ
リ
ア
は
、
資
本
獲
得

　
競
争
に
お
い
て
厳
し
い
立
場
に
お
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
世
紀
後
半
に
は
そ
の
立
場
を
確
固
た
る
も
の
と
し
て
い
る
。

（
2
3
）
　
保
護
関
税
の
間
題
に
つ
い
て
は
次
節
に
お
い
て
取
り
扱
う
予
定
で
あ
る
。

（
餌
）
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
各
植
民
地
の
政
治
的
発
展
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
に
多
く
を
負
う
。
＝
働
皆
毒
①
＝
〔
這
謡
〕
・
竃
0
2
き
騎
鐸
き

　
¢
O
謹
〕
｝
ζ
o
言
ぼ
p
〔
お
お
〕
o
霧
る
ー
鰹
9
ゆ
民
〔
お
お
〕
o
房
・
o
o
節
お
・
な
お
、
ゴ
ー
ル
ド
・
ヲ
ッ
シ
ュ
に
伴
う
金
鉱
掘
り
（
島
内
噸

　
o
窃
）
と
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
植
民
地
政
府
の
対
立
に
端
を
発
し
た
一
八
五
四
年
の
「
ユ
ー
リ
カ
砦
の
反
乱
」
と
そ
れ
に
伴
う
彼
ら
の
政
治
的
運

　
動
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
植
民
地
の
こ
の
時
期
の
政
治
的
発
展
に
与
え
た
影
響
が
大
ぎ
く
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
た

　
し
か
に
イ
ギ
リ
ス
、
チ
ャ
ー
チ
ス
ト
運
動
に
加
わ
つ
た
多
く
の
金
鉱
掘
り
が
い
た
と
し
て
も
、
こ
の
見
解
に
疑
間
を
抱
く
者
も
い
る
。

　
例
え
ば
、
一
八
五
六
年
の
総
選
挙
に
お
い
て
金
鉱
掘
り
の
八
分
の
一
し
か
投
票
し
て
い
な
い
事
実
を
挙
げ
て
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
は
、
金
鉱

　
掘
り
の
役
割
に
疑
い
を
さ
し
は
さ
ん
で
い
る
（
O
旨
巧
♂
琶
口
鴇
P
暮
『
a
・
〕
P
一
8
）
．
な
お
、
政
治
・
選
挙
制
度
の
発
展
に
つ

　
い
て
は
、
下
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
5
）
　
一
八
八
八
年
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
の
銅
像
の
除
幕
式
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
ク
ヲ
ー
ク
の
生
き
生
き
と
し
た
描
写
が
当
時
の
雰

　囲

気
を
よ
く
伝
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
O
『
祷
〔
ぢ
o
。
昌
℃
℃
」
1
9

オーストラリア植民地の政治的発展

　　　　　　N・S．W。　Vic，　S。A　Tas．W．A。Qld．英国　！’

F普通選挙　1858　1857　1856　1900　1893　18721884　（
F普通選挙　　1902　1908　1894　1903　1899　1905　1928　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五

密投票18581856185618581893185918720
人一票1893189918561900190719051948四
員報酬　1889187018871890190018861911）
資料出所3Beresoロ＆Ro8enb1＆t，1”α躍■y　A綴s‘■σ’∫α，

　　　Heinemam　Educational，Richmond，1979，p．103．

挙
挙
票
票
酬

選
選

通
通
投
一
報

普
普
密
人
員

子
子

男
女
秘
｝
蟻
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四
　
保
護
・
防
衛
期
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
一
八
九
〇
年
代
1
一
九
六
〇
年
代
）

0
　
保
護
・
防
衛
的
諸
政
策
の
形
成
過
程

　
畏
期
的
な
好
景
気
と
経
済
発
展
が
続
い
た
そ
の
後
に
来
た
も
の
は
、
一
九
二
九
年
か
ら
の
世
界
恐
慌
に
よ
つ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
危
機
に
匹
敵

す
る
程
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
内
に
お
け
る
大
不
況
で
あ
つ
た
。
こ
の
一
八
九
〇
年
代
の
不
況
の
原
因
に
つ
い
て
諸
説
紛
々
で
あ
る
。
最
近
は
、



そ
の
原
因
を
国
内
的
・
国
外
的
な
も
の
に
分
け
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
論
じ
る
傾
向
が
強
く
な
り
、
か
つ
て
の
よ
う
に
内
因
説
・
外
因
説
の
鋭
い
対
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

は
み
ら
れ
な
く
な
つ
て
き
て
い
る
o

　
内
部
要
因
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
る
主
な
も
の
は
、
O
長
期
的
な
建
築
ブ
ー
ム
が
続
く
こ
と
に
よ
つ
て
異
常
な
程
の
地
価
上
昇
が
生
じ
た
一
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

で
、
土
地
・
家
屋
に
対
す
る
需
要
が
減
少
し
た
こ
と
、
ω
植
民
地
政
府
に
よ
つ
て
遂
行
さ
れ
て
き
た
鉄
道
建
設
が
一
応
の
ピ
ー
ク
を
む
か
え
、
公

共
事
業
支
出
が
減
少
し
た
こ
と
、
㊧
羊
毛
産
業
が
気
候
的
に
お
だ
や
か
な
海
岸
よ
り
の
地
域
か
ら
、
水
資
源
の
乏
し
い
内
陸
乾
燥
地
域
へ
と
進
出

し
始
め
る
こ
と
に
よ
つ
て
コ
ス
ト
（
輸
送
・
フ
ェ
ン
ス
・
貯
水
設
備
費
等
々
）
が
増
大
し
、
銀
行
借
入
の
割
合
が
高
く
な
る
と
同
時
に
、
利
益
率
も
下

降
し
始
め
た
こ
と
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
不
振
を
予
測
さ
せ
る
現
象
は
一
八
八
○
年
代
の
後
期
、
す
で
に
ロ
ン
ド
ソ
の
投

資
家
達
の
注
目
を
引
き
始
め
て
い
た
が
、
国
内
で
は
強
引
な
投
資
が
引
き
続
き
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
他
方
、
国
外
的
な
問
題
と
し
て

は
、
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
羊
毛
市
場
が
不
安
定
と
な
り
値
が
下
が
り
始
め
た
こ
と
、
そ
し
て
南
ア
メ
リ
カ
（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
）
に
お
け
る
投
資
状
況

の
悪
化
に
伴
う
有
力
銀
行
の
不
振
（
浮
ω
畳
お
R
互
ω
）
が
、
・
ン
ド
ン
に
お
け
る
海
外
投
資
熱
を
冷
却
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
ヘ
の
資
本
流
入
が
急
速
に
減
少
し
て
い
く
こ
と
と
な
つ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
が
一
八
八
○
年
代
の
後
期
よ
り
九
〇
年
代
の
初
期
に
同
時
的
に
発

生
し
、
一
八
九
三
年
に
は
つ
い
に
国
内
に
お
け
る
銀
行
を
は
じ
め
と
す
る
金
融
機
関
の
取
引
停
止
・
破
産
宣
告
な
ど
の
異
常
事
態
を
生
ん
だ
の
で

あ
る
。
そ
の
上
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
一
八
九
六
年
か
ら
数
年
に
わ
た
る
大
干
魅
に
襲
わ
れ
農
業
が
不
振
に
陥
つ
た
こ
と
が
更
に
事
態
を

悪
化
さ
せ
て
い
つ
た
。
こ
う
し
て
長
い
大
不
況
の
時
代
が
始
ま
つ
た
の
で
あ
る
（
ω
訂
三
ち
。。
。
冒
三
8
i
一
貫
）
。

　
長
期
的
な
好
景
期
が
終
焉
を
迎
え
る
頃
か
ら
こ
の
大
不
況
を
通
し
て
最
終
的
な
連
邦
結
成
へ
の
機
運
が
高
ま
り
、
結
成
へ
と
む
か
う
一
九
世
紀

後
半
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
高
生
産
性
の
も
と
で
高
度
な
生
活
水
準
及
び
社
会
制
度
を
す
で
に
保
持
し
て
い
た
と
い
つ
て
よ
い
が
、
こ
う
し
た
不

安
定
な
時
期
を
経
過
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
国
民
の
生
活
を
防
衛
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
様
々
な
保
護
・
防
衛
政
策
が
考
慮
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
て

　
（
3
）

き
た
。
こ
の
時
代
に
登
場
し
て
く
る
大
き
な
保
護
・
防
衛
的
な
諸
政
策
は
以
下
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
間
題
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
　
　
（
一
五
〇
五
）
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
問
題
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
　
　
（
一
五
〇
六
）

　
　
　
O
　
保
護
貿
易
主
義
（
国
内
幼
稚
産
業
保
護
）

　
　
　
⇔
　
有
色
人
種
排
除
主
義
（
英
国
文
化
・
人
種
の
純
粋
性
維
持
）

　
　
　
㊧
　
防
衛
問
題
（
国
民
・
国
家
防
御
）

　
　
　
四
　
強
制
仲
裁
制
度
（
労
働
者
生
活
保
護
）

　
以
上
が
主
な
保
護
・
防
衛
政
策
で
あ
つ
た
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
の
い
く
つ
か
は
、
す
で
に
一
八
五
〇
年
代
の
ゴ
ー
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
時
代
よ
り

生
ま
れ
成
長
し
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
点
か
ら
論
じ
つ
つ
各
政
策
の
発
生
過
程
を
簡
単
に
み
て
行
き
た
い
コ

　
ま
ず
第
一
に
「
保
護
貿
易
主
義
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
一
八
五
〇
年
代
後
期
お
よ
び
六
〇
年
代
、
ゴ
ー
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
終
了
後
、
ヴ
ィ

ク
ト
リ
ア
植
民
地
で
は
金
鉱
掘
り
の
失
業
者
を
吸
収
し
つ
つ
急
速
な
初
期
工
業
化
が
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
工
業
を
保
護
す
る
手
段
と

し
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
基
本
的
政
策
は
、
保
護
関
税
（
零
。
§
馨
Φ
↓
畳
浮
）
政
策
で
あ
る
。
こ
の
議
論
は
、
皿
八
五
〇
年
代

の
半
ぽ
よ
り
開
始
せ
ら
れ
、
一
八
五
九
年
に
は
、
「
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
関
税
同
盟
（
幕
↓
畳
跨
常
。
爵
窄
。
。
｛
＜
す
。
．
幽
帥
）
」
が
創
立
さ
れ
る
と
と
も
に
、

当
時
、
新
聞
ジ
・
エ
イ
ジ
（
牌
註
卜
鷺
）
の
編
集
長
で
あ
つ
た
サ
イ
ム
（
u
。
・
＆
ど
馨
）
を
中
心
に
保
護
主
義
派
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ソ
が
く
り
ひ
ろ
げ

ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
動
向
を
反
映
し
、
一
八
六
五
年
に
は
保
護
関
税
案
（
旨
ζ
8
島
8
『
寅
藻
）
が
議
会
を
通
過
し
、
六
六
年
よ
り
効
力
を

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

発
揮
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。
も
つ
と
も
、
こ
の
時
代
の
関
税
導
入
の
効
果
・
機
能
に
つ
い
て
は
議
論
が
分
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

輸
送
コ
ス
ト
が
常
に
高
く
つ
く
輸
入
品
は
、
国
内
品
に
対
し
て
ど
う
し
て
も
不
利
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
故
、
距
離
の
問
題
（
距
離
の
暴

虐
↓
が
自
然
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
工
業
を
保
護
し
て
く
れ
た
の
で
、
は
た
し
て
保
護
関
税
と
し
て
十
分
機
能
し
た
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
い

て
疑
問
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
実
際
、
自
由
貿
易
主
義
に
徹
し
た
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
に
お
い
て
も
工
業
の
発
展
が
み

ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
（
第
4
1
1
表
）
。
こ
の
当
時
の
関
税
は
、
む
し
ろ
政
府
の
収
入
増
加
に
主
眼
が
お
か
れ
て
い
た
と
考
え
る
方
が
よ
い
か
も

　
　
　
（
5
）

し
れ
な
い
。
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
に
比
べ
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
に
は
、
売
却
可
能
な
土
地
も
少
な
く
、
ま
た
石
炭
資
源
等
の
鉱
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物
資
源
に
も
恵
ま
れ
ず
、
羊
毛
産
業
も
限
界
に
達
し
は
じ
め
て
い
た
と
い
う
悪
条
件
が
存
在
し
て
い
た
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
植
民
地
に
お
い
て
は
唯

一
の
手
段
で
あ
つ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
時
代
も
進
み
蒸
気
船
の
就
航
・
ス
エ
ズ
運
河
の
開
通
と
い
つ
た
輸
送
時
間
．
コ
ス
ト
の
削
減

は
輸
入
品
の
価
格
を
下
げ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
う
な
る
と
保
護
手
段
と
し
て
の
関
税
に
対
す
る
要
求
も
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
に
お
い
て
は
高
く
な
る

し
、
他
方
、
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
も
土
地
売
却
に
よ
る
収
入
の
減
少
が
み
ら
れ
る
と
一
部
に
保
護
貿
易
論
者
も
出
現
す
る
よ

　
　
　
（
6
）

う
に
な
る
。
各
植
民
地
間
・
植
民
地
内
で
の
保
護
か
自
由
か
の
論
戦
も
白
熱
化
し
て
く
る
の
で
あ
つ
た
。

　
有
色
人
種
排
除
問
題
も
や
は
り
一
八
六
〇
年
前
後
よ
り
発
生
し
て
い
る
。
ゴ
ー
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
の
発
生
と
と
も
に
世
界
の
各
地
か
ら
一
獲
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

金
の
夢
を
持
つ
て
多
く
の
人
々
が
集
ま
つ
て
き
た
が
、
そ
の
中
に
中
国
南
部
広
東
地
域
か
ら
多
量
の
中
国
人
が
流
入
し
て
く
る
の
で
あ
る
（
竃
帥
学

ぎ
昌
鶏
。
〕
召
匠
－
巽
）
。
最
盛
期
に
は
四
～
五
万
人
の
中
国
人
が
上
陸
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
の
当
時
、
未
だ
百
万
人
前
後
の
白
人
人
口
の
中

に
占
め
る
割
合
は
と
て
つ
も
な
く
大
き
い
も
の
で
あ
り
、
金
採
取
地
域
に
お
い
て
は
更
に
大
き
い
も
の
で
あ
つ
た
（
第
4
－
2
表
）
。
実
際
に
は
、

ゴ
ー
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
が
終
了
す
れ
ば
そ
の
多
く
は
故
国
へ
引
き
上
げ
る
の
で
あ
る
が
、
O
中
国
人
の
生
活
様
式
・
行
動
様
式
あ
る
い
は
衛
生
観

念
の
差
異
、
⇔
白
人
金
鉱
掘
り
が
放
棄
し
た
金
採
掘
現
場
か
ら
再
び
金
を
掘
り
出
し
て
は
儲
け
る
と
い
つ
た
中
国
人
の
ず
る
さ
に
対
す
る
反
感
、

そ
し
て
㊧
こ
の
ま
ま
放
つ
て
お
け
ば
中
国
人
に
植
民
地
が
占
領
さ
れ
る
と
い
う
恐
怖
・
不
安
、
更
に
㊨
中
国
人
自
身
も
常
に
徒
党
を
組
み
白
人
社

会
と
ま
じ
わ
ろ
う
と
せ
ず
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ギ
ャ
ッ
プ
が
拡
大
さ
れ
た
、
と
い
つ
た
事
情
か
ら
、
す
で
に
一
八
五
〇
年
代
前
期
よ
り
対
中

国
人
暴
力
活
動
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。
事
態
を
重
く
み
た
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
植
民
地
政
府
は
、
一
八
五
五
年
中
国
人
の
入
国
に
際
し
て
は
、
一
種

の
人
頭
税
と
し
て
一
〇
ポ
ソ
ド
（
二
〇
ド
ル
）
を
課
す
こ
と
と
し
、
入
国
制
限
策
を
講
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
他
の
植
民
地
に
よ
つ
て
も
採
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
移
民
制
限
立
法
の
端
緒
が
開
か
れ
た
と
い
つ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
他
方
、
ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
γ
ド
植
民
地
（
一
八
五
九
年
、
ニ
ュ
i
・
サ
ゥ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
か
ら
独
立
）
に
お
い
て
は
、
一
八
六
〇
年
代
に
綿
・

砂
糖
キ
ビ
栽
培
を
中
心
と
す
る
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
農
場
が
発
達
し
、
そ
の
た
め
の
労
働
力
と
し
て
カ
ナ
カ
人
労
働
者
（
凶
、
昌
農
。。

。

。
）
と
呼
ば
れ
る

　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
間
題
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
　
　
（
一
五
〇
七
）
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第4－1表　ヴィクトリアおよび二二一・サウス・ウェールズの工業的発展（1861－1913）

1861 1871 1881 1891 1901 1911 1913

ヴイクトリア

　工場数

　雇用者数

　機械・工場評価額

N．S．W．

　工場数

　雇用者数

　機械・工場評価額

531　　　　　1，578

　　　18，000

664

13，500

2，469　　　　3，141　　　　3，249

38，000　　　53，000　　　66，000

£2m．　£4．5m．　　£5m．

2，961　　　　3，056　　　　33367

31，000　51，000　66，000

　　　　£生4m　£5．8m．

　5，126

107，000

£8m．

　5，039

109，000

£12m．

資料出所：Shaw〔1980〕p．114．

　　第4－2表ヴィクトリア州金採取地区人口（1861年4月ヴィクトリア州国勢調査）（注）

　　　　　オ
　　　　　書
　　　　　ス
　5，613　　ト

　　　　　ヲ
119．000　　リ

　　　　　ア
£10m．　　の
　　　　　歴
　　　　　史
　　　　　的
　5，346　発
　　　　　展
1203000　　と
　　　　　現
£13m。　代
　　　　　の
　　　　　諸
　　　　　間
　　　　　題

　　　　　o
　　　　　ご

地　区　名
全　　人　　口 白　人　人　口 中　　国　　人 アポリジニー

実　　数　（比率） 実　　数　（比率） 実　　数　（比率） 実　　数　（比率）

アヲラッ　ト

バララッ　ト

ピーチワース
キャッスノレメ

イン
メリーポロー
サンドハース
ト

10，481

61，219

23，361

43，611

48，098

41，411

％oo

oo

oo

oo

oo

oo

「
よ
　
『
⊥
　
1
　
1
　
｛
⊥
　
－

9，169　　　87．4％

55，246　　　90．2

18，819　　　80。6

37，020　　　84．9

44，879　　　93．3

38，833　　　93．8

合 計i22③・8・ 100　　　　203，966　　　89．4

1，292　12．3％

5，965　　9．7

4，529　　　19．4

6，539　20。0．

3，187　　　6．6

2，550　　　6．2

9　　－

6　　－

8　　－

33　　－

22　　－

17　　一

24，062　　　10．5 「可＝一
資料出所：Clark〔1955〕p．80．

注）1861年の植民地全体の人口に対する割合は4．56％（N．S，W．は3．63％）であった（A．Mar－

　kus，　Eθα7　＆厚α’7θ4，　1979，p．15．）。

　　　　　　　　　　　第4－3表地区別人口構成（1go1年）

地　　　区
　　　中国　南太平洋
名
　　　人　　諸島人

日本　イン
　　　　　　その他人　　　ド人

アボリ　（a）　　（b）　人口（a）

ジヒー（鐵）鰭比輌

サマーセット（Qld）　159

ケア　ンズ（Qld）2，α78

カードウェノレ（Qld）　311

タウンズヴィノレ（Qld）　636

マッケイ（Qld）220
ブンダバーグ（Qld）　161

ワイ　ドベイ（NSW）　46

リッチモンド（NSW）　44

クレヲンス（NSW）　42

　672
1，130

1，233

　535
1，475

1，912

　834

　288
　14

881

362

279

232

247

27

　4

　0

　1

　4

126

10

31

19

112

56

269

148

766

256

　88

　58

132

　35

　38

n．a。

n．a．

2，198

　300

　57
　144

　45
　59
　184
　n．a

　n．a

4，680

4，252

1，978

1，636

2，138

2，306

1，162

　601

　205

5，728

i1，013

4，322

19，065

11，144

15，843

8，397．

27，582

17，521

81．6

38．6

45．8

8．6

19．2

14．6

13。8

2．2

1．2

六
〇
　
　
（
一
五
〇
八
）

資料出所＝Maπkus〔1979〕p．188．
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黒
人
労
働
力
が
導
入
さ
れ
た
。
ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
北
部
海
岸
地
帯
の
熱
帯
・
亜
熱
帯
気
候
に
耐
え
う
る
労
働
力
と
し
て
南
太
平
洋
諸
島
か
ら
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

ば
誘
拐
さ
れ
る
よ
う
な
形
で
移
住
さ
せ
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
年
季
奉
公
労
働
者
（
一
民
窪
言
貝
。
旺
昏
2
．
。
．
、
）
と
し
て
悪
条
件
の
も
と
で
働

い
た
と
一
般
に
考
え
ら
れ
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
南
部
奴
隷
制
度
に
匹
敵
す
る
も
の
と
も
見
倣
さ
れ
て
い
る
。
ク
ィ
ー
ソ
ズ
ラ
ン
ド
植
民
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
）

政
府
に
よ
る
様
々
な
形
で
の
規
制
（
例
え
ぽ
、
一
八
六
八
年
の
「
ポ
リ
ネ
シ
ア
労
働
者
法
チ
。
3
一
旨
量
壁
9
げ
8
目
。
、
》
。
け
」
）
の
強
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
制
度
（
国
帥
鼻
耳
象
お
）
は
一
九
〇
四
年
ま
で
続
け
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
で
有
色
人
種
第
三
の
勢
力
は
日
本
人
で
あ
つ
た
。
一
八
八
○
年
代
、

九
〇
年
代
、
ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
最
北
部
、
木
曜
島
を
中
心
と
す
る
海
域
に
お
い
て
真
珠
貝
採
取
な
ど
に
従
事
し
た
も
の
が
三
～
四
千
人
に
も
達

し
た
と
い
う
。
ま
た
こ
う
し
た
人
々
を
得
意
客
と
す
る
「
唐
行
さ
ん
」
達
も
当
地
に
進
出
し
て
い
た
と
い
う
。
彼
ら
日
本
人
は
北
部
領
土
（
Z
寧

浮
。
旨
潮
昌
o
蔓
）
及
び
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ァ
海
岸
（
ブ
ル
ー
ム
、
コ
サ
ッ
ク
）
に
ま
で
も
進
出
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
だ
い
た
い
に
お
い
て
和
歌
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

県
出
身
者
が
多
く
、
出
稼
ぎ
的
移
民
と
し
て
一
九
世
紀
後
半
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
活
躍
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
日
本
人
の
場
合
、
白
人
労
働
者
が

進
出
し
得
ぬ
と
こ
ろ
で
働
い
て
い
た
た
め
、
直
接
の
利
害
対
立
が
多
く
存
在
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
う
し
た
日
本
人
労
働
者
は
貧
困
社
会
よ

り
到
来
し
た
故
に
、
通
常
低
賃
金
で
し
か
も
長
時
間
働
く
と
い
う
こ
と
に
何
の
抵
抗
も
感
ぜ
ぬ
か
の
よ
う
に
労
働
す
る
と
考
え
ら
れ
、
彼
ら
が
他

の
分
野
へ
進
出
し
て
く
る
こ
と
に
白
人
労
働
者
達
は
多
い
に
不
安
を
抱
い
た
よ
う
で
あ
つ
た
。
更
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
は
、
こ
う
し
た
労
働
者

を
尖
兵
と
し
後
に
は
日
本
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
占
領
し
に
や
つ
て
く
る
だ
ろ
う
と
い
う
恐
怖
さ
え
示
し
た
の
で
あ
る
（
9
睾
専
〔
ご
蕊
亭
N
禽

ー
N
“
ω
●
）
o

　
上
述
の
よ
う
に
一
九
世
紀
後
半
、
か
な
り
の
有
色
人
種
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
存
在
し
（
第
4
i
3
表
）
、
そ
の
多
く
が
資
本
家
に
よ
つ
て
低
賃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

金
労
働
力
と
し
て
重
宝
が
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
一
般
の
白
人
労
働
者
達
が
一
種
の
防
衛
反
応
を
示
し
て
く
る
の
も
当
然
で
あ
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

一
八
七
七
年
の
「
中
国
人
移
民
制
限
法
（
爵
。
9
幕
8
短
ω
鼠
良
・
づ
ト
3
」
が
ク
ィ
ー
ソ
ズ
ラ
ン
ド
に
施
行
さ
れ
た
あ
と
、
例
え
ば
、
一
八
七
九
年

に
、
第
一
回
植
民
地
間
労
働
組
合
会
議
（
箒
H
見
。
§
一
。
三
巴
↓
邑
Φ
d
ゑ
8
9
お
奮
の
）
が
シ
ド
ニ
ー
で
開
催
さ
れ
た
が
、
労
働
者
賃
金
の
減
少
を

　
　
　
オ
ー
ス
ト
ヲ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
問
題
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
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σθ

4
3
2
140，000

30、000

20，000

10，000

第4－1図　中国人人口と比率の変遷（1830－1978〉

一
暉

＼
」

　l　　　l
〔人口比率（％）〕

一
，

〔人口〕

、

’

／
、

＼
、

！
r

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
問
題
（
二
）

1830　1850　1870　1890　1910　1930　1950　1970
　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　資料出所：Bereson＆Rosenblat　Jπg鉱吻魚ε諺7α」嶋1979p．56

第4－4表工業労働者の増加（1861－1891）

1861 1871 1881 1891

門
ス
設
畜
業
明

　
　
建

　
イ
　
．

専

’
ヴ
輸
牧

　
　
運

員
【
．
．

　
　
造

務
サ
製
業

事
熱

公
家
商
農
鉱
不

16，193

51，435

173，837

136，807

85，537

13，029

27，290

63，419

251，632

185，623

69，215

10，027

42，424

88，769

4（胤，438

278，824

66，214

16，007

71，917

126，471

671，408

331，822

64，694

19，426

合 計 476，838 607，206 896，676 1，285，738

1）　失業者は含まず

2）数字は，N。s．w。，s。A。，Qld。，vic。の4つの植民地のみの合計である。

資料出所3Butltn〔1976〕p。195．
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（

五
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（
M
）

防
ぐ
た
め
に
移
民
援
助
制
度
に
反
対
す
る
と
と
も
に
、
中
国
人
移
民
反
対
の
議
決
を
行
な
つ
て
い
る
。
労
働
者
達
は
そ
の
後
も
開
催
さ
れ
た
植
民

地
間
労
働
組
合
会
議
で
何
度
も
中
国
人
移
民
反
対
の
決
議
を
く
り
返
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
中
国
人
移
民
及
び
イ
ン
ド
人
ク
ー
リ
ー
を
は

じ
め
と
す
る
有
色
人
移
民
に
反
対
し
た
の
は
労
働
者
だ
け
で
は
な
か
つ
た
。
　
皿
八
八
八
年
に
は
、
対
中
国
人
問
題
に
対
す
る
植
民
地
会
議
（
壽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

宣
§
。
一
8
芭
9
欺
窪
昌
8
）
が
開
か
れ
、
全
植
民
地
的
な
課
題
と
し
て
考
慮
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
こ
と
は
、
全
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
白
人
に
共

通
な
問
題
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
中
国
人
・
日
本
人
等
を
中
心
と
し
た
有
色
人
排
除

運
動
が
、
単
に
賃
金
低
下
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
た
経
済
的
要
因
の
み
で
は
な
く
、
白
人
文
化
の
優
越
性
を
維
持
す
る
こ
と
も
目
的
と
し
た
文

化
的
目
的
を
持
つ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
「
白
豪
主
義
（
箒
ぎ
嘗
①
ぎ
ω
冨
密
勺
。
一
ξ
）
」
が
徐
々
に
で
は
あ
る
が
明
確
な
形
を
持
つ
て

　
　
　
　
　
（
1
6
）

ぎ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
一
八
八
八
年
の
「
中
国
人
制
限
及
取
締
法
（
夢
①
9
幕
紹
寄
。
・
三
9
・
・
即
＆
評
聖
一
鋒
8
》
3
」
あ
る
い
は
一
八
九

六
年
の
「
有
色
人
種
制
限
及
取
締
法
案
」
と
し
て
具
体
化
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
動
き
に
反
比
例
し
て
、
ゴ
ー
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
は
五

万
人
前
後
い
た
と
さ
れ
る
中
国
人
も
一
九
〇
一
年
に
は
三
万
二
千
人
前
後
へ
と
減
少
し
て
き
た
の
で
あ
る
（
第
4
1
1
図
）
。

　
保
護
関
税
、
人
種
的
純
粋
性
保
護
と
同
様
に
対
外
的
な
問
題
と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
視
界
に
入
つ
て
き
た
も
の
は
、
ロ
シ
ア
、
フ
ラ
y

ス
及
び
ド
イ
ツ
西
欧
列
強
の
南
太
平
洋
進
出
と
多
少
遅
れ
て
の
日
本
の
南
方
関
与
で
あ
つ
た
。
一
九
世
紀
後
半
の
前
三
者
に
対
す
る
恐
怖
は
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

八
七
〇
年
に
英
国
政
府
直
轄
軍
勢
力
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
去
つ
て
本
国
へ
引
き
あ
げ
た
後
、
次
第
に
高
ま
つ
て
い
つ
た
。
一
八
八
○
年
代
に
は

ロ
シ
ア
艦
隊
が
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
何
の
前
ぶ
れ
も
な
く
寄
港
す
る
と
い
う
事
態
、
及
び
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
の
南
太
平
洋
諸
島
の
植
民
地
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

へ
の
動
き
の
活
発
化
は
更
に
恐
怖
を
高
め
た
。
一
八
八
三
年
、
ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ソ
ド
植
民
地
首
相
は
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
併
合
を
宣
言
し
た
が
、

こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
の
植
民
活
動
を
規
制
す
る
た
め
で
あ
つ
た
。
し
か
し
、
植
民
地
が
植
民
地
を
持
つ
の
は
お
か
し
な
こ
と
だ
と
す
る
英

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

国
政
府
の
反
対
に
あ
い
、
こ
の
企
て
は
失
敗
に
終
る
。
こ
の
併
合
問
達
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
ど
れ
ほ
ど
列
強
諸
国
の
植

民
活
動
に
敏
感
に
な
つ
て
い
た
か
が
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
自
力
防
衛
努
力
の
強
化
と
同
時
に
植
民
地
間
の
軍
事
力
の

　
　
　
オ
ー
ス
ト
ヲ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
間
題
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
　
　
（
一
五
一
｝
）
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
問
題
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
　
　
（
一
五
一
二
）

統
合
と
い
う
問
題
も
日
程
に
の
ぽ
つ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
一
八
五
〇
年
代
、
多
く
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
植
民
地
が
英
本
国
よ
り
自
治
政
府
を
与
え
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
同
時
に
自
力
防
衛
力
の
増
強

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

を
必
然
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
す
で
に
各
植
民
地
に
お
い
て
そ
れ
な
り
の
努
力
は
進
め
ら
れ
て
は
い
た
が
、
む
ろ
ん
自
力
防
衛
と
い

つ
て
も
当
時
二
五
〇
万
人
足
ら
ず
の
人
口
で
広
大
な
大
陸
を
独
自
に
防
衛
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
不
可
能
で
あ
つ
た
。
そ
れ
故
、
不
可
避

的
に
英
国
海
軍
と
の
共
同
作
業
と
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
一
八
七
七
年
の
ロ
ン
ド
ソ
に
お
け
る
植
民
地
会
議
に
お
い
て
そ
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

つ
英
本
国
よ
り
軍
事
専
門
家
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
派
遣
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。

　
一
八
九
〇
年
代
に
な
る
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
植
民
地
に
お
け
る
連
邦
結
成
に
関
す
る
各
種
の
会
議
の
開
催
が
盛
ん
に
な
つ
た
が
、
防
衛
問
題

も
最
重
要
課
題
の
一
つ
と
し
て
議
論
さ
れ
、
一
八
九
七
年
の
ア
デ
レ
イ
ド
に
お
け
る
連
邦
会
議
（
幕
守
留
琶
9
薯
。
呂
・
コ
）
で
は
国
防
問
題
は

連
邦
政
府
の
所
轄
と
な
る
こ
と
が
、
起
草
さ
れ
た
連
邦
憲
法
の
中
に
明
示
さ
れ
て
い
た
（
9
0
註
2
〔
這
。。
。
（
。
）
〕
も
呂
8
1
8
“
・
）
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、

英
国
海
軍
と
の
協
力
の
上
で
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
防
衛
方
針
も
明
確
に
な
つ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
外
部
か
ら
の
脅
威
（
競
争
．
侵
略
）
に
対
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
生
活
水
準
を
守
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
よ
り
直
接
的
な
内

的
手
段
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
「
強
制
仲
裁
制
度
（
蒙
9
ヨ
窟
ぎ
ぞ
貯
げ
ξ
畳
9
ω
遺
窪
）
」
の
導
入
と
、
そ
れ
に
よ
る
労
使
関
係
の
安
定
で

あ
つ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
一
八
五
〇
年
代
の
ゴ
ー
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
前
後
か
ら
工
業
化
へ
の
動
き
が
登
場
し
て
く
る
が
、
一
八
六
〇
年
か
ら
九

〇
年
ま
で
の
長
期
的
好
況
期
の
問
に
労
働
者
の
数
も
増
大
し
て
く
る
（
第
4
1
4
表
）
。
と
同
時
に
、
ゴ
！
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
の
騒
ぎ
の
中
で
中
断

さ
れ
た
組
合
活
動
も
六
〇
年
代
・
七
〇
年
代
と
復
活
し
一
八
八
○
年
代
に
は
「
新
組
合
主
義
」
も
登
場
し
、
不
十
分
な
が
ら
も
労
働
条
件
に
お
い

て
多
く
の
進
展
を
示
し
た
。
し
か
し
、
一
八
八
○
年
代
の
後
期
か
ら
九
〇
年
代
初
期
の
期
間
に
、
大
不
況
を
予
測
す
る
よ
う
に
労
働
条
件
が
悪
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

し
て
べ
る
と
労
使
関
係
の
雲
行
き
が
お
か
し
く
な
り
だ
し
た
。
こ
の
不
況
と
平
行
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
が
活
発
化
さ
れ
、
一
八
九
〇
年
の
海
員
組
合

の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
は
じ
め
と
し
、
一
八
九
一
年
の
ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
羊
毛
刈
込
労
働
者
、
一
八
九
二
年
の
ブ
ロ
ー
ク
ン
ヒ
ル
に
お
け
る
鉱
山
労
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働
者
そ
し
て
一
八
九
四
年
の
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
の
羊
毛
刈
込
労
働
者
の
大
ス
ト
ラ
イ
キ
が
勃
発
し
、
事
態
を
憂
慮
し
た
経

営
者
側
の
要
請
も
あ
つ
て
警
察
力
が
導
入
さ
れ
る
と
い
う
社
会
的
騒
乱
へ
と
進
展
し
た
。
各
々
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
数
ヶ
月
に
も
わ
た
つ
て
続
け
ら

れ
た
が
、
結
果
は
労
働
者
側
の
敗
北
で
あ
つ
た
。
こ
の
大
ス
ト
ラ
イ
キ
の
原
因
は
、
す
で
に
一
八
八
○
年
代
前
期
に
最
盛
期
を
迎
え
て
い
た
羊
毛

産
業
が
下
り
坂
と
な
り
始
め
た
そ
の
時
に
、
羊
毛
産
業
使
用
者
側
が
、
非
組
合
員
を
雇
用
す
る
一
方
で
、
組
合
員
刈
込
労
働
者
の
賃
金
を
切
下
げ

た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い
る
。
そ
の
報
復
と
し
て
刈
込
労
働
者
組
合
（
一
訂
》
邑
邑
尋
鎮
8
お
・
ω
、
9
言
）
が
港
湾
労
働
者
の
組
合
に
羊
毛
の
積

み
出
し
停
止
を
要
求
し
た
こ
と
が
、
さ
ら
に
大
き
な
ス
ト
ラ
イ
キ
の
発
生
を
促
し
た
の
で
あ
る
。
基
本
的
に
は
、
景
気
の
先
行
き
が
お
か
し
く
な

り
出
し
た
こ
と
に
対
し
、
経
営
者
側
は
、
非
組
合
員
を
自
由
に
雇
用
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
賃
金
切
下
げ
を
企
ん
だ
わ
け
で
あ
る
が
、
八
時
間
労
働

制
の
拡
大
適
用
と
と
も
に
ク
・
ー
ズ
ド
・
シ
ョ
ッ
プ
制
、
集
団
交
渉
あ
る
い
は
調
停
仲
裁
制
度
の
導
入
を
要
求
し
始
め
て
い
た
組
合
側
と
の
間
に

ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
大
紛
争
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
大
ス
ト
ラ
イ
キ
に
お
け
る
労
働
組
合
側
の
敗
北
は
、
そ
れ
以
前
に
つ
く
り
上
げ
ら
れ
て
い

た
労
使
関
係
を
破
壊
せ
し
め
る
と
と
も
に
、
労
働
者
が
確
保
し
た
諸
権
利
を
も
失
な
わ
し
め
る
こ
と
と
な
つ
た
。
そ
こ
で
労
働
者
は
一
八
九
一
年

に
成
立
し
て
い
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
労
働
党
を
効
果
的
に
運
用
し
、
政
治
的
圧
力
を
議
会
に
か
け
、
一
八
九
〇
年
代
中
頃
よ
り
一
九
〇
〇
年
代
初

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

期
に
か
け
て
労
使
関
係
の
安
定
の
た
め
に
強
制
仲
裁
制
度
の
立
法
化
を
お
し
進
め
る
こ
と
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
と
し
て
、
ま
ず
一
八

九
六
年
に
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
植
民
地
が
賃
金
審
議
制
度
（
甚
Φ
≦
茜
①
切
8
a
o
o
藁
昏
）
を
導
入
し
て
最
低
賃
金
を
決
定
し
た
の
を
皮
切
り
と
し
て
、

一
九
〇
〇
年
に
は
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
調
停
仲
裁
裁
判
所
（
0
9
。
三
呂
8
①
＆
＞
量
一
邑
言
↓
き
9
巴
）
を
制
度
化
し
、
翌
年
に
は
、
ニ
ュ
ー
・

サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
も
同
様
な
制
度
を
設
置
し
た
の
で
あ
る
。
他
の
植
民
地
で
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
が
取
り
入
れ
た
賃
金
審
議
制
度
を
模
倣
し
た

の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
に
し
て
大
ス
ト
ラ
イ
キ
の
教
訓
を
生
か
し
て
、
労
使
関
係
を
秩
序
だ
つ
た
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
努

力
が
実
つ
て
い
つ
た
の
で
あ
る
（
瞠
薯
書
P
O
8
蔓
印
コ
号
R
〔
お
o。
。
〕
夢
＄
1
認
・
）
。

　
こ
の
強
制
仲
裁
制
度
あ
る
い
は
賃
金
審
議
制
度
は
各
植
民
地
の
自
由
裁
量
に
よ
つ
て
ど
ち
ら
か
が
選
択
さ
れ
た
が
、
形
態
的
・
構
造
的
な
差
は

　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
間
題
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
　
　
（
一
五
＝
二
）
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
間
題
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
　
　
（
一
五
一
四
）

多
少
あ
つ
て
も
、
基
本
的
に
は
政
府
に
よ
つ
て
権
威
づ
け
ら
れ
た
第
三
者
が
判
定
者
と
な
つ
て
労
使
双
方
の
言
い
分
を
き
く
と
同
時
に
、
裁
定
が

与
え
る
で
あ
ろ
う
一
般
生
活
・
経
済
へ
の
影
響
を
考
慮
（
公
共
利
益
の
尊
重
）
し
た
上
で
判
断
を
下
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
裁
定
に

対
し
労
使
を
強
制
的
に
従
わ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
壇
薯
慕
p
o
8
蔓
ゆ
民
閃
酵
Φ
A
お
。。
。
冒
蕊
。
。
ω
ー
8
一
・
）
。
こ
の
「
強
制
」
と
い
う
言
葉
に

は
も
う
一
つ
の
意
味
が
あ
り
、
労
使
ど
ち
ら
か
一
方
よ
り
の
要
求
が
あ
れ
ば
、
必
ず
他
方
は
話
合
い
の
テ
ー
ブ
ル
に
つ
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
も
含
ま
れ
る
の
で
あ
つ
て
話
合
い
の
拒
否
は
許
さ
れ
な
い
。
そ
し
て
、
話
合
い
の
テ
ー
ブ
ル
に
つ
か
な
い
場
合
、
あ
る
い
は
、
調
停
な

い
し
は
仲
裁
に
よ
つ
て
下
さ
れ
た
裁
定
を
遵
守
し
な
い
場
合
に
は
、
程
度
に
応
じ
て
罰
則
金
が
課
せ
ら
れ
る
仕
組
に
な
つ
て
い
る
（
U
。
・
げ
。・
3
①
襲

帥
民
2
旨
＆
〔
一
。
o。
昌
寧
謡
。
。
1
ま
一
・
）
。
と
こ
ろ
で
、
政
府
に
よ
つ
て
権
威
づ
け
ら
れ
た
第
三
老
に
頼
ら
な
い
、
よ
り
一
．
般
的
な
集
団
交
渉
（
O
色
串

馨
。
訂
茜
国
菖
お
）
形
式
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
植
民
地
が
と
り
入
れ
な
か
つ
た
の
は
、
一
つ
に
は
、
労
使
二
者
間
の
話
合
い
に
よ
つ
て
は
解
決
の
つ

か
な
か
つ
た
一
八
九
〇
年
代
初
期
の
労
使
紛
争
の
経
験
を
考
慮
し
た
こ
と
に
も
よ
ろ
う
し
、
二
つ
に
は
、
囚
人
植
民
地
時
代
か
ら
伝
統
的
に
存
在

し
た
労
使
の
社
会
的
距
離
の
大
き
さ
に
も
関
連
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
囚
人
植
民
地
時
代
の
労
働
力
は
囚
人
・
元
囚
人
を
中
心
と
し
て
い
た
た

め
に
経
営
者
は
一
般
的
に
労
働
者
に
対
し
深
い
信
頼
を
置
か
な
か
つ
た
し
、
労
働
者
も
、
過
酷
な
条
件
の
中
で
の
強
制
労
働
を
通
し
て
監
視
人
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
イ
ト
．
シ
ッ
グ

支
配
者
に
対
す
る
反
感
と
、
・
同
僚
と
の
間
の
強
い
仲
間
意
識
（
墓
醇
ξ
）
を
醸
成
し
つ
つ
、
対
抗
す
る
と
い
う
囚
人
の
社
会
的
態
度
を
そ
の
ま

ま
引
き
継
い
で
き
た
、
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
、
初
期
に
お
い
て
元
囚
人
労
働
者
の
多
か
つ
た
羊
牧
業
労
働
者
及
び
鉱

山
労
働
者
に
そ
の
傾
向
が
強
か
つ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
一
八
九
〇
年
代
の
大
争
議
の
中
に
彼
ち
が
中
心
的
勢
力
と
し
て
関
与
し
て
い
た
と
い
う
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

と
、
こ
の
事
実
は
重
要
な
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
各
植
民
地
は
個
々
バ
ラ
バ
ラ
で
は
あ
る
が
牧
羊
業
、
農
業
そ
し
て
建
築
・
鉄
道
、
工
業
ブ
ー

ム
に
沸
く
一
九
世
紀
の
後
半
に
あ
つ
て
さ
え
、
非
常
に
高
い
生
産
性
と
生
活
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
に
大
き
な
関
心
を
払
う
よ
う
に
な
つ
て
き

た
。
ま
た
重
要
な
問
題
に
お
い
て
は
統
一
的
な
問
題
解
決
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
も
高
ま
つ
て
き
た
。
こ
う
し
て
、
保
護
・
防
衛
政
策
の
効
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果
的
執
行
を
求
め
て
模
索
す
る
間
に
、
連
邦
結
成
へ
の
気
運
も
高
ま
つ
て
き
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
も
つ
と
も
、
こ
の
連
邦
結
成
へ
の
動
ぎ
も
、
保

護
貿
易
対
自
由
貿
易
、
有
色
人
種
労
働
者
導
入
派
対
反
対
派
、
親
英
派
対
国
民
主
義
派
の
対
立
、
経
済
的
諸
利
害
の
交
錯
と
い
つ
た
複
雑
な
対
立

要
因
が
か
ら
み
あ
い
困
難
な
道
の
り
を
歩
ま
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。
し
か
し
、
一
八
九
〇
年
代
に
も
な
る
と
主
要
問
題
で
の
統
一
的
政
策
・
執
行

体
制
の
必
要
性
が
十
分
認
識
さ
れ
る
に
及
び
連
邦
結
成
へ
の
動
き
も
加
速
化
さ
れ
て
い
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
オ
：
ス
ト
ラ
リ
ア
の
連
邦
結

成
は
、
O
連
邦
政
府
に
よ
る
貿
易
の
管
理
、
⇔
移
民
制
限
に
対
す
る
統
一
的
規
準
作
成
、
㊧
防
衛
政
策
、
組
織
の
統
一
化
と
軍
隊
の
統
合
、
四
植

民
地
間
に
ま
た
が
つ
て
多
発
す
る
労
使
紛
争
の
統
一
的
処
理
、
と
い
つ
た
保
護
・
防
衛
的
諸
政
策
の
展
開
に
伴
う
必
然
的
結
果
で
も
あ
つ
た
と
い

　
　
　
（
2
5
）

え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
れ
は
各
植
民
地
間
の
ラ
イ
バ
ル
意
識
を
越
え
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
統
一
国
家
と
し
て
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
形
成
を

意
味
し
て
い
た
の
で
も
あ
つ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
保
護
・
防
衛
的
諸
政
策
の
枠
組
の
中
で
の
オ
：
ス
ト
ラ
リ
ア
の
経
済
・
社
会
的
発
展
が
運
命
づ

け
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

O
　
保
護
・
防
衛
的
諸
政
策
の
展
開
過
程

　
一
九
〇
一
年
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
（
チ
の
9
ヨ
暮
暑
亀
浮
息
魯
ω
富
厨
）
が
第
一
代
連
邦
総
督
（
浮
O
o
冷
毎
ぎ
一
－
O
窪
。
邑
）
に
よ
つ
て

宣
言
せ
ら
れ
た
直
後
の
、
連
邦
議
会
の
初
期
立
法
の
一
つ
に
、
「
移
住
制
限
法
（
箒
o
§
昌
・
暑
8
亨
冒
邑
σ
q
曇
言
襯
ω
鼠
a
8
≧
一
）
」
及
び
「
太

平
洋
諸
島
労
働
者
法
（
幕
評
。
聾
。
室
m
民
9
ぎ
霞
塞
．
》
3
」
等
の
移
民
制
限
立
法
が
あ
る
Q
こ
れ
ら
は
、
非
ヨ
ー
・
ッ
パ
人
を
移
住
さ
せ
ま
い

と
す
る
ヨ
i
・
ッ
パ
言
語
に
よ
る
移
民
テ
ス
ト
を
通
し
て
排
撃
す
る
こ
と
、
ま
た
現
在
国
内
に
い
る
黒
人
労
働
力
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
よ
り
送
還

す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
つ
て
打
撃
を
受
け
た
の
は
、
有
色
人
種
労
働
者
に
多
く
の
労
働
力
を
依
存
し
て
い
た
ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ

ン
ド
州
で
あ
つ
た
が
、
一
九
〇
二
年
か
ら
一
九
〇
三
年
に
か
け
て
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
経
営
に
対
す
る
連
邦
補
助
金
制
度
の
設
置
を
決
定
し
、
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
26
）

体
の
歩
調
を
整
え
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
問
題
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
　
　
（
一
五
一
五
）
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オ
ー
ス
ト
ヲ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
間
題
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八
　
　
（
一
五
一
六
）

　
こ
の
二
立
法
の
う
ち
移
住
制
限
法
は
、
成
立
す
る
以
前
よ
り
日
本
か
ら
の
強
硬
な
反
対
が
あ
つ
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
制
限
立
法
の
前
身
た
る
ニ

ュ
！
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
の
「
有
色
人
種
排
斥
及
取
締
法
案
（
チ
①
o
。
一
。
霞
＆
評
§
寄
ω
鼠
注
8
9
乱
閃
①
α
q
三
呂
。
⇒
ω
≡
）
」
が
一
八

九
六
年
に
議
会
で
承
認
さ
れ
た
時
よ
り
始
ま
る
。
こ
の
法
案
は
、
英
国
臣
民
た
る
イ
ン
ド
人
を
も
排
斥
す
る
こ
と
と
な
り
、
英
国
臣
民
の
平
等
性

原
理
に
反
す
る
と
し
、
人
種
的
基
準
で
な
く
教
育
程
度
を
基
準
と
す
る
ナ
タ
ー
ル
方
式
を
採
用
す
べ
し
と
す
る
英
国
政
府
の
反
対
に
あ
い
廃
棄
さ

れ
た
が
、
一
八
九
八
年
ナ
タ
ー
ル
方
式
を
採
用
し
た
移
民
制
限
法
が
議
会
で
改
め
て
可
決
さ
れ
た
。
こ
の
法
案
が
、
連
邦
政
府
の
制
限
立
法
の
原

型
と
な
つ
て
い
た
の
で
日
本
政
府
の
執
拗
な
抵
抗
が
更
に
続
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
執
拗
な
日
本
の
抵
抗
の
も
と
、
学
生
、
商
人
、
旅
行
者
な
ど

の
一
般
入
国
、
採
貝
業
者
な
ど
の
特
殊
な
職
業
従
事
者
へ
の
一
時
入
因
（
ご
y
月
以
内
）
を
認
め
る
「
旅
券
協
定
」
が
一
九
〇
四
年
に
結
ば
れ
、

制
限
立
法
の
例
外
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
翌
年
に
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
」
が
単
な
る
「
指
定
語
」
と
変
更
さ
れ
排
日
色
が
弱
め
ら
れ
た
（
竹
田

2
九
八
こ
二
六
ー
三
六
頁
）
。
し
か
し
、
こ
の
わ
ず
か
な
修
正
を
除
い
て
、
制
限
立
法
は
約
半
世
紀
に
わ
た
つ
て
維
持
さ
れ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

ア
の
人
種
政
策
を
大
き
く
左
右
し
た
と
い
つ
て
よ
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
日
本
政
府
の
移
住
制
限
立
法
へ
の
反
対
理
由
は
、
0
日
英
同
盟
の
条
約
文
に
抵
触
す
る
こ
と
、
⇔
日
豪
の
貿
易
関
係
を
傷
つ
け
る

こ
と
、
⇔
脱
亜
入
欧
を
め
ざ
す
日
本
は
、
そ
れ
な
り
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
に
も
か
か
ら
ず
、
十
把
一
か
ら
げ
で
他
の
劣
等
有
色
人
種
と
同
様
に

扱
わ
れ
、
甚
だ
し
く
名
誉
を
傷
つ
け
ら
れ
た
と
い
う
憤
慨
　
　
あ
ま
り
誉
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
ー
に
基
づ
く
も
の
で
あ
つ
た
（
ω
奮
。
霧

〔
お
認
冒
q
）
。
こ
の
移
民
制
限
立
法
に
対
し
て
は
、
日
本
の
攻
撃
以
外
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
さ
し
た
る
経
済
・
政
治
的
関
係
を
も
た
ぬ
他

の
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
か
ら
は
目
立
つ
た
反
論
も
な
か
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
逆
に
、
こ
う
し
た
中
で
の
日
本
の
執
拗
な
批
判
は
、
日
本
が
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
対
し
て
領
土
的
野
心
を
持
つ
と
い
う
邪
推
を
招
く
も
の
で
あ
り
、
対
日
警
戒
・
不
信
感
を
醸
成
す
る
だ
け
だ
つ
た
と
さ
れ
て
い

徳　
紡
衛
問
題
は
一
九
〇
一
年
の
憲
法
に
よ
つ
て
全
て
連
邦
政
府
の
指
揮
下
に
入
る
こ
之
と
な
つ
て
そ
の
統
合
は
形
式
上
の
解
決
を
み
た
。
し
か
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し
．
実
際
に
は
一
九
〇
三
年
の
国
防
法
（
壽
『
嘗
8
卜
3
が
成
立
す
為
こ
と
に
よ
つ
て
陸
軍
・
海
軍
と
も
に
統
一
的
な
軍
事
組
織
を
整
え
る
こ

と
と
な
り
、
国
防
省
等
の
組
織
化
も
進
ん
だ
。
一
九
一
一
年
に
は
正
式
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
艦
隊
（
旨
ぎ
旨
讐
き
固
鐘
）
の
設
置
が
認
め
ら

れ
、
ま
た
一
九
一
二
年
に
は
空
軍
も
創
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
売
。
し
か
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
場
合
、
何
度
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
少
数
人

口
に
広
大
な
大
陸
と
海
岸
線
の
防
備
は
、
常
に
英
国
の
海
軍
力
を
頼
り
と
せ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
前
、
イ
ギ
リ
ス
が
欧
州
に

お
け
る
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
海
軍
と
の
戦
力
上
の
バ
ラ
ソ
ス
を
保
つ
た
め
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
海
域
よ
り
海
軍
を
引
き
あ
げ
る
と
い
つ
た
事
態
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

生
じ
た
こ
と
は
、
大
き
な
不
安
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ァ
に
与
え
た
（
メ
ィ
ニ
ー
〔
一
九
八
ご
七
頁
）
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ァ
に
と
つ
て
は
第
一
次
大
戦
ま

で
は
、
ド
イ
ッ
帝
国
を
中
心
と
す
る
西
欧
列
強
諸
国
が
防
衛
上
の
大
き
な
問
題
と
な
つ
て
い
た
が
、
日
露
戦
争
（
一
九
〇
四
ー
一
九
〇
五
年
）
に
お
け

る
日
本
の
勝
利
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
ド
イ
ッ
の
敗
退
は
、
か
つ
て
の
潜
在
的
な
脅
威
が
と
り
除
か
れ
る
一
方
で
、
ア
ジ
ア
の
大
国
日
本

が
潜
在
敵
国
と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
眼
前
に
登
場
し
て
く
る
こ
と
と
な
つ
た
。
一
九
世
紀
後
半
か
ら
の
ア
ジ
ア
一
般
へ
の
恐
怖
の
上
に
、
具

体
的
な
日
本
の
南
方
関
与
（
一
九
一
四
年
の
旧
ド
イ
ッ
領
北
太
平
洋
諸
島
の
占
拠
、
一
九
一
五
年
の
対
華
一
ニ
カ
条
要
求
）
は
、
対
ア
ジ
ア
防
衛
論
を
盛
ん

に
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ジ
ェ
リ
コ
卿
（
『
a
琶
ぎ
）
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
海
軍
力
増
強
に
関
す
る
報
告
書
に
依
拠
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
防
衛
関
係
者
は
、
日
本
を
仮
想
敵
国
と
考
え
、
イ
ギ
リ
ス
太
平
洋
艦
隊
に
貢
献
す
る
た
め
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
海
軍
力
増
強
、
義
務
軍
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
30
）

訓
練
、
一
八
万
人
の
野
戦
部
隊
を
維
持
す
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
に
至
つ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
動
き
は
第
一
次
大
戦
直
後
、
特
に
目
立
つ
た
も

の
の
、
日
英
通
商
条
約
及
び
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
（
一
九
一
三
年
）
な
ど
に
よ
つ
て
潜
在
的
敵
国
た
る
日
本
を
牽
制
し
得
た
こ
と
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
と
つ
て
は
幸
い
で
あ
つ
た
。
し
か
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
い
て
太
平
洋
上
の
英
国
海
軍
が
、
日
本
帝
国
海
軍
に
よ
つ
て
壊
滅
状
態
に
陥
つ

た
時
、
い
ち
は
や
く
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
提
携
策
を
打
ち
出
し
大
国
の
傘
の
下
に
入
り
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
の
後
は
、

A
N
Z
U
S
条
約
（
一
九
五
一
年
）
を
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
と
ア
メ
リ
ヵ
合
衆
国
と
の
間
に
締
約
し
、
ア
メ
リ
ヵ
の
傘
の
も
と
に
自
国
防
衛
と
い
う
方

法
を
と
つ
て
い
る
（
9
目
三
畳
〔
這
。
。
。
〕
。
ご
）
。
こ
う
し
た
や
り
方
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
と
つ
て
は
不
可
避
的
な
も
の
で
あ
つ
た
の
だ
ろ
う
。

　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
問
題
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
　
　
（
」
五
一
七
）
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
問
題
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
七
〇
　
　
（
一
五
一
八
）

　
次
は
、
保
護
貿
易
の
問
題
で
あ
る
。
連
邦
結
成
直
後
、
政
党
と
し
て
ま
と
ま
り
が
あ
つ
た
の
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
労
働
党
（
A
L
P
）
の
み
で

あ
つ
た
が
、
他
に
は
、
リ
ベ
ラ
ル
・
保
護
貿
易
派
（
『
げ
欝
弓
3
§
ぎ
鉱
ω
邑
の
グ
ル
ー
プ
と
、
自
由
貿
易
派
（
津
8
↓
民
①
邑
の
グ
ル
ー
プ
が
緩

や
か
な
ま
と
ま
り
を
も
つ
政
治
集
団
と
し
て
機
能
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
類
推
し
得
る
よ
う
に
、
こ
の
問
題
は
連
邦
結
成
後
も
大
き
な
論
争

　
　
　
　
　
（
31
）

点
と
な
つ
て
い
た
。
一
九
〇
二
年
、
収
入
の
不
安
定
で
あ
つ
た
連
邦
政
府
は
主
に
収
入
増
の
た
め
に
低
率
の
関
税
を
導
入
し
た
あ
と
、
一
九
〇
八

年
に
は
リ
ン
（
い
旨
①
）
関
税
と
称
さ
れ
る
保
護
関
税
を
導
入
し
た
。
こ
れ
は
、
鉄
鋼
・
農
業
機
械
産
業
の
保
護
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
の
時
を
も
つ
て
保
護
貿
易
派
が
勝
利
し
た
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
以
後
、
首
尾
一
貫
し
て
保
護
貿
易
策
が
連
邦
政
府
の
基
本
的
政
策
と
な
つ
た
の

で
あ
る
。
保
護
政
策
は
そ
の
後
、
一
九
二
一
年
の
グ
リ
ー
ン
（
9
聾
）
関
税
の
導
入
と
同
時
に
、
関
税
問
題
を
専
門
に
審
議
す
る
関
税
審
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

（
箒
↓
豊
駿
守
匙
）
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
よ
り
体
系
的
な
も
の
と
な
る
。
ま
た
、
一
九
二
五
年
・
二
八
年
の
第
一
次
、
第
二
次
プ
ラ

テ
ソ
（
℃
舅
套
）
関
税
の
導
入
、
ま
た
世
界
大
恐
慌
期
の
一
九
三
〇
年
、
ス
カ
リ
γ
（
即
色
ε
関
税
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
次
々
と

関
税
障
壁
を
め
ぐ
ら
す
こ
と
に
よ
つ
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
内
の
幼
稚
産
業
の
保
護
を
め
ざ
し
、
そ
の
枠
内
で
の
工
業
化
を
目
ざ
し
た
の
で
あ

る
o　

保
護
関
税
政
策
は
、
一
般
的
に
は
成
功
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
全
て
順
調
に
い
つ
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
九
三
〇
年
代
の
世
界
恐
慌
後

の
ブ
・
ッ
ク
経
済
の
動
き
と
関
連
し
、
一
九
三
二
年
の
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
オ
タ
ワ
会
議
後
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
英
連
邦
諸
国
の
一
員
と
し
て
、

英
国
及
び
英
連
邦
諸
国
へ
の
関
税
優
遇
措
置
を
と
り
、
逆
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
日
本
に
対
し
て
は
高
関
税
政
策
、
輸
出
制
限
処
置
を
と
つ
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
つ
て
日
米
両
国
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
間
に
大
き
な
経
済
摩
擦
が
起
き
た
。
こ
の
時
、
日
米
両
国
と
の
正
常
な
貿
易
関
係
な
く
し

て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
経
済
が
成
立
せ
ぬ
こ
と
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
自
身
が
認
識
す
る
に
到
つ
た
が
、
日
米
両
国
の
要
求
の
も
と
一
部
譲
歩

し
た
だ
け
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
保
護
貿
易
策
は
、
英
連
邦
ブ
・
ッ
ク
経
済
の
世
界
的
保
護
貿
易
の
枠
組
の
中
で
従
来
通
り
続
け
ら
れ
て
い
た

の
で
あ
る
（
福
嶋
〔
一
九
八
乙
五
九
－
七
八
頁
）
。
し
か
し
、
こ
の
三
〇
年
代
の
高
関
税
政
策
は
、
英
米
の
企
業
自
体
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ヘ
の
進
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出
を
促
し
た
と
い
う
点
で
効
果
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
輸
出
品
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ヘ
送
つ
て
不
利
な
競
争
を
強
い
ら
れ
る
よ
り
は
、
高

い
関
税
障
壁
の
内
側
で
品
物
を
作
つ
て
売
る
方
が
は
る
か
に
有
利
だ
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
内
に
お
い
て
職

場
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
、
多
く
の
労
働
老
に
と
つ
て
も
都
合
の
よ
い
こ
と
で
あ
つ
た
。
今
目
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
主
要
な
英
米
系

多
国
籍
企
業
の
多
く
は
こ
の
時
期
に
進
出
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（
ω
。
魯
筥
ロ
S
。
』
葺
＆
〕
三
。
一
）
。

　
第
二
次
大
戦
後
、
一
時
期
、
保
護
貿
易
に
対
す
る
ア
プ
・
ー
チ
は
か
な
り
緩
や
か
な
も
の
に
な
つ
た
。
こ
れ
は
戦
後
景
気
及
び
貨
幣
価
値
の
変

化
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
九
六
〇
年
前
後
か
ら
、
先
進
諸
国
の
経
済
復
興
と
と
も
に
保
護
政
策
が
復
活
し
始
め
、
一
九
七
三
年
の
ホ

イ
ッ
ト
ラ
ム
労
働
党
政
権
の
一
律
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
関
税
切
下
げ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
続
い
て
先
進
諸
国
中
二
番
目
の
高

関
税
国
と
し
て
の
悪
評
を
受
け
て
い
る
（
第
4
－
5
表
）
。
　
一
九
六
〇
年
代
後
期
か
ら
の
関
税
審
議
会
に
よ
る
保
護
貿
易
の
体
系
的
見
直
し
が
開
始

さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
部
の
工
業
製
品
は
異
常
な
保
護
率
を
維
持
し
続
け
て
い
る
と
同
時
に
、
上
昇
さ
え
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
第
4
－
6

表
）
。
以
上
が
、
保
護
貿
易
の
動
き
で
あ
る
Q

　
労
働
者
生
活
の
維
持
に
つ
い
て
は
、
一
九
〇
四
年
、
連
邦
政
府
レ
ベ
ル
で
は
じ
め
て
「
連
邦
調
停
仲
裁
法
（
浮
9
目
ヨ
・
暑
＆
夢
9
鼠
一
聾
一
8

9。

＆
＞
量
匿
ユ
8
＞
＆
」
が
上
程
さ
れ
可
決
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
法
が
実
質
的
な
機
能
を
持
つ
た
の
は
、
　
一
九
〇
七
年
、
デ
ィ
ー
キ
ン

（
＞
年
a
U
①
鮭
昌
）
第
二
次
内
閣
の
も
と
で
打
ち
出
さ
れ
た
「
新
保
護
政
策
（
箒
Z
睾
汐
畠
＆
8
汐
一
陣
昌
）
」
に
よ
つ
て
で
あ
る
。
こ
の
政
策
は
、

旧
来
の
保
護
政
策
が
単
に
産
業
の
保
護
に
そ
の
目
的
を
限
定
し
た
こ
と
を
不
満
と
し
、
労
働
者
に
対
し
て
適
正
で
公
正
な
賃
金
を
支
払
う
企
業
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

産
業
に
対
し
て
の
み
高
関
税
保
護
あ
る
い
は
補
助
を
与
え
る
と
い
う
も
の
で
、
労
働
者
保
護
と
関
連
さ
せ
た
独
特
な
も
の
で
あ
つ
た
。
し
か
し
な

が
ら
こ
の
政
策
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
憲
法
に
よ
つ
て
違
憲
と
さ
れ
て
し
ま
つ
た
。
そ
の
理
由
は
、
連
邦
政
府
に
は
直
接
労
働
事
情
あ
る
い
は
各
州

の
内
政
問
題
に
関
与
す
る
権
限
が
全
く
与
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
単
に
強
制
仲
栽
制
度
な
ど
の
設
置
権
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る

（
9
身
専
ロ
零
。
。
（
四
）
〕
三
8
）
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
新
保
護
主
義
の
哲
学
に
よ
つ
て
保
護
貿
易
と
労
使
関
係
と
の
関
係
が
明
示
さ
れ
た
こ

　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
間
題
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
　
（
一
五
一
九
）
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第4－5表関税率の国際比較（1973年）

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
間
題
（
二
）

　　食繊衣は木紙化非金金機輸そ全順製品別　吊　　き材．糞

　　飲　物・　吊鉄　属　送
　　料　　’木印石　　　　の製
＼　　　　　　タ　　皮　　油金　製　装　　ノく　　製工刷・。
　　　　　　　　コ　　コ維料品品物ム属属品械置他造位

国　別

オーストラリア　na17．117．139。520．69．36．49．916．9na14．815．716．413．1　2

カナダ蹴a20。820．816．78。36．76。47．47．塵na7．72．37。26，64

輯1｝EECna乳6乳6翫一3鑑6－gna乳3乳1集8生58

日　　本na3．53．54．00．54．010．11．22．1na11．912．511．26．31
ニュージーランド　 na16．1　　34．4　8．15．3　7．2　9．2　11．2na23．521．720．014．6　5

スウェーデン　na10。710．78．82．51．92．33．92．8na5．47．74．44．67

英国na11．511．54．82．75．82．75．54．3na9．98．712．06．26
アメリカ合衆国　 na22．322．3　9．64．80．55．28．8　4．6na　6．14．01D．36．8　3

1）na＝不明

2）　関税は，従価名目関税率に換算したもの

3）繊維・衣料に関しては，二つの産業の平均である（ニュージーランドは除く）

資料出所＝Indus止■ies　Assistance　Commissioa〔1977〕pp．97－99．

第4－6表　産業保護率（製造業）1968－69－1977－78

　　　　　　　名目保護率1）　　　　　　　　　　有効保護率2）

　産業1968－691973－741977－781968－691973－741977－78

食品・飲料・タバコ　　14　　　8　　　7　　　　16　　　18　　　13

衣料・はぎ物　 53　　36　　64　　　97　　64　　149
木材・木工品・家具　　22　　　14　　　13　　　　26　　　16　　　18
紙　　　　・　　　　印　　　　届旺　　　　　29　　　　　　　21　　　　　　　16　　　　　　　　　　52　　　　　　　38　　　　　　　29

石油・石炭・化学製品　　　21　　　16　　　　7　　　　　31　　　25　　　18

非金属製品　12　 8　 4　　15　11　　5
金属材料　14　10　6　　31　22　14　　　　　　　　　　　　　　　　　　七金属製品　38　27　21　 61　44　32　一
自動車・車輔　 34　　26　　30　　　50　　39　　61
その他の機械・設備　　　34　　　23　　　17　　　　　43　　　29　　　21　　　（

その他の製造品　　30　　21　　20　　　34　　24　　27　　五

全製造業　24　17　15　　36　27　26　0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　）1）一つの産業に与えられる直接的保護の総計を示す

2）一つの産業に与えられる直接的間接的保護の総計を示す

　資料出所：Iudustries　Assistance　Commission〔1980〕pp．26－27，
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と
と
、
こ
の
哲
学
の
中
に
含
ま
れ
た
公
正
で
適
正
な
賃
金
が
連
邦
調
停
仲
裁
裁
判
所
判
事
ヒ
ギ
ソ
ズ
（
ζ
こ
量
奮
霞
語
富
）
に
よ
つ
て
ほ
ぼ
同

時
期
に
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
よ
り
多
く
の
人
々
に
支
持
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
一
九
〇
〇
年
前
後
か
ら
の
各
州
に
お
け
る

強
制
仲
裁
制
度
、
賃
金
審
議
会
な
ど
の
設
置
に
伴
う
組
合
・
組
合
員
数
の
数
が
急
増
し
て
き
て
い
た
が
、
こ
の
連
邦
レ
ベ
ル
で
の
制
度
的
発
展
が

こ
の
傾
向
を
更
に
助
長
し
た
の
で
あ
る
（
第
4
1
7
表
）
（
＝
薯
馨
コ
0
8
蔓
俸
霊
警
R
冨
。。
。
ご
三
8
1
一
㊤
卜
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

　
と
こ
ろ
で
、
ヒ
ギ
ン
ズ
判
事
に
よ
つ
て
明
確
に
さ
れ
た
賃
金
概
念
は
一
般
に
「
基
本
賃
金
（
ω
鐘
。
醤
包
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
彼
は
、
公
正

賃
金
を
、
不
熟
練
労
働
者
の
家
族
（
妻
・
子
供
二
人
）
が
最
低
生
活
よ
り
も
少
し
ま
し
な
生
活
が
可
能
と
な
る
賃
金
と
し
て
規
定
し
た
。
基
本
賃

金
は
週
£
二
・
二
・
○
（
四
・
二
〇
ド
ル
）
と
定
め
ら
れ
た
。
ま
た
こ
れ
を
土
台
と
し
て
、
熟
練
度
、
責
任
、
経
験
な
ど
の
条
件
差
に
従
つ
て
各
々

の
職
業
の
労
働
価
値
が
決
め
ら
れ
賃
金
が
上
乗
せ
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
り
、
こ
の
追
加
分
の
賃
金
を
「
マ
ー
ジ
ン
給
（
ζ
醇
讐
看
α
q
。
）
」
と
規
定

し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
た
二
重
賃
金
概
念
は
哲
学
的
に
は
明
確
で
あ
つ
た
が
、
現
実
に
数
字
を
あ
て
は
め
る
段
階
に
な

る
と
多
分
に
主
観
的
・
恣
意
的
な
部
分
が
含
ま
れ
多
く
の
批
判
を
受
け
た
。
し
か
し
現
実
に
は
、
一
九
六
七
年
ま
で
通
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
賃
金
は
、
一
九
一
三
年
よ
り
物
価
上
昇
に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
、
労
働
者
の
生
活
維
持
の
機
能
を
果
た
す
こ
と
と
な
つ
た

の
で
あ
る
（
惣
薯
壽
P
O
8
蔓
俸
閃
一
。。
富
焦
這
o。
O
〕
召
謹
。
1
留
刈
も
℃
』
漣
1
8
9
）
。

　
そ
の
後
の
展
開
に
つ
い
て
簡
単
に
み
て
み
よ
う
。
以
上
の
二
重
構
造
賃
金
体
系
そ
の
も
の
は
長
い
間
変
化
な
く
維
持
さ
れ
た
が
、
賃
金
水
準
の

決
定
方
法
が
一
九
二
一
年
頃
か
ら
、
物
価
水
準
に
加
え
て
支
払
能
力
（
8
肩
一
q
δ
唱
邑
原
則
論
が
現
れ
は
じ
め
、
世
界
恐
慌
期
に
は
支
配
的
と

な
つ
た
。
一
九
五
三
年
に
は
、
物
価
へ
の
自
動
的
調
整
制
度
が
廃
止
に
な
り
、
一
九
六
七
年
に
は
二
重
構
造
賃
金
体
系
が
一
本
化
さ
れ
「
総
合
賃

金
（
↓
。
琶
壽
鵯
ω
遺
馨
）
」
概
念
が
新
し
く
形
成
さ
れ
た
。
ま
た
一
九
七
五
年
よ
り
八
一
年
ま
で
再
び
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
（
≦
夷
皿
民
Φ
×
。
・
二
8
）
が

導
入
さ
れ
る
と
い
つ
た
変
化
が
あ
つ
た
。
他
方
に
お
い
て
、
一
九
五
六
年
に
は
、
従
来
の
連
邦
調
停
仲
裁
裁
判
所
（
甚
①
9
区
象
0
8
色
算
一
9

¢
＆
≧
げ
ξ
註
8
）
が
、
連
邦
調
停
仲
裁
委
員
会
（
幕
0
8
亀
算
一
8
帥
巳
＞
量
富
ぎ
・
Ω
旨
目
奮
営
）
と
労
使
関
係
裁
判
所
（
浮
H
昌
畠
蚤
目
巨
0
2
目
件
）

　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
間
題
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
　
　
（
一
五
二
一
）
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第4－7表　オーストラリア労働組合・組合員数の変遷

組合数組合（購組織率（％）

棚
蹴
鰍
鰯
餅
螂
皿
％
吻
螂

1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　

1
　

1
　
　
1
　

1
　
　
1
　

1

124

134

198

302

323

378

573

392

382

372

8
0
2
5
5
1
7
6
0
5

留
5
5
9
7
珊
悩
㎜
脳
聞
窩
蹴

4。1

n．a恥

6．1

n．a。

n．a．

n．a．

27．9

47．5

51．6

55．2

n．a．雷不明

　資料出所＝Dabscheck　and　Niland〔写981〕p・133・

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
間
題
（
二
）

第4－2図　オーストラリアの保護・防衛詰政策の体系とその対象

国外からの脅威

先
進
工
業
諸
国
か
ら
の
脅
威

　
（
イ
ギ
リ
ス
も
含
む
）

西欧列強による

侵略の抑止

日本お’よび東南
アジアの侵略政策
への対抗

国内幼稚産業

の保護・援助

ペ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　国防政策

￥
、
／

保護貿易・

産業政策

輸出産業への援助

生活水準の維持

英豪文化複合保持

　　　　　燦

　アジア・南太平
洋人の劣等文化

　の影響排除

！

強制仲裁制度

＼
　＼
　＼　　＼

移民制限（鎖国政策〉

　　　＼

アジア・南太平洋人
の低賃金労働力の移
入停止

／
／

経営者による

搾取の排除

低賃金労働力から

の組合活動の保護

ア
ジ
ア
・
南
太
平
洋
か
ら
の
脅
威

七
四

国内における脅威

（
一
五
ニ
ニ
）
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に
分
か
れ
て
機
能
分
化
が
生
じ
る
と
い
う
こ
と
な
ど
が
あ
つ
た
。
し
か
し
、
強
制
仲
裁
制
度
と
い
う
基
本
的
枠
組
に
お
い
て
は
何
ら
の
変
化
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

く
、
今
日
ま
で
そ
れ
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
労
使
関
係
を
規
制
し
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
（
匹
舅
鼠
p
潮
Φ
曼
俸
霊
ω
ぽ
『
〔
お
。。
。
〕
召
鱒
思
ー
ミ
ド
）
。

　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
生
活
水
準
・
福
祉
の
維
持
を
目
的
と
し
た
各
種
の
保
護
・
防
衛
的
諸
政
策
、
及
び
そ
の
枠
内
で
の
発
展
を
も
く
ろ
む

様
々
な
努
力
は
、
連
邦
結
成
期
前
後
の
政
治
・
経
済
・
社
会
政
策
の
基
本
的
特
色
と
な
つ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
時
の
基
本
的
政
策
が
、
多
少
の

変
化
を
こ
う
む
り
つ
つ
も
基
本
的
に
は
変
化
な
く
維
持
さ
れ
、
第
一
次
大
戦
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
各
々
の
経
済
成
長
を
支
え
て
き
た
の
で
あ

る
。
こ
の
保
護
・
防
衛
の
も
と
の
発
展
（
消
極
的
発
展
）
が
、
二
〇
世
紀
の
数
十
年
を
色
ど
つ
た
特
色
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
別
の
角
度
か
ら
み
れ

ば
基
本
的
に
は
、
英
国
の
軍
事
的
、
政
治
的
そ
し
て
文
化
的
庇
護
の
も
と
に
国
家
と
し
て
の
歩
み
を
始
め
る
と
同
時
に
、
英
国
移
民
及
び
そ
の
子

孫
を
中
心
と
し
て
英
国
文
化
を
対
躁
地
に
移
殖
・
発
展
さ
せ
る
と
い
う
目
的
と
、
他
方
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
的
な
も
の
を
求
め
る
と
い
う
目
的
と

が
交
錯
し
あ
う
中
で
文
化
的
発
展
が
進
め
ら
れ
た
時
代
と
い
つ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
「
英
豪
文
化
複
合
体
系
（
ぎ
σ
q
す
＞
量
邑
尋
9
一
吟
、
同
①

ω
遺
窪
）
」
の
発
展
期
で
も
あ
つ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ア
ジ
ア
の
側
か
ら
み
れ
ば
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
ア
ジ
ア
に
対
し
て
、
ほ
ん
の
一
部
の
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

外
を
除
い
て
鎖
国
政
策
を
と
つ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
（
第
4
1
2
図
）
。

（
1
）
　
一
八
九
〇
年
代
の
大
不
況
に
つ
い
て
は
、
ω
ぎ
9
”
岸
〔
お
お
〕
魯
動
お
よ
び
〔
一
8
巳
堕
閃
o
魯
ヨ
〔
ご
§
〕
お
よ
び
切
暮
一
冒
〔
這
8
〕
を
参
照
。
外
部
要
因
説
を
強
調
す

　
る
も
の
と
し
て
は
、
ω
訂
弓
〔
一
8
8
｝
霊
9
冨
ξ
算
口
逡
二
が
あ
り
古
典
的
見
解
と
な
つ
て
い
る
。
内
部
要
因
説
を
強
調
す
る
も
の
と
し
て
は
バ
ト
リ
ン
（
客
9
切
暮
一
冒
）
の

　
も
の
が
有
名
で
あ
る
。

（
2
）
　
土
地
お
よ
び
建
築
プ
ー
ム
は
、
と
く
に
メ
ル
ボ
ル
ン
に
お
い
て
大
変
な
活
気
を
み
せ
て
い
た
が
、
そ
の
繁
栄
と
危
機
に
つ
い
て
は
、
O
き
昌
8
〔
一
8
e
が
詳
し
い
。
ま
た
、

0
3
零
一
2
〔
一
零
合
o
買
9
げ
矯
甲
図
●
号
O
醇
一
コ
も
p
曽
孚
ー
曽
P
を
参
照
。

（
3
）
　
バ
イ
ク
は
、
『
連
邦
結
成
最
初
の
一
〇
年
の
最
も
め
ざ
ま
し
い
政
策
は
、
そ
の
「
新
保
護
政
策
Z
o
≦
勺
3
9
9
一
S
」
で
あ
る
。
狭
い
意
味
で
考
え
れ
ば
、
国
内
の
産
業
を
保

　
護
の
た
め
の
援
助
な
い
し
は
補
助
政
策
を
指
す
。
広
い
意
味
で
は
、
白
豪
主
義
か
ら
老
令
年
金
政
策
ま
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
個
々
人
の
経
済
的
安
定
の
最
低
線
を
維
持
し
よ
う

　
と
す
る
多
方
面
に
わ
た
を
諸
立
法
全
体
を
意
味
す
る
と
い
つ
て
よ
い
。
こ
の
広
い
意
味
に
お
い
て
、
「
新
保
護
主
義
」
的
諸
立
法
は
、
大
変
重
要
な
国
家
的
信
条
の
一
部
分
と
な
つ

　
た
の
で
あ
る
』
（
泣
ざ
〔
ご
ざ
〕
曽
拝
a
。
P
一
q
o
。
畠
傍
点
引
用
者
）
と
指
摘
す
る
が
、
本
稿
は
、
こ
の
信
条
を
二
〇
世
紀
前
期
・
中
期
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
考
え
る
上
で
大

　
変
重
要
な
も
の
と
し
て
見
倣
し
、
パ
イ
ク
の
指
摘
を
拡
大
適
応
し
た
も
の
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
パ
イ
ク
自
身
は
、
こ
の
主
題
を
深
く
追
求
は
し
て
い
な
い
。

　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
間
題
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
　
　
（
一
五
二
三
）
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
問
題
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
　
　
（
一
五
二
四
）

（
4
）
　
一
八
六
六
年
法
は
、
輸
入
品
に
対
し
従
価
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
課
税
し
た
が
、
こ
れ
は
七
｝
年
に
二
〇
バ
ー
セ
ン
ト
に
引
ぎ
あ
げ
ら
れ
た
（
ω
冒
巳
鋤
ζ
〔
6
お
〕
P
濾
）
。
こ

　
の
保
護
関
税
を
英
国
政
府
が
認
め
よ
う
と
し
な
か
つ
た
の
は
、
英
国
自
身
は
、
自
由
貿
易
主
義
の
立
場
に
い
た
か
ら
で
あ
る
。
課
税
権
は
植
民
地
側
に
な
か
つ
た
が
、
カ
ナ
ダ
の
前

　
例
も
あ
り
六
七
年
に
英
国
議
会
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
｝
歩
自
立
へ
の
道
へ
進
ん
だ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
（
9
0
琶
2
〔
お
o
。
O
〕
P
畠
9
）
。

（
5
）
　
関
税
に
つ
い
て
は
ω
ぎ
o
ご
岸
〔
お
蕊
〕
P
逡
や
署
一
一
8
i
一
曽
。
お
よ
び
ω
冨
類
〔
一
〇
G
。
8
暑
．
o
。
工
O
●
に
多
く
を
負
う
。
な
お
、
ω
冒
9
巴
味
〔
ぢ
置
〕
は
、
ヴ
ィ

　
ク
ト
リ
ア
州
の
関
税
と
工
業
発
展
の
関
係
を
吟
味
す
る
上
で
重
要
。

（
6
）
　
唱
八
九
｝
年
に
は
、
ニ
ュ
ー
・
サ
ゥ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
も
関
税
を
導
入
し
た
。
政
府
収
入
増
大
を
目
的
と
し
て
い
た
。
労
働
党
（
一
八
九
一
年
結
党
）
を
支
持
す
る
工

　
業
労
働
者
・
労
働
組
合
を
中
心
に
、
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
も
保
護
貿
易
論
が
台
頭
し
て
く
る
。
た
だ
し
、
総
体
と
し
て
は
自
由
貿
易
派
が
強
か
っ
た
。
O
冨
奢
3
往

　
〔
お
お
〕
P
目
O
お
よ
び
0
8
薯
一
薯
〔
一
S
合
o
F
①
σ
網
号
O
貸
一
潮
℃
唱
。
8
曝
i
認
9
を
参
照
。

（
7
）
　
オ
ー
ス
ト
ヲ
リ
ア
に
お
け
る
中
国
人
金
鉱
掘
の
状
況
に
つ
い
て
は
竃
醇
国
霧
〔
お
お
〕
の
他
に
、
O
訂
詩
口
3
呂
箸
●
鶏
ー
謹
。
節
〔
一
零
o
。
y
ω
辞
ざ
〔
ご
ミ
〕
9
」
一
；

　
嘱
貸
薯
o
＆
P
8
0
。
〕
3
軸
　
を
参
照
。
な
お
、
中
国
人
が
広
東
地
域
か
ら
大
量
に
移
民
し
て
ぎ
た
の
は
、
一
八
四
〇
年
代
に
広
東
に
お
い
て
早
魑
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
入
口

　
増
加
等
、
人
口
を
押
し
出
す
要
因
が
あ
つ
た
こ
と
が
原
因
と
な
つ
て
い
る
と
さ
れ
る
（
O
ポ
祷
骨
鶏
o
。
〕
P
＝
ω
●
）
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
解
釈
に
対
し
、
プ
レ
イ
ニ
ー

　
は
、
白
人
船
長
達
が
、
移
民
輸
送
に
と
も
な
う
利
益
に
目
を
つ
け
、
積
極
的
に
中
国
人
の
オ
ー
ス
ト
ヲ
リ
ア
移
住
を
促
し
た
と
い
う
側
面
を
強
調
し
て
い
る
。
一
八
五
〇
年
代
、

　
貨
物
輸
送
が
停
滞
し
て
い
た
時
で
も
あ
り
、
相
当
な
利
益
を
上
げ
た
と
い
え
よ
う
（
ω
一
巴
昌
身
P
霧
〕
℃
』
9
）
。

（
8
）
　
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
植
民
地
以
外
に
も
同
様
な
法
が
施
行
さ
れ
た
の
は
、
中
国
人
移
民
船
の
船
長
が
一
計
を
案
じ
、
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
一
一
ユ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民

　
地
等
に
一
度
上
陸
さ
せ
、
陸
上
を
通
つ
て
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
植
民
地
へ
送
る
と
い
う
コ
ー
ス
を
考
え
出
し
た
か
ら
で
あ
る
。
入
頭
税
は
船
長
に
課
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
（
O
富
詩

　
〔
一
S
o
o
〕
℃
●
旨
↑
）
。

（
9
）
　
彼
ら
南
太
平
洋
諸
島
人
労
働
者
は
、
主
に
、
ニ
ュ
ー
・
ヘ
ブ
リ
デ
ス
諸
島
を
中
心
と
す
る
メ
ヲ
ネ
シ
ア
海
域
か
ら
移
住
さ
せ
ら
れ
た
。
南
太
平
洋
諸
島
人
は
、
後
に
、
ニ
ュ
ー

　
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
議
会
の
議
員
と
な
つ
た
ポ
イ
ド
（
切
窪
宣
日
ぎ
切
o
置
）
に
よ
つ
て
初
め
て
移
住
さ
せ
ら
れ
て
ぎ
た
（
一
八
四
七
年
）
が
、
本
格
的
に
は
、
一
八

　
六
〇
年
代
、
ク
ィ
ー
ン
ズ
ヲ
ン
ド
植
民
地
に
お
け
る
プ
ヲ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
農
業
等
の
展
開
と
と
も
に
開
始
さ
れ
た
（
9
0
薯
一
薯
P
8
0
（
ε
〕
P
戯
3
’
帥
P
α
≦
≡
貸
O
〔
ご
8
〕
器
P

　
ヌ
）
。

（
1
0
）
　
イ
ギ
リ
ス
政
府
も
、
南
太
平
洋
諸
島
人
の
誘
拐
同
然
の
労
働
調
逮
（
い
わ
ゆ
る
ω
冨
鼻
寓
置
『
閃
）
に
対
し
、
一
八
七
二
年
「
誘
拐
法
爵
o
匪
α
p
8
三
躍
＞
9
」
を
制
定
し

　
て
規
制
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
成
果
は
少
な
い
も
の
で
あ
つ
た
。
カ
ナ
カ
人
労
働
力
に
つ
い
て
は
、
O
一
碧
犀
〔
ご
留
〕
づ
P
8
T
8
ヂ
名
一
一
富
覧
〔
お
8
〕
冨
客
o。・

　
お
よ
び
く
醇
妻
o
＆
〔
一
3
0
。
〕
o
F
9
を
参
照
。
な
お
、
オ
ー
ス
ト
ヲ
リ
ア
に
お
け
る
彼
ら
の
生
活
は
、
故
郷
に
お
け
る
そ
れ
よ
り
も
条
件
が
よ
く
、
そ
れ
ほ
ど
悲
惨
で
な
か
つ

　
た
と
す
る
説
も
あ
る
。

（
1
1
）
　
日
本
人
の
移
民
全
般
に
つ
い
て
は
、
ω
一
ω
8
房
〔
お
認
〕
℃
ロ
鴇
誉
）
〕
、
日
本
人
唐
行
さ
ん
に
つ
い
て
は
∪
一
9
0
；
〔
這
ミ
（
び
）
〕
を
参
照
さ
れ
た
い
。
日
本
人
が
多
く
集
ま
つ
た

　
木
曜
島
に
お
け
る
日
本
人
移
民
の
生
活
ぶ
り
に
つ
い
て
は
、
押
元
直
正
〔
一
九
七
五
〕
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
日
本
人
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
北
岸
に
集
中
し
て
い
た

　
が
、
白
豪
主
義
の
真
最
中
、
二
〇
世
紀
前
期
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
ス
ワ
ン
ヒ
ル
近
く
で
米
作
り
に
精
を
出
し
た
、
慶
感
義
塾
卒
業
の
元
衆
議
員
議
員
、
高
須
賀
穣
と
い
う
変
わ
り
者
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も
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
例
外
中
の
例
外
で
あ
る
。
高
須
賀
に
つ
い
て
は
、
シ
ソ
ン
ズ
2
九
七
九
〕
が
詳
し
い
。

（
1
2
）
　
時
代
的
に
多
少
下
る
が
、
カ
ナ
カ
労
働
力
と
白
人
労
働
者
の
賃
金
等
を
含
め
た
労
務
費
を
比
較
し
た
資
料
が
あ
る
の
で
引
用
し
て
お

　
く
（
下
表
参
照
）
。
そ
れ
に
よ
る
と
費
用
は
半
分
以
下
で
済
む
と
い
う
こ
と
が
判
明
す
る
。
労
働
争
議
に
よ
る
損
失
も
な
い
こ
と
を
考
え

　
る
と
資
本
家
に
と
つ
て
は
大
変
利
益
の
上
が
る
労
働
力
と
い
え
よ
う
。

（
1
3
）
　
こ
れ
は
、
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
等
南
部
諸
州
の
規
制
に
な
ら
つ
た
も
の
で
、
植
民
地
に
入
つ
て
く
る
中
国
人
一
人
に
対
し
一
〇
ポ
ン

　
ド
の
人
頭
税
を
課
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
O
富
詩
〔
ご
お
〕
℃
・
脇
P
）
。
　
そ
の
当
時
、
ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
の
金
鉱
採
堀
地
域
に
は
、

　
一
五
〇
〇
人
の
白
人
に
対
し
そ
の
一
〇
倍
以
上
の
中
国
人
が
い
た
と
い
う
。
な
お
、
金
採
掘
地
域
に
は
一
万
八
千
人
の
人
口
が
存
在
し
た

　
と
い
わ
れ
て
い
る
。

（
1
4
）
　
第
一
回
植
民
地
間
労
働
組
合
会
議
の
最
重
要
課
題
は
、
八
時
間
労
働
の
拡
大
適
用
で
あ
つ
た
が
、
中
国
人
移
民
の
間
題
に
対
す
る
反

　
応
は
、
後
の
労
働
組
合
運
動
、
な
い
し
は
労
働
党
の
態
度
に
大
ぎ
な
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
会
議
で
反
中
国
人
移
民
が
と

　
り
あ
げ
ら
れ
た
理
由
は
、
一
八
七
三
年
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
で
、
一
八
七
五
年
ク
ィ
ー
ン
ズ
ヲ
ン
ド
の
金
鉱
で
、
ス
ト
破
り
、
あ
る
い
は
賃
金

　
引
下
げ
の
た
め
に
中
国
人
が
雇
用
さ
れ
る
事
実
が
あ
つ
た
こ
と
。
ま
た
、
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
で
は
、
中
国
人
船
員

　
を
雇
用
し
よ
う
と
し
た
船
会
社
（
爵
o
》
島
ξ
毘
一
彗
曽
臼
目
Z
”
二
鳴
寓
o
旨
O
o
し
に
対
し
船
員
組
合
が
反
対
ス
ト
を
行
な
つ
た

　
（
一
八
七
八
年
）
と
い
う
事
実
が
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
（
9
0
＆
2
〔
ご
8
（
o
）
〕
箸
。
①
㌣
1
δ
。
お
よ
び
O
o
＝
き
〔
這
8
〕
P
刈
鉾
）
。

（
1
5
）
　
こ
の
会
議
で
は
、
英
国
政
府
に
対
し
て
外
交
的
折
衝
を
通
し
て
中
国
人
移
民
制
限
を
確
実
な
も
の
と
す
る
こ
と
を
要
求
し
、
他
方
で

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
全
体
の
統
一
的
立
法
化
を
決
議
し
て
い
る
（
9
0
邑
薯
〔
ご
c
。
O
（
o
〉
〕
唇
’
O
㎝
甲
8
9
）
。

（
1
6
）
　
白
豪
主
義
の
形
成
原
因
は
、
本
文
で
指
摘
し
た
文
化
－
人
種
的
原
因
、
経
済
的
原
因
の
他
に
、
政
治
集
団
間
の
政
治
戦
略
を
原
因
と

　
す
る
と
指
摘
す
る
者
も
い
る
（
国
①
一
富
毛
薯
〔
ご
紹
〕
）
。
白
豪
主
義
形
成
要
因
に
対
し
て
も
議
論
が
分
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
∪
巴
一
霧

　
〔
一
3
巳
は
、
経
済
的
要
因
を
強
調
し
、
名
≡
醇
匹
〔
ご
8
〕
o
買
一
ρ
は
文
化
－
人
種
的
要
因
を
強
調
し
て
い
る
。
白
豪
主
義
の
形
成
過

　
程
、
問
題
に
つ
い
て
は
≦
三
碧
阜
o
や
烏
艶
の
他
に
2
9
旨
〔
お
脇
〕
を
参
照
。

（
1
7
）
　
も
つ
と
も
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
大
半
は
、
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
軍
団
到
着
以
来
八
○
年
に
わ
た
る
イ
ギ
リ
ス
軍
に

　
よ
る
防
衛
が
、
こ
こ
に
終
了
す
る
こ
と
に
対
し
て
大
ぎ
な
関
心
を
払
わ
な
か
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
英
国
帝
国
海
軍
の
力
を
信
じ

　
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
（
0
8
≦
一
〇
鴫
〔
ご
G
o
O
（
ε
〕
℃
P
O
お
1
鴇
温
’
）

（
1
8
）
　
ロ
シ
ア
艦
隊
な
い
し
は
船
舶
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
7
近
海
に
姿
を
見
せ
た
の
は
、
こ
の
時
が
初
め
て
で
は
な
い
。
し
か
し
、
ク
リ
ミ
ア

　
戦
争
（
一
八
五
四
－
五
六
）
後
、
南
下
政
策
に
従
つ
て
太
平
洋
に
盛
ん
に
艦
船
を
派
遺
す
る
よ
う
に
な
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
も
顔

　
を
み
せ
る
こ
と
と
な
つ
た
。
一
八
八
八
年
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
近
海
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
海
軍
と
ロ
シ
ア
艦
隊
に
よ
る
戦
い
を
描
い

　
た
空
想
小
説
が
登
場
し
て
い
る
（
ω
〇
二
〇
〔
ぢ
醤
〕
箸
，
ω
8
ー
器
一
。
）
。
　
ロ
シ
ア
艦
隊
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
近
海
へ
の
出
現
状
況
と
、
そ

　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
問
題
（
二
）

砂糖プランテーシ目ン労働コスト（賃金＋賃金外報酬）

労働コスト（日）労働コスト（週）労働コスト（年）

α
2

翫
5

　124－　4

£
　
0
　
　
0

£．s．d，

ユ　10　11

s．d．

710
£
8
0

■
4
10　1436　14　10

白人労働者

南太平洋諸島労働者

七
七
　
　
（
一
五
二
五
）

資料：Commonwealth　Palliamentary　Papels．1901－1902，vo1．2pp，967－82p
引用；Crowley〔1978（a）〕p．45．
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オ
ー
ス
ト
ヲ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
問
題
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
　
　
（
一
五
二
六
）

　
れ
ら
に
対
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
反
応
に
つ
い
て
は
、
固
辞
冨
往
営
鴨
口
8
8
俸
〔
一
8
8
を
参
照
。
太
平
洋
へ
の
列
強
進
出
と
、
そ
れ
ら
へ
の
オ
ー
ス
ト
ヲ
リ
ア
側
の
対

　
応
の
詳
し
い
分
析
は
、
↓
ぎ
ヨ
冨
S
〔
這
c
。
O
〕
署
。
臼
ー
o
。
9
お
よ
び
ρ
o
婁
一
2
〔
ご
凝
〕
畠
ひ
ξ
O
。
“
切
信
答
o
コ
も
マ
ご
ア
8
9
を
参
照
。

（
1
9
）
　
英
国
政
府
の
こ
の
態
度
は
、
各
植
民
地
を
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
一
つ
の
主
体
と
し
て
統
合
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
認
識
を
も
た
ら
す
。
す
な
わ
ち
植
民
地
経
営
を
可
能
と

　
す
る
主
権
国
家
へ
の
動
ぎ
を
促
進
し
た
。
防
衛
問
題
と
併
行
し
て
統
一
的
国
家
べ
の
動
因
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
で
は
、
防
衛
問
題
に
関
心

　
を
払
う
。
O
お
窪
薯
8
ユ
ロ
箋
9
署
。
＄
ー
ω
N
．
が
、
こ
の
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
2
0
）
　
例
え
ば
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
植
民
地
で
は
、
一
八
七
一
年
に
さ
つ
そ
く
二
千
百
ト
ン
の
砲
塔
艦
を
配
備
し
、
海
上
防
衛
の
準
備
を
し
た
。
こ
の
船
、
サ
ー
バ
ヲ
ス
（
O
霞
げ
2
島
）

　
が
配
備
さ
れ
た
時
、
予
想
さ
れ
た
ロ
シ
ア
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
脅
威
も
な
か
つ
た
た
め
、
高
価
な
玩
具
で
あ
る
と
｝
般
か
ら
は
見
倣
さ
れ
た
。
当
局
は
、
そ
れ
で
も
、
英
国

　
海
軍
に
依
存
し
な
く
て
も
済
む
と
鼻
高
々
で
あ
つ
た
。
こ
の
砲
塔
艦
は
、
一
九
一
二
年
ま
で
現
役
と
し
て
活
躍
し
た
が
＝
五
年
廃
棄
さ
れ
た
（
9
◎
琶
薯
〔
ご
o
。
只
o
）
〕
℃
P
O
o
。
㎝
T

q
o
。
直
。
）
。

（
21
）
　
こ
の
会
議
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
五
〇
才
誕
生
日
を
祝
す
た
め
に
集
ま
つ
た
植
民
地
代
表
に
ょ
る
会
議
で
あ
つ
た
が
、
と
く
に
注
目
す
べ
ぎ
成
果
は
な
か
つ
た
。
し
か
し
、

　
オ
ー
ス
ト
ヲ
リ
ア
海
岸
防
備
の
た
め
に
英
国
船
隊
を
派
遣
す
る
こ
と
と
、
そ
の
維
持
の
た
め
に
植
民
地
が
あ
る
程
度
の
負
担
を
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。
こ
れ
が
、
一
八
九
一
年

　
九
月
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
補
助
艦
隊
（
》
拐
ヰ
巴
富
昌
湊
ロ
風
一
寅
昌
ω
ρ
髭
置
8
）
と
し
て
シ
ド
ニ
ー
に
到
着
し
人
々
を
安
堵
さ
せ
た
（
9
0
妻
一
2
〔
お
o。
O
（
o
）
y
℃
P
N
8
－
認
ρ

b
P
器
？
も
。
3
。
）
。
他
方
、
『
八
八
九
年
に
は
、
英
国
陸
軍
エ
ド
ワ
ー
ド
少
将
（
卜
甲
国
α
薯
貰
α
）
が
来
豪
し
て
い
る
。
彼
の
報
告
書
（
”
の
窪
9
巴
冨
B
旨
o
昌
昌
Φ
．
℃
旨
、

　
℃
o
ω
a
O
茜
き
冒
暮
一
自
亀
導
o
ζ
一
一
一
畠
員
問
0
8
畠
9
＞
拐
＃
巴
凶
弩
O
o
一
〇
昆
o
ω
．
）
は
、
植
民
地
全
体
の
統
一
的
軍
事
組
織
（
個
々
の
軍
隊
・
武
器
は
各
々
の
植
民
地
が

　
費
用
を
負
担
す
る
と
し
て
も
）
な
い
し
軍
事
行
動
の
必
要
性
を
強
調
し
、
植
民
地
間
の
軍
事
組
織
の
統
合
（
m
盆
号
葛
賦
呂
9
9
0
8
唇
o
ω
9
昌
o
島
顕
震
o
暮
8
ざ
艮
3
）

　
な
く
し
て
オ
ー
ス
ト
ヲ
リ
ア
の
国
防
は
な
し
と
主
張
す
る
（
9
0
薯
一
3
〔
お
o。
只
o
）
〕
署
・
N
刈
f
謎
ρ
）
。

（
2
2
）
　
一
八
九
〇
年
代
の
労
働
争
議
と
労
働
組
合
運
動
に
つ
い
て
は
↓
ξ
旨
9
〔
お
胡
〕
署
」
？
累
を
参
照
。
個
々
の
大
ス
ト
ラ
イ
キ
に
つ
い
て
は
以
下
参
照
。
客
曾
旨
詳
〔
お

　
お
〕
・
2
飢
3
口
3
己
印
〔
お
爲
〕
・
害
一
き
畠
〔
一
鵠
o
。
〕
・
℃
蒔
の
言
〔
一
S
ご
・
零
亀
国
醇
〔
一
函
o
。
〕
。
な
お
、
九
〇
年
代
の
労
働
争
議
と
強
制
仲
裁
制
度
の
発
展
過
程
に
つ
い
て
は

　
℃
一
〇
≦
目
薗
P
U
8
昌
き
α
固
魯
鐙
〔
一
〇
〇
〇
8
b
P
O
㌣
［
認
”
お
よ
び
｝
o
濤
島
口
零
曾
曽
阜
a
・
〕
o
げ
」
。
を
参
照
。

（
2
3
）
　
労
働
党
（
誓
①
》
霧
マ
包
一
昏
冒
ぴ
2
｝
帥
笥
『
）
に
つ
い
て
は
、
O
o
一
一
窪
〔
ご
8
〕
畠
，
O
。
新
組
合
主
義
に
つ
い
て
は
o
や
亀
ン
畠
ふ
を
参
照
。
労
働
党
の
形
成
と
そ

　
の
性
格
に
つ
い
て
は
℃
獣
一
ぢ
口
3
己
お
よ
び
O
δ
o
ロ
づ
曾
〔
お
零
〕
を
参
照
。

（
別
）
　
メ
イ
ト
・
シ
ッ
プ
あ
る
い
は
マ
イ
ト
・
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
ミ
”
益
〔
ご
鵠
〕
を
参
照
。
基
本
的
に
は
　
男
同
士
の
友
情
を
中
心
と
し
、
相
互
扶
助
、
平
等
・
公
平
主
義
、

　
反
権
威
主
義
を
そ
の
中
核
と
し
て
い
る
。
時
に
は
、
女
性
嫌
い
、
ホ
モ
・
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
の
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
側
面
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る
よ
う

　
だ
。
議
論
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
曖
昧
に
な
る
概
念
で
は
あ
る
が
、
囚
人
、
牧
童
・
羊
毛
刈
込
労
働
者
、
金
鉱
掘
り
、
兵
隊
そ
し
て
都
市
工
業
労
働
者
と
い
つ
た
中
下
層
階
級
を
中
心
に

　
受
け
継
が
れ
て
ぎ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
な
お
、
労
使
関
係
に
お
い
て
は
、
「
主
従
法
（
9
0
鼠
霧
3
窃
窪
“
留
暑
き
什
ω
》
9
）
」
が
、
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
場
合
、

　
一
九
〇
二
年
ま
で
存
続
し
て
お
り
、
経
営
者
側
の
権
威
主
義
・
温
情
主
義
的
傾
向
が
依
然
と
し
て
強
か
つ
た
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
法
、
英
国
で
は
一
八
七
五
年
に
廃
止
さ

　
れ
た
が
、
政
治
制
度
の
面
で
は
思
い
切
つ
た
社
会
実
験
を
行
な
い
民
主
主
義
制
度
を
母
国
よ
り
も
早
く
取
り
入
れ
た
オ
ー
ス
ト
ヲ
リ
ア
も
、
こ
の
面
で
は
、
多
少
遅
れ
を
と
つ
て
い
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た
よ
う
で
あ
る
。
今
日
に
お
い
て
、
銀
行
、
保
険
業
界
に
は
家
父
長
的
、
温
情
主
義
的
傾
向
は
依
然
強
い
と
い
う
指
摘
も
あ
る
（
勺
匡
言
冨
透
〔
這
o
。
O
〕
P
紹
や
℃
P
臼
よ
ω
．
）
。

（
2
5
）
　
連
邦
結
成
に
つ
い
て
の
障
害
、
動
因
な
ど
に
つ
い
て
は
O
葛
雪
≦
o
a
〔
一
零
ρ
曽
阜
①
α
’
〕
畠
軸
お
よ
び
匡
。
言
冒
⇒
〔
ご
お
〕
畠
』
。
を
参
照
。
連
邦
結
成
へ
の
動
ぎ

　
の
中
で
大
ぎ
な
障
害
と
な
つ
た
の
は
、
本
文
で
指
摘
し
た
以
外
に
考
え
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
新
し
く
出
来
る
で
あ
ろ
う
連
邦
政
府
と
州
政
府
と
の
間
の
立
法
・
行
政
範
囲
の
分
配

　
に
対
す
る
意
見
の
対
立
で
あ
つ
た
。
連
邦
政
体
を
英
国
、
日
本
の
よ
う
な
単
一
主
権
国
家
へ
の
途
上
に
あ
る
も
の
と
み
る
か
否
か
が
、
連
邦
政
府
を
考
え
る
上
で
重
要
だ
が
、
単
｛

　
国
家
へ
の
手
段
と
見
倣
さ
癒
場
合
、
オ
ー
ス
ト
ヲ
リ
ア
の
よ
う
に
連
邦
結
成
へ
の
道
は
困
難
な
も
の
と
な
る
。
な
お
、
連
邦
結
成
の
動
因
と
し
て
は
、
本
文
で
指
摘
し
た
も
の
以
外

　
で
重
要
と
さ
れ
る
の
は
、
e
前
注
（
1
9
）
で
指
摘
し
た
如
く
、
国
家
的
主
体
と
見
倣
さ
れ
る
た
め
の
統
合
の
必
要
、
⇔
社
会
保
障
制
度
の
統
一
化
、
㊧
鉄
道
運
営
の
統
一
化
、
鱈
財

　
政
的
統
合
、
そ
し
て
見
逃
が
せ
ぬ
も
の
と
し
て
は
、
㊨
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
カ
ナ
ダ
、
ス
イ
ス
な
ど
の
連
邦
政
体
の
成
功
例
の
存
在
が
あ
げ
ら
れ
る
（
O
冨
魯
毛
0
9
q
S
9

曽
阜
a
・
〕
署
る
㎝
1
撃
）
。
な
お
、
遠
邦
結
成
の
要
因
に
つ
い
て
も
論
争
が
あ
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
9
0
註
2
〔
ご
試
〕
畠
』
ξ
ω
・
凶
」
o
O
碧
房
お
よ
び
2
8
冴

　
〔
一
零
凹
を
参
照
。
後
二
者
は
、
単
純
に
、
国
防
問
題
や
人
種
制
限
を
リ
ス
ト
に
の
せ
る
の
は
控
え
る
べ
ぎ
だ
と
す
る
（
号
O
貰
黄
愚
。
9
♪
P
N
㎝
悼
）
。

（
2
6
）
　
砂
糖
業
者
へ
の
援
助
は
、
白
人
労
働
者
に
よ
つ
て
製
造
さ
れ
た
砂
糖
一
ト
ン
当
り
の
輸
出
税
に
対
し
四
〇
シ
リ
ン
グ
の
補
助
を
す
る
と
い
う
形
で
な
さ
れ
た
（
里
旨
ザ
偉
8
呂

　
が
自
豪
主
義
と
砂
糖
工
業
と
の
関
係
に
詳
し
い
）
。
カ
ナ
カ
労
働
者
に
対
す
る
立
法
は
、
一
九
〇
四
年
よ
り
一
切
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ヘ
の
移
住
を
禁
止
す
る
も
の
と
し
、
一
九
〇

　
六
年
ま
で
に
全
員
を
送
還
す
る
。
た
だ
し
、
e
二
〇
年
以
上
在
住
の
者
、
⇔
白
人
と
結
婚
し
た
も
の
、
㊧
土
地
所
有
者
は
免
除
さ
れ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
つ
た
。
ま
た
一
九
〇
六

　
年
よ
り
は
強
制
送
還
を
行
な
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
名
三
餌
巳
〔
ご
8
〕
℃
P
屋
ω
ー
一
〇
。
ω
・
）
。
砂
糖
工
業
へ
の
補
助
に
つ
い
て
は
O
富
葵
〔
ご
臼
〕
づ
P
認
㎝
ー
ト
o
ω
①
・
参
照
。

（
2
7
）
　
白
豪
政
策
と
そ
れ
に
対
す
る
日
本
の
対
応
に
つ
い
て
は
ω
一
の
ω
o
房
〔
お
認
〕
、
お
よ
び
竹
田
い
さ
み
〔
一
九
八
こ
、
名
凶
＝
ゆ
覧
〔
お
8
〕
署
」
一
ア
る
湛
。
を
参
照
。
ナ
タ
ー

　
ル
式
テ
ス
ト
に
つ
い
て
は
≦
三
碧
α
〔
お
8
〕
唱
P
目
ω
1
一
一
命
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
8
）
　
日
英
通
商
条
約
を
契
機
と
す
る
豪
日
英
関
係
に
つ
い
て
は
、
竹
田
い
さ
み
〔
一
九
八
一
〕
、
壌
一
一
一
四
置
〔
お
8
〕
畠
¢
q
即
9
以
外
に
猛
昏
〔
お
8
〕
を
参
照
さ
れ
た
い
。
竹
田

　
〔
一
九
八
一
、
二
六
頁
〕
に
よ
れ
ば
、
日
本
及
び
日
本
人
移
民
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
た
の
は
、
日
英
通
商
条
約
締
結
と
日
清
戦
争
に
お
け
る
日
本
側
の
勝
利
に
あ
る
、
と
指
摘
し
て

　
い
る
。
な
お
、
豪
日
外
交
・
通
商
関
係
の
全
般
的
歴
史
に
つ
い
て
は
成
田
勝
四
郎
〔
一
九
七
一
〕
を
参
照
。

（
2
9
）
　
連
邦
結
成
後
の
オ
ー
ス
ト
ヲ
リ
ア
の
防
衛
・
対
日
関
係
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
も
の
を
参
照
。
N
・
メ
イ
ニ
ー
Ω
九
八
一
〕
、
P
・
B
・
マ
ー
フ
ィ
ー
2
九
八
一
〕
、
H
・

　
フ
ラ
イ
〔
一
九
八
百
お
よ
び
佐
藤
恭
三
〔
一
九
八
一
〕
、
鼠
窪
昌
2
〔
一
〇
お
〕
。

（
3
0
）
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
首
相
W
・
M
・
ヒ
ュ
ー
ズ
（
名
一
一
＝
”
ヨ
霞
。
＝
薦
ぎ
ω
首
相
一
九
一
五
年
一
〇
月
よ
り
一
九
二
三
年
二
月
）
は
、
第
一
次
大
戦
中
、
徴
兵
制
度
実
施
の

　
た
め
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
論
議
を
し
て
い
る
。

　
『
わ
れ
わ
れ
が
住
ん
で
い
る
の
は
、
最
大
の
人
間
集
団
の
活
動
舞
台
か
ら
ほ
と
ん
ど
指
呼
の
距
離
な
の
だ
。
わ
れ
わ
れ
は
、
マ
ス
ト
の
先
端
に
「
白
豪
主
義
」
の
旗
印
を
高
く
掲
げ

　
て
ぎ
た
。
け
れ
ど
も
、
わ
れ
わ
れ
は
、
有
色
人
種
の
大
海
の
中
の
一
滴
に
す
ぎ
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
一
億
も
の
人
口
を
養
つ
て
い
け
そ
う
な
広
大
な
大
陸
を
侵
さ
れ
る
こ
と
な
く

神
聖
に
保
持
し
て
い
く
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
五
百
万
の
白
人
集
団
な
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
の
外
に
は
十
億
も
の
有
色
人
種
が
、
呼
べ
ば
こ
た
え
る
ほ
ど
の
近
く
に
住
ん
で
い

　
て
、
空
い
た
土
地
を
求
め
て
押
し
合
い
へ
し
合
い
し
て
い
る
の
だ
』
（
ω
矯
α
ロ
2
言
o
旨
冒
㎎
＝
o
往
置
、
嶺
》
¢
の
¢
曾
ご
5
）
。

　
　
こ
の
よ
う
な
議
論
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
基
本
的
な
思
考
方
法
と
な
つ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
議
論
に
対
し
て
日
本
は
、
総
領
事
を
通
じ
て
何
度
と
な
く
否
定
し

　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
間
題
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
　
　
（
一
五
二
七
）
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
間
題
（
二
）

八
○
　
　
（
一
五
二
八
）

　
よ
う
と
努
力
し
た
が
、
一
九
三
八
年
に
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
コ
ッ
ク
ス
（
日
冠
O
o
図
）
が
、
日
本
人
の
侵
略
を
想
定
し
た
小
説
『
愚
行
の
報
い
』
（
男
o
o
一
6
＝
貰
奉
曾
）
を

　
出
版
し
危
機
意
識
を
あ
お
つ
て
い
る
。
ヒ
ュ
ー
ズ
の
議
論
は
、
メ
イ
ニ
ー
2
九
八
一
〕
　
＝
一
頁
よ
り
引
用
、
コ
ッ
ク
ス
の
小
説
に
つ
い
て
は
同
上
、
＝
二
頁
を
参
照
。

（
31
）
　
関
税
保
護
の
問
題
と
そ
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
ω
o
魯
葺
〔
一
〇
お
｝
曽
P
＆
。
〕
唱
℃
」
c
。
①
ー
0
8
●
池
間
誠
〔
一
九
七
四
〕
八
一
－
八
二
頁
お
よ
び
O
o
巳
9
〔
一
8
呂
℃
P

　
一
〇
〇
膳
i
鴇
9
を
参
照
。

（
3
2
）
　
関
税
審
議
会
に
つ
い
て
、
そ
の
機
能
・
組
織
な
ど
は
谷
口
〔
一
九
七
五
〕
を
参
照
。

（
3
3
）
　
新
保
護
政
策
に
つ
い
て
そ
の
推
進
者
デ
ィ
ー
キ
ン
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
旧
保
護
政
策
は
、
望
ま
し
い
賃
金
の
支
払
い
を
可
能
と
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
新
保
護
政
策
は
、

　
そ
れ
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
製
造
業
者
が
、
望
ま
し
い
賃
金
を
支
払
い
、
か
つ
そ
の
こ
と
に
よ
つ
て
製
造
業
の
維
持
・
拡
大
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
、
あ
る

　
い
は
国
内
市
場
へ
の
製
品
供
給
力
を
低
下
さ
せ
な
い
よ
う
、
外
部
か
ら
の
不
当
な
競
争
か
ら
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
終
わ
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
単

　
に
、
望
ま
し
い
賃
金
を
支
払
え
る
よ
う
製
造
業
者
の
地
位
を
守
る
だ
け
で
は
な
く
、
実
際
に
彼
ら
が
支
払
う
と
い
う
こ
と
を
多
く
の
人
々
に
確
信
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る

　
（
一
九
〇
七
年
一
〇
月
）
」
（
9
0
旦
3
〔
お
お
（
暫
）
〕
づ
℃
」
O
？
置
ド
）
。
二
つ
の
目
的
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
誕
）
　
〈
1
ペ
ス
タ
ー
判
決
（
些
①
国
碧
奉
馨
雪
甘
詮
①
昌
o
ロ
け
）
と
は
、
，
デ
ィ
ー
キ
ン
政
府
の
「
新
保
護
貿
易

　
政
策
」
の
中
で
言
及
さ
れ
た
「
公
正
で
望
ま
し
い
賃
金
（
h
o
。
岸
き
α
3
器
o
塁
三
〇
署
謂
o
）
」
を
具
体
化
し

　
た
連
邦
調
停
仲
裁
裁
判
所
の
判
決
で
あ
る
。
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
収
獲
機
製
造
業
者
マ
ッ
ケ
イ
（
国
●
＜
●
尾
良
身
）

　
が
、
自
分
の
会
社
の
製
品
に
対
す
る
保
護
政
策
を
適
応
す
る
よ
う
申
し
出
た
際
、
判
事
ヒ
ギ
ン
ス
が
彼
の
会
社

　
の
給
料
は
公
正
で
も
望
ま
し
く
も
な
い
と
判
決
を
下
し
た
。
そ
の
時
の
基
準
賃
金
の
基
準
と
根
拠
を
明
ら
か
に

　
し
た
（
O
B
ξ
ざ
矯
P
零
oo
（
角
）
〕
唱
P
一
嵩
ー
旨
ω
。
）
。

（
3
5
）
　
連
邦
・
州
強
制
調
停
仲
裁
委
員
会
・
賃
金
審
議
会
な
ど
の
も
と
で
組
合
活
動
も
活
発
と
な
り
、
そ
の
組
織

　
率
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
背
景
に
し
て
、
e
産
業
間
、
⇔
男
女
間
、
㊧
熟
練
・
不
熟
練
労
働
者
間
に
み
ら
れ
る
賃

　
金
格
差
は
、
漸
次
縮
少
し
て
き
た
と
い
う
事
実
が
歴
史
的
に
認
め
ら
れ
る
。
平
等
主
義
の
実
践
の
跡
が
伺
え
る

　
と
い
え
る
だ
ろ
う
（
下
表
参
照
）
。
こ
の
実
績
が
、
強
制
仲
裁
制
度
に
対
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
強
い
愛
着

　
を
生
む
原
因
と
な
つ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

（
36
）
　
実
際
、
白
豪
主
義
の
推
進
者
で
あ
つ
た
首
相
デ
ィ
ー
キ
ン
（
＞
一
＃
a
U
①
爵
ぎ
）
は
、
白
豪
主
義
を
「
オ

　
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
に
お
け
る
モ
ン
ロ
ー
主
義
（
些
①
匡
o
ξ
8
＆
9
ユ
器
9
一
ぽ
O
o
日
e
目
妻
o
毘
些
）
」

　
と
名
付
け
て
い
る
（
一
九
〇
一
年
九
月
の
議
会
報
告
、
9
0
琶
3
〔
一
零
占
9
』
（
ξ
問
●
9
0
邑
3
）
P

　
鴇
↑
）
。

　
　
＊
　
引
用
文
献
リ
ス
ト
ば
本
誌
第
五
五
巻
第
二
号
二
五
頁
以
下
に
所
収

賃金格差の変遷（1901－1965）

　　　　産業間　　男女間　　熟練・不熟練
　　　　賃金格差　　賃金格差　　賃金格差

1901－　　56．1（％）　　n．a．　　n。a，

1913－14　　　　　　72．1　　　　　　　49．0　　　　　　　73．3

1918－19　　　　　　72．6　　　　　　　　47．9　　　　　　　　83．5

1921－22　　　　　80．0　　　　　　　51．6　　　　　　　81．2

1929一一30　　　　　77．9　　　　　　　53．7　　　　　　　80．2

1933－34　　　　　76．7　　　　　　　54．0　　　　　　　77。1

1938－39　　　　　　73．0　　　　　　　　55。0　　　　　　　　77。6

1945－r46　　　　80．9　　　　　58。8　　　　　80．4

1950一一51　　　　　80．3　　　　　　　67．0　　　　　　　85．7

1960（12月）　　　　80，7　　　　　　　70。9　　　　　　　n．a．

1965（10月）　　　82．3　　　　　　71。2　　　　　　n．a．

資料出所：Walkel，K．F．〔1970〕p．121．
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